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余 ノ・結 核性骨拉 二關節炎患者血液 ノ理 化學 的性

}伏二關 スル實験的研究 ラ行 ヒ、之 レニ關 スル文

献 ラ渉猟 セ ン ト欲 シ、之 ノ稿 ラ起 セ リ ト錐 モ、

余 ノ寡 聞 ナル ノ故 テモツテ、詳細 ナル實験的研

究 ニ關 スル文献 テ見 ズ｡唯 僅 二二、 三噺片 的報

告 ヲ得 タルニ過 ギザ リキ｡

翻1ツテ他 ノ結 核性疾患、 特 二肺結核 ニ就 テ、 之

ラ見 ルー、 其 ノ報告 セ ラル ・モ ノ、枚基 二逞 ア

ラズ、然 レドモ其 ノ報告 セラル ・ヤ、多 クハ断

片的 ニシテ 系統 的報告 ノ多 ヵラザ ルニ 氣付 ケ

リ｡此 塵 二於 テ余 ハ、結核性骨拉 二關節炎患者

血 清 ノ理化學的性状 ノニ、三 ノ報告 テ記述 スル

ト共 二、他 ノ結核性疾患、特 二肺結核 ニ就 テ、

出來得 ル限 リ系統的 二、且 ツ最近 ノ之 ノ方面 二

於 ケル研究 ノ趨勢 ニ就 テ記述 セン ト欲 ス｡

第一章 結核性疾患 二於ケル血清 「リバーゼ 品 就 テ

第一節 結核性疾患 ト血清「リパーゼ」量ノ消長ニ

就テ

第二節 血清「リパーゼ」量 ノ恥減 ト豫後及ビ診噺

的償値ニ就テ

第三筍 結核菌膣脂肪 ト血中脂肪分解作用ニ就テ

第四鮪 血清「リパーゼ」ト結核ノ治療的意義ニ就

テ

第五節 結核性疾患ニ於ケルレ血清「リパーゼ」量減

少 ノ本態並ビニ原因ニ就テ

第六節 血清「リパーゼ」ノ登源地ニ就テ

第七節 血清「リパーゼ」測定法ニ就テ

第八節 総 括

第 一 節 結 核 性 疾 患 月血 清rリ

パ ー ゼ 」量 ノ消 長 呂就 テ

結核性疾患 二於 ケルレ血清 「リバー ゼ」 ニ關 シテ

ノ・、近來種 々論議 セラ レ其業績 モ亦少 ナカラズ｡

今 臨躰的成績 テ総括 スルニ、 略 支良性破攣 性結

核病型 二於 テハ「リパー ゼ」債 ノ高値 ラ示 シ、 悪

性進行性結核病型或 ハ悪液 質 ニ落 チ入 レルモ ノ

ニ於 テ低値 ラ示 スガ如 シ
｡

即 チCaro(1)ハ 肺 結核第 一期 ニ於 テ「リバー ゼ」

憤 ノ高 キテ認 メ、第 二期 ヨリ次第 二減 少 シ、 悪

液質 二落 チ入 ルニ及 ンデ特 ニ著 明 ノ低 値 テ示 ス
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テ〕観察 シ、 又Kollertu.Frisch(2)ハ 、 多激 ノ

結核 患者 二就 キ精 細 ナル研 究 ヲ行 ヒ、次 ノ如 キ

成績 テ得 タリ｡即 チ繊維性結核 ニ於 テハ 「リパ

ー ゼ」償 ノ上昇 ラ認 メ
、悪液質又 ハ乾酪攣性 ヲ示

セルモ ノニ低値 テ認 メ得 タリ ト｡

Bauer'3ル ・・輕症 ナル肺尖 加答見症 二、屡 支顯著

ナル 「リバー ゼ」慣 ノ上昇 セル ラ認 メ、叉重症結

核患者及 ビ癌患者 二於 テ、 時 二甚 ダ シキ低値 ラ

観察 シ得 タ リ ト｡又飯塚 ㈲ハ潜伏 結核 ノ大 多数、

結核性肋膜 炎、腹膜炎或 ノ・輕症肺結核 二於 テ、

「リパー ゼ」償 ノ高 キヲ認 メタ レ ドモ
、結核患者

ノ大 多数 ハ寧 ロ低値 ヲ示 セルモ ノ多 シ ト｡而 シ

テ最 モ顯著 ナル返減 テ示 セルへ 重症肺結 核及

ビ腹膜 炎 ニ シテ次 ハ肋膜 炎、 骨關節結核及 ビ粟

粒 結核 ナ リ ト｡粟 粒結核 二關 シテ・・Pribram(5)

カ、 結核 性肋膜 炎 ニ關 シテハ吉本(11)ガ、 同様 ノ

成績 ラ報 告セ リ｡

又 宮崎(20)ノ、家兎 ニ就 キ次 ノ如 キ實験 ラ行 ヘ リ｡

即 チ1.0%結 核 菌 「ヱムルヂ オン」3.0耗 ヲ家兎

ノ耳静脈 ニ注射 シ、結核 感染 テ起 サシメ、之 ガ

経過 二随 ヒ、血清 「リパー ゼ」量 ラ観察 セ リ｡此

ノ成績 ニ ヨレバ、結核菌 ノ静脈 内注入 ニ ヨリ、

臓器 ニ高度 ノ結 核性病攣…テ惹起 シ、感染後二 十

撒 日ニ シテ、艶 死セル重症 家兎 ニ於 テハ、血清

「リパー ゼ」量 ハ著 シク減少 セ リ ト
｡又 長 時 日生

命 ラ保持 シ食慾 ノ減退 ヲ示 サ"リ シモ膿 重 ノ稽

丸減 少 ラ認 メタル中等度或 ハ輕 度 ノ結核病憂 ラ

惹起 セル家兎 ニ於 テモ、 亦血清 「リパー ゼ」量 テ

減少 セ リト｡即 チ此 ノ成績 二依 レバ結核病 機 ノ

経 過 中バー度 モ、 血清 「リパー 匂 ノ檜加 セルラ

認 メ得 ザ リキ ト云 フ｡

次 ニ皮膚結核 ニ於 テハSmogyi{6)・ ・血清 「リハ

ー ゼ」量バー般 二健康人 ヨ リモ高 ク、且良性 ノモ

ノハ進行 性 ノモ ノヨ リモ更 ニ高 ク、又、肺結 核患

者 ニ比 シテ其 ノ量多 キラ報告 シ、Sparmann〔7)

ノ、尋常性狼瘡或 ハ紅斑性狼磨 ニア リテハ、其 ノ

債健康人 ヨ リモ低 シ ト、 馬場(8)モ 、 皮膚及 ピ肺

結 核 ニ就 キ検 索 シ、略k同 様 ノ結果 テ報告 セ

リ｡

次 ニ産婦人科領域 ニ於 テへ 妊娠 時血清 「リバ

ー ゼ」ノ減退 スル事 テ、Hofbauer(12)ilt台 メ テ之 テ

登表 セ リ｡氏 ノ・之 ヲモツテ妊 娠時結核 ニ鋭敏 ナ

ル所以 テ説明 セ ン ト欲 セ リ.叉 水原㈹ モ略 支同

様 ノ成績 テ得 タ リ｡即 チ氏等 ノ成績 ニ依 ルニ、

血 清 「リバー ゼ」 ハ妊 娠第3ケ 月 ヨ リ減退 シ始

ノ、第5ケ 月 ・・;一シテ最低値 ニ達 シ、 以後 妊娠後

牛期、分娩 時、産褥 時 テ通 ジテ、 低値 テ示 スナ

リト｡更 ニ吉 田(14)ハ 結 核妊婦 二於 ケル血 清 「リ

パー ゼ」量拉 二血液脂肪量 二就 キ研 索 シ、 非妊

婦蛇 ニ妊婦 ノ結核症 ・・何 レモ血清 「リバー ゼ」ノ

減 少 ヲ示 シ、又結核非妊婦 ニ於 テ血 清 「リパー

ゼ」量 ト血清脂肪量 ハ共 ニ病症 ノ輕重及 ピー般

榮養獣態 ノ如何 ニヨ リ同時 二檜減 スルモ、結核

妊婦 ニ在 リテノ・、一般 ニ血清 「リバー ゼ」ノ減 少

セルモ ノニ於 テ血液脂肪量 ハ反 ツテ檜加 セル ラ

認 メ得 タ リト｡

翻 ツテ外科 的結核 ノ血清 「リバー ゼ」量 ラ測 定 セ

ルモ ノヲ見 ルニ、其 ノ報告 多 カラズ｡末 岡㈹ ・・

一般健 常値 ヨリモ低位 ニアルモ
、輕症 ニシテ殊

ニ肺尖加答見 ニ罹 患 セル モ ノハ、厘 支高値 ラ示

セ リ ト報告 シ、其 ノ返減度 ハ病勢 二拉行 シ、輕

症 ナルモノ程少 ナク、重症 ニシテ豫後不良 ナル

モ ノハ、顯著 ナ リト、熊野御堂(9)ハ 手 術 ノ際 ニ

得 ラレタル結核性 肉芽組織 ノ食盤 水浸 出液 ニ就

キ「リバー ゼ」量 テ検 セル ー、他 ノ膿 性肉芽組織

ヨ リモ、其 ノ含有量多 久 特 二關節結核、頸腺結

核 ニ於 テ顯著 ナルテ報 ゼ リ、 然 シ比較 的長期 ニ

.亙 ル開放性肉芽組織 二於 テモ亦、 「リバー ゼ」量

ノ多 キラ認 メタ リ｡氏 ハ更 二膿 汁 二就 キ之 ラ検

セルー、結核性 肉芽組織 ト化膿 性肉芽組 織 ノ比

較 検索 ノ際 二比 シ、結核性 膿汁 ト化膿性膿 汁 ノ

差異 ハ左程顯著 ナラザ レ ドモ結 核性膿 汁 ニハ化

膿性膿汁 ヨリモ多量 ノ「リパー ゼ」ラ認 メ タリ｡

然 シGrineff・Ob、 海狽 ノ慢性結核 ニ於 テ、 内臓

器及 ピ其 ノ他 ノ組織 二就 テ脂肪分解 力 ノ反 ツテ

弱 キヲ報 告 セ リ｡

第 二節 血 清 「リパ ー ゼ 」量 ル塘

減 卜豫 後 及 ビ診 断 的 債 値
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撫 テ以上 ノ如 ク結核 二封 シ血溝 「リパー 匂 ガ良

性、輕症 ニ於 テj曾量或 ハ正常値 テ示 シ、重症特

一悪液質 二陥 ルニ及 ンデ顯著 ナル減少 ヲ示 ス、

即 チ斯 ノ如 キ減少、正常、檜加 三様 ノ攣 化 ハ如

何 ナル 理由 ニ起 因 スルヤへ 俄 二判 定 シ難 キ

モ、恐 クハ、生艦 ノ防禦 力 ノ如何 二關係 シ、 防

禦力 盛 ナ レバ、増加或 ハ正常値 ラ示 セ ドモ、 防

禦 力 ノ減退 スル時、減 少 シ來 ルナ ルベ シ｡故 ニ

血清 「リパー ビ 量 ノ上曾減 ニヨリ、 疾病 ノ1伏態 或

ハ身盟 ノ抵抗 力 ヲ推 知 シ得 ルノ ミナ ラで、更 ニ

豫後 判定、或 ハ治療 上 ノ指 針 タ リ得 ベ シ ト云 ハ

ル、 即 チCarnier'ic'Kollert,Fisch(2)ハ 其 ノ

檜減 ニヨ リテ豫後 テ判 定 シ得 ベ キ事 テ主張 シ、

Carnier(1a・ ・父結核治療 ノ好指針 タ リ得 ル事 テ

述 くごGottlieb,Falkenhuim:'mノ 、結 核 ノ「ヱ ク

テ ビン」治療 ノ治療 指針 トシ之 ラ癒 用 シテ良成

績 テ得 タル ラ報 告セ リ｡

更 ニ最近Falkenheim,Gottlieb,「17)Asal,

Falkenheim(19)・ ・赤血球沈降速度、 ∫価青蛋 白 ト

共 二、血清 「リパー 規1量 テ血液蜘 木状態(Hae-

moklinischerStatus)ト 穆 シ、 之 ノ三者 ハ ヨク

臨 躰症状 トー致 シ、且 ツ輕重、榮養或 ハ治療赦

果 ラ知 ル ノ好指 針 タ リ得 ベ キテ報 ぜ リ｡

第 三 節 結 核 菌 禮 脂 肪 卜血 中 脂

肪 分解 作 用 二就 テ

然 ラバ以 上 ノ如 キ結核疾病時 二於 ケル血清 「リ

パー ゼ」 ノ檜減 ノ意味 ハ何 レニ存 スルヤ、 自ロチ

結核 二封 シ如何 ナル働 テナ スヤハ、一考 ニ値 ス

ル問題 ナ リトスn

最 近血清 「リパー ゼ」ガ結 核 卜密接 ナル關係 テ有

スル事 ヨリ、殊 ニ治療的方面 ヨ リ観察 シテ、結核

二侵 サ レタル時、 生膿 ノ生物學 的現象 トシテ血

清 「リパー 匂 ハ、結核 菌膿脂肪 テ破壊 セン トス

ル機轄 テ生 ズル事 二重 大 ナル意義 テ附 セン トス

ル ノ傾向 ア リ｡即 チAbderharden,Ronaノ ・

菜種 油 ヲ清化管外 ヨリ犬ニ楡 入 セルニ、血 構中

ニ顯著 ナル脂肪分解力 ノ檜 加 セル ヲ認 メタ リ.

之 、血液 ノ異物 的脂肪 ノ楡 入 ニ ヨリ、脂肪分解

酵 素 ノ動員 テ行 ヒ、之 テ分解 セ ン事 ニ努 ムルナ

ルベ シ ト解 セ リ｡其 ヨリ氏等 ノ研究 ハ酵素 化學

ニ、純 梓化學 ト、免疫學的 關係 ヲ結 ビ付 ケ クル

モ ノ トシテ、 注 目サ レク リ｡印 チ結核菌龍 「リ

ボ イ ド昭ガ結核 ノ免疫元 タ リ得 ル ヤ否 ハ別 トシ

テ、結核症 ニ、 一時脂 肪分解 力 が曾彊 セラル ・

・・、 上述 ノ如 キ乾酪性物質 ノ破壊 ニヨル異物 的

脂肪 ノ増 加 ニ ョリ「リパー ビ ノ檜減 弓來 スナルレ

ベ シ ト推 察 セラルレ｡
む

抑 々結 核菌 ノ化學的 構造 ニ關 シテハ、未 グ不明

ノ鮎少 ナカ ラズ、之結核菌膿 ハ、他 ノ細菌 ニ比

シ、脂 肪質 ヲ含有 スル事多 久 然 モ脂肪膿研究

ノ困難 ナルニ因 ルナルベ シ、今Kresling'?2月 ニ

ヨレバ、乾燥 セル 結核菌 ノ約:;[).0%ハ 脂 肪様

物質、釦 チ中性脂肪、脂酸、類脂肪膿等(乾 燥

結核 菌 ニ就 テノ・水分3.ll375%、 灰 分2.55%、

窒 素8.575%、 蛋 白53.59%、 脂 肪物質38.95

%、 非窒 素含有物質0.9725%)二 属 シ、之 ガ菌

罷 外層 テ形成 スル ガ爲、藥物 ノ殺 菌作用 ニ甚 ダ

彊 キ抵抗力 ヲ示 スナ リ ト｡

第 四節 血 清 「リパ ー ゼ」卜結 核

ル治 療 的 意 義

故 ニ結核治療 二於 テハ、 之 ノ異物 的脂肪 即 チ結

核 菌鎧脂肪 ニ封 スル防禦酵素 タル「リパー ゼ!テ

産 出 セ シメ、以 テ結核菌 ノ脂肪性被嚢 ラ分解 セ

ントスル ノ企圖 ア リ、 之印 チ結核症 ノ類脂肪禮

療法 ナ リトス｡

類 脂肪罷療法 ノ治療的償値 ハ、 別問題 トシテ、

其 ノ血清 「リバー ゼ ー及 ボス影響 二就 キ1例 ラ

塞 グ レバ次 ノ如 シ｡

Mattauschノ 、「ガメラン」(純梓 ナル種 々 ノ人骨豊

異種性臓質、 脂肪拉 二蛋白質 テ含 マザ ル脂肪等

ノ混合剤)ニ ヨル桔 核 ノ類脂肪禮 治療 ノ際
、血

清 「リパー ゼ」ノ顯著 ナル昇縢 テ見、末岡 モ亦家

兎 二注入 シテ同様 ノ結果 テ得 タ リ｡叉Rogens⑳

ハ膵臓 「ヱッキス」 ノ脂肪分解作用 ハ
、脂酸盛 ノ

附加 ニヨリ高 マル事實 ヨリ、肺結核患者 ノ血清

「リパー ゼ」量ハ減 少 スルモ
、脂酸 「ナ トリウム昭

テ注射 シテ「リバー ゼ」ノ檜量 スル ラ實験 シ
、之

ガ結 核菌 ノ畷様皮膜 テ溶解 スルナルベ シ ト推 セ
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リ｡Pinaussohn"L'`i・ モ 同様 ノ意味 二於 テ、癩 患者

二油脂類 注射 ラスル時、治療 的敷果 テ屡 ゲ得 ル

ト同様 ニ、結核 二封 シテモ亦、油脂類 ノ輪 入 ハ治

療 上大 ナル意味 テ有 スル ナル〈・シ ト報告 セ リ.

或 ハ翼結核 ノ経 過 中、脂肪 ニ富 メル食物 ノ経 口

的囁 取 ニ ヨリテモ、其 ノ経 過 ヲ良好 ナ ラシムル

ハー般臨躰醤家 ノ知 ル所 ナ リ.｡EPチWeigert

ハ、 豚 ニ含水炭 素 テモ ツテ飼育 セルモ ノ ト、 脂
の

肪 ヲ多旦 二與 へ飼育 セルモ ノニ就 キ、實験 セル

ニ、脂 肪 テ多量 興ヘ タルモ ノノ・、糸}骸二封 シ抵

抗 力大 ナル ラ知 レリ｡

然 ルニCaroa)ヲ シ テ云 ハ シム レノ・、肺結核 二

於 テー時血lillFリパー ゼ」量 ノ檜 加 スル事 ラ、結

核菌罷脂肪 二封 スルレー ツ ノ反慮 ナ リト解繹 セ ラ

ル ・ノ・甚 ダ疑 ノ・シ久 寧 ロ之 バー般 全身症駄 ノ

如何 ニ大 ナル關係 ラ有 スルニ非ザル カ、 即 チ肺

結核第二期 ニ於 テ・・、 第一期 二上昇 セル、血清

「リバー ゼ」量 ガ減少 シ
、 悪液質 ニ落 チ入 ルニ及

ンデ逓減 スル コ トニ ヨリ明瞭 ナ リ ト｡又 之 テ他

ノ種 々ナ ル疾病 二就 キ見 ルニ、脂肪新陳代謝 ノ

影響大 ナラザル疾病 二於 テ・・、血清 「リパー ゼ」

量 ニ大 ナル攣化 ラ認 メ難 キ事 ヨリ想像 スルモ亦

明 カナ リ ト反駁 セ リ｡

第 五 節 結 核 性 疾 患 二於 ケ ル 血 清

「リバ ー ゼ 」減 少 月本 態 遊 二原 因

結核 二於 テ身膿 ノ異物 的脂肪、 即 チ結核菌 艦脂

肪 ニ封 スル生盟 ノ反慮 トシテ血清 「リバー ゼ」ノ

増加 テ來 ス ト云 フ論 ・・盛 ナ リ ト難 モ、更 二進 ミ

テ蜘 棉勺二重症結核 ノ際、 血清 「リパー ぜ」ガ減

少 テ東 ス ノ理由 ハ何 ニ存 スルレヤ｡

即 チ結核菌 艦 自身二存 スルモ ノナ リヤ、結核 菌

ヨリ出 ヅル毒素 ニ ヨツテ、血清 「リバー ゼ」ノ生

成母臓器 ノ浸害 セラ ・ル ニ 起因 スルモ ノナ リ

ヤ、或 ハ新 凍代謝機 能 ノ異常 ニヨルモ ノナ リヤ

ノ・、・甚グ不 明 ナ リ｡

以 下各項 ニ就 キ順次記述 セン ト欲 ス｡

結 核菌艘 二起因 スル ニ非 ザル カ、 之ニ關 シテハ

Kotschneff、 宮 崎、飯塚等 ノ實験 報告 ア リ｡

結 核菌膿 ニ ヨル種 々 ナル影響 ハ、蕾 二生菌艦 ノ

ミナ ラズ、 死菌 艦 ニ ヨルモ、 病理學的髪化或 ハ

中毒症状 ラ起 スハ、既 ニ知 ラル ・所 ニ シテ、耳

大細胞 テ有 スル結 節 テ生 ジ、或 ハ臓痩、衰耗、

悪液質 ニ落 チ入 ラシメ、所謂慢姓 中毒症 ラ呈 ス

ルニ至 ル｡Kotschneff(16〕 ・・死結 核菌 テ家 兎 及ビ

海猿 ニ注射 シテ、種 々 ナル血 禰 孝素 ニ就 キ研究

セ リ、EPチ1価1ザ リバー ゼ」量 ノ、家 兎及 ビ海狽何

レモ減 少 シ、特 二注射第十 四 日目 ノ減 少ハ、最

モ著 明 ナ リシ ト、更 二同試験動物 ノ病理解 剖的

所見 ラ見 ルニ、最 モ顯著 ナル攣化 ・・、 膵臓 ナ リ

シ ト｡即 チ脂肪沈著 並 ニ憂 性 ラ認 メ、 肉眼的 ニ

モ小豆大 ノ結 節 アリテ、結締織 性被膜 ラモツテ

被 ハ レタリ ト、 之 ノ所 見 ノ詳 細 へ 血 清 「アミ

ラー ゼ.昭{柴一1ぐニー述ブ｡

宮 崎23'モ 結 核死菌膿 テ0.5%菌 乳 剤 トシテ、 家

兎耳静脈 二1.0耗 ヲ注入 シ、其 ノ成績 テ検 スル

ー、何 レモー時的 二鞘 て著 シキ減少 テ認 メ得 タ

リト、板塚22・モ亦略 く同様 ノ成績 テ得 タ リ｡

即 チ以 上 ノ如 キ成績 ヨ リ生菌艦注 入 ニヨツテ起

ル血清 「リパー ゼ」減少 ノー部分 ハ少 ナ ク トモ結

核 菌膿 自身ニ員 フナルベ シ ト推察 セラル｡

此庭 二於 テ氏等 ハ更 ニ、結核 菌膿 ノ如何 ナル成

分 ニ起 因 スルヤテ決 定 セン ト欲 シ、「ヱー テル」、

「アル コー ル」浸 出 「リボ イ ド」及 ビ其 ノ浸 出残 渣

(菌蛋 白)二 就 キ検 セル ニ多少 ノ祁 違 ハア レ ド、

モ、1ア ル コー ル」、1ヱ ー テノし」浸 出1リ ボ イ ド」

菌蛋 白質 僖 崎 ニヨレバ影響 ナ シ)ハ 何 レモ血清

「リパー ゼ」量 テ減 少 セ シムル ノ作 用 アルテ認 メ

得 タリ、 依 ツテ宮 崎 ハ、結核 感染 二際 シ、 血清

「リバー ゼ」量 ノ減 少 スルノ・
、 少 ナ ク トモ、生膿

内 二於 テ結核 菌艦崩壌 ニ ヨリテ生ズル 「ヱー テ

ル」移行性物質 ト密接 ノ關係 アルベ シ ト結論 セ

リ｡

次 二結核 菌禮 毒素 ニヨル影響 ニ就 テノ、、飯塚 ハ、

無蛋 白及 ビ菖 「ツベル クリン」テ大日ヒ、實験 セル

ー
、1回1.0琵 テ注射 スルモ、血 清 「リパー ゼ」

量 ニハ影響 ラ與 ヘズ、之 ヲ分割注射 シテ初 メテ、

其 ノ減 少スル ヲ認 メ タ リ、更 ニ氏 ハ、健康 入及

ビ健康海瞑血 清更 ニ結核 患者及 ビ結核 海狸 血清
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テ試 験管 ニ ト リ、 之 二結核菌 テー定時間作用

セ シメ タル ー、何 レモ結核菌 毒素 ニ ヨ リ著明 ナ

ル脂肪分解作用 ノ障碍 テ來 セ リト
｡依 ツテ氏 ハ

結核 菌毒 素 ノ作用 テモ認 メタ リ｡然 ルニ宮崎 ハ

・5.0耗無 蛋 白 「ツベル クリン」ラ家 兎 ノ皮下 二注

射 セルニ、血清 「リパー ゼ」量 ニハ攣化 テ認 メ得

ズ｡随 ツテ氏 ハ結核毒 素ニ・・、何等關與 セザル

ガ如 シト結論 セ リ｡

第 六 節 動 清 「iJバ ー ゼ」ノ登 源

地 島就 テ

血清 「リバー 一些 ノ起源 ニ關 シテハ幾多 ノ研 究 ア

リ、先 ヅBergel,Alfred等 ・・淋巴系統 テモツ

テ其 ノ成 何・箇 所 トミナセ リ｡2PチAlfred「?5・ ハ

淋 巴球 「リバー ゼ」ノ至適水素 「{オ ン」濃度 ハ血

清 「リバー ゼ」ノ其 ト全然一致 スル ヲ述 べBergel

(2ff・(2Dハ又 淋巴球 ノ・
、一種 ノ「リバー 旦 ヲ希出 シ

テ、結核性疾患 二防禦的 二働 ヵシムルモ ノナ リ

ト｡而 シテ氏 ハ更 ニ附 言 シテ、 其 ノ「リバー ゼ」

ノ働 キモ疾病 ノ種類 ニ ヨリ時 二全 ク意味 テ異 ニ

スル事 アリ ト｡例 令 バ敗 血症 ノ際 ハ血 清中ニ脂

肪 分解作用 テ認 ムル ト難 モ之 ハ溶 血性菌1連 鎖

歌球 菌)ガ 同時 二脂肪分 解作用 テ示 スモノニシ

テ之 ノ際 ハ寧 ロ之 ノ作 用 ガ疾 病 ノ源 ラ形成 スル

モ ノナ リ、 之 二反 シ結核或 ノ・徽ll主二於 ケル 「リ

パー ゼ」ノ・防禦的 ニ働 クモ ノナ リト云 フ.

然 ルニCaro(1)ノ ・Bergel等 ノ説 ニ質意 テ呈 セ

ズ、 臨躰 的 ニ淋雪球 ト血 溝 「リバー ゼ」量 ノ關係

テ見ル ニ其 ノ間 何等 ノ關係 ナシ、否、寧 ロ時 ニ

ノ、全然 反封 ノ結 果 テ認 ムル事 ア リ ト、 氏 ノ、更 二

附言 シテ、其 ノ登源 地 ニ關 シテハ、 内分泌腺特

ニ膵臓 ハ重 要ナル關係 テ有 スル ニ非 ザル カ ト結

論 セ リ.

次 二膵臓 「リバー ゼ」ト、血清 「リパー ゼー-1トノ關

係ニ就 テノ、、 種 々ナル研究報告 アリ｡Hiruma

(29)ハ家 兎膵管結紮法 ニ ヨ リ雨者 ノ關係 テ説明 セ

リ、即 チ氏 ノ實験 ニ ヨレバ結紮後第3日 ヨ リ血

清 「リバー ゼ」ノ顯著 ナルt曾加 ヲ認、メ第{1日 ヨリ

再 ビ下降 シ第8日 一・・試験 前贋二館著 スル ト云

フ｡印 チ之 テ設明 シテ日 ク、血清 「リパー ゼ」ノ

堆伽 ハ膵i分泌 ガ血 中 二脹溢 スル限 リ持績 ス レド

モ、 翫 ニ分泌物 力鰐積 シ膵機能 テ減退 セシムル

時、始 メテ血清 「リパー ゼ」量 ノ減少 テ起 スナル

ベ シ ト｡然 レドモ氏 ハ、膵管結紮 ガ既 二`1三理状

態 ヲ破 レル試験 ナルガ故 二、之 ヲモ ツテ直チ_

血 清 「リパー ゼ」ノ源泉 列1華臓 ニ求 ムル ノ冒瞼 テ

アヘ テセズ ト、此庭 ニ於 テ、氏 ハ、膵 十二指腸

静 脈、門脈 、及 ビ股 動静脈 二就 キ各 々血11111昭リパ

ー ゼ」量 テ比 較定量 セル ー、膵十二指腸静脈 ガ最

モ多 ク、門脈 之 二次 ギ、股 動静脈 最 モ少 ナ シ ト｡

即 チ以 上 ノ如 キ所 見ハ膵臓 ヨ リ血 中 ニ 「リバー

ゼ」 ノ移 行 ラ示 スモ ノニ シテ、 膵臓 ヨ リ來 レル

「リパー ゼ」ノ・肝臓 テ通過 スル際 二
、脂肪 新陳代

謝 二重大 ナル意義 ヲ有 スル肝細胞 ハ之 二最 モ強

キ親 和力 ラ有 シ、 一 部分 ガ肝 細胞 中 二貯 留 セ ラ

レ、一部分 ガ血中 ニ移行 スルナルベ シ｡随 ツテ

血 中 ノ「リバー ゼ」量 ハ、以 上 ノ如 キ順 位 テモツ

テ、次第 ニ減 少スルモ ノナ リ ト｡

以 上 ノ如 キニ實験 ニ立脚 シテHirumaハ 血 清

「リバー ゼ」ハ、 膵及 ビ腸 「リパー ゼニニ源泉 ヲ有

スル事 ラ主張 セ リnCohnsteinモ 亦 同様 ノ主張

ラ持 セリ｡然 ルニHess(28)ハ 犬 ノ膵全摘 出 テ行

ヒタルニ、何 等血清 「リバー ゼ」量 ニハ痩 化 テ認

ノズ｡故 二膵及 ビ血清 「リバー ゼ」間 一ハ何等 ノ

關係 ヲ認 メ難 シト｡

叉夏 ニ之 ノ血 清 「リパー ゼ」ガ膵 及 ビ腸 二源泉 テ

有 スル事 ノ説 明二封 シ、甚 グ興味 アル反封 ラ設

ケルモ ノアリ^梢 支本言命 ト耐ヒル ・ノ爾震アレ ド

モ、 此虎 ニー言 セ ント欲 ス｡軌 近臓器 「リパー

ゼ.ノ 血中移行 二關 スル問題 二就 イテハ、學界 ノ

興味 ヲ引 キ又之 二關 スル種 々 ノ研究 獲表 セラル

ルニ至 ル｡

此庭 二於 テRona(30)131)及 ビ其 ノー派 ハ、肝膵及

ビ血{青 「リバー ゼ,ガ 種 々ナル藥剤 ニ封 シ
、 各々

抵抗力 ノ異 ナル錨 ヨ リ、各[一リバー ゼ」ガ、其 ノ源

泉 ラ異 一スル テ圭張 スルニ至 レリ｡即 チ健康者

血清 「リパー ゼ」ハ「キニー 子」及 ビ 「ア トキシー

ル」ニ封 シ甚 ダ敏感 ニ シテ、微量 ノ添 〃日ニョルモ

其 ノ作用 テ抑制 セラル ・ト｡然 ルニ肝臓 「リバー
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ゼ」ハ 「キ ニ ー 子」 二封 シ テ ノ、影 響 ラ 受 ケ ザ レ ド

モ 、「ア トキ シー ル 」一 ノ・著 明 ナ ル 抑 制 ラ 受 久 膵

「リ パ ー ゼ」ハ 之 ト反 封 ニ、「キ ニ ー 子 」ニ ヨ リ障 碍

サ ル ・モ 、「ア ト キ シー ル 」ニ ハ 抵 抗 甚 ダ 強 シ｡即

チ肝 臓 「リバ ー ゼ 」ニ へ 抗 「ヒ ー ン」II生ラ、 膵1リ

29・一一ゼ」一 ハ 抗 「ア トキ シー ル 」llill三ヲ 有 ス レ ドモ 、

血 清 「リ バ ー ゼ」ニ ハ 全 然 其 等 ノ性 質 ラ有 セ ズ｡

故 ニ 膵 「リ バ ー ゼ」テ モ ツ テ、 血 清 「リ パ ー ゼ」 ト

同 一 ナ リ トハ 、 容 易 二断 定 う難 キ テ主 張 セ リ｡

之 二封 シ、 且irumaノ ・膵 「リ パ ー ゼ」及 ビ門 脈 中

ノ血 清 「リ バ ー ゼ 」ノ・、 肝 臓 通 過 中 ・ア ト キ シー

ル 」 ニ 封 ス ル 性 質 テ攣 イヒス ル モ ノ ナ ル ベ シ ト｡

然 ル ニ肝 「リバ ー ゼ」ガ抗 「キ ニ ー 子」性 ラ有 ス ル

ガ故 二、 肝 細 胞 ハ 「ヒ ニ ン」ニ封 シ テ ノ・、 甚 ダ無

差 別 ナ ル 態 度 テ ト リ、 膵 「リ バ ー ゼゴノ 叱 ニ ン」

ニ封 ス ル 性 質 ニ ハ 、 何 等 影 響 テ與 ヘ ズ｡其 ガ 爲

二、 結 局 、 膵 「リ バ ー ゼ」ノ・、 「キ ニ ー 子 」二封 ス

ルレモ 、 亦 「ア ト キ シ ー ル 」 ニ 封 ス ル モ 、 甚 ダ敏

感 ナ ル 血 清 「リ バ ー ゼ」 二 漿 形 ス ル ナ ル ベ シ ト

設 明 セ リ｡即 チ以 上 ノ實 験 及 ビ設 明 テ モ ツ テ、

Hirumaノ ・血 清 「リバ ー ゼ」 ノ源 泉 テ 膵 「リ バ ー

ゼ」ナ リ ト断 定 セ リ｡

井 上321ノ ・肺 結 核 患 者 血 清 ニ モ、 抗 ワ トキ シー

ル 」性 「リバ ー ゼ」 ノ、 存 在 ラ讃 明 セ リ(健 常 血 清

中 ニ ハ 抗 「キ ニ ー 子 」性 及 ビ抗 「ア ト キ シ ー ル 」性

テ有 ス ル 「リ バ ー ぜ」存 在 セ ズ 、 故 ニRona及 ビ

其 ノー 派 ノ・、疾 病 経 過 中 、 血 清 中 二抗 「ア トキ シ

ー ル 」性 「リバ ー ゼ」ノ出 現 セ ル カ、抗 「キ ニ ー 子 」

性 「リ バ ー ゼ」ノ 出 現 セ ル カ ニ 依 リ其 ノ侵 サ レ タ

ル 臓 器 ノ機 能 検 査 ニ慮 用 セ ン ト セ リ)｡

又 飯 塚(22)・・網A犬 織 内 皮 細 胞 系 統 ハ 、 結 核 免 疫 機

轄 二封 シ テ重 大 ナ ル 意 義 及 ビ結 核 病 理 上 、 組 織

球 ノ演 ズ ル 重 大 一 シ テ且 ツ甚 ダ顯 著 ナ ル 役 割 テ

想 到 シ、血 清 「リバ ー ゼ」 ト網 状 織 間 ニ、何 等 ヵ ノ

關 係 ア ラズ ヤ ト考 へ 、 次 ノ如 キ實 験 ヲ行 ヘ リ｡

即 チ海 狸 ニ、 墨 汁 、 「ヱ レ ク トラ ル ゴ ー ル」等 ラ

モ ツ テ網 状 織 内 皮 細 胞 栓 塞 試 験 テ行 ヒ タ ル ニ 、

1佃青 「リ バ ー ゼ」量 ノ著 明 ナ ル 減 少 ラ來 シ、 又 、

「ピ リ ン」
、 「ヒ ョ レ ス テ リ ン」等 テ モ ツ テ之 ヲ刺

撃 セルニ、血清 「リパー ゼ」量 ノ著 明ナル檜加 テ

見 タリ ト｡即 チ甚 ダ興味 アル實験 トス｡其 他血

清 「リバー ぜ」ノ源泉 ニ關 シテノ・、肝臓、脾臓等

ノ臓器 「リバー ゼ」ニ原因 テ有 スル ト主張 スルモ

ノ等 アリテ、 未 ダ確 定的 ノ説 テ得 ザルガ如 シ｡
ル

第 七 節 血 清rリ バ ー ゼ 」ル測 定 法

翻1ツ テ余等 ノ今 日血蒲 「リバー ゼ」トシテ解繹 ス

ルモ ノハHanriot,Arthusガ 登 見當時 ノ・、「モ

ノブチリン」ヲ分解 スル ガ故 二「モ ノブチ リナー

ゼ」 ト解 セリ、後、 中性脂肪 ヲモ亦分解 スル事

ガNeubergニ ヨツテ知 ラ レ、更 一Ronau・

Michaelis等 ・・「トリブチ リン」テモ分解 シ得 ル

ヲ登見 セ リ、從 ツテ今 日 ノ定量法 ニニ ッアリ、

一 ツハ中性脂肪 ラ分解 スルノ方 法 ニ シテ、 他 ハ

廣 義 ノ「リバー ぜ」、即 チ低級 ナル脂肪酸 「ヱステ

ル」ノ分解 テ見ル ノ方 法 一シテ、後者 ノ方法 ニハ

種 々 アリ.

今 日最 モ廣 ク用 ヒラル ・ハRonau.Michaelis

㈹ ノ方法 ナ リ｡之 ハ眞 ノ意 味 ノ「リパー ゼ」デナ

ク「ヱステ ラー ゼ」夏 二詳述 ス レバ1プ チ リナー

ゼ」ニ シテ「トリブチ リン」テ 「グ リセ リン」ト酷

酸 ニ分解 スル酵素 ノ相封的 債値 ラ知 ル 生方法 ナ

リトス｡

第 八 節 総 括

結核性患者 ノ血 清 「リバー ゼ」ハ良性硬攣」性結核

症 ニ高値 ラ示 シ、 悪性進行 性病 型 二低値 テ示

ス、故 ニ診断、豫後 ノ推 定、或 ハ治療上 ノー指

針 タ リ得 ベ シ ト｡

血 清 「リパー ゼ」償 ノ上昇 ハ結核菌膿 「リボ イ ドj

ノ分解作用 列曾進 スル ヤ如何 ハ俄 ニ判定 シ難 キ

モ、輕症良型、或 ハ豫後可良 ノモ ノニ 「リパー

ゼ」償 ノ高 キ ヨリ、更 ニ進 ンデ血清 「リバー ゼ」ノ

檜 量 ラ企 テ之 ラ治療 的方面 ニ慮用 セン トスル ノ

傾 向 ア リ、 之即 チ類 脂肪禮 刺撃療法 ナ リ トス｡

血 清 「リパー ゼ」ノ起 原 二關 シテハ、 未 ダ不明 ノ

貼 多 シ ト錐 モ淋 巴球、臓器 「リパー ゼ」、或 ハ網

歌織 内皮 細胞 等 ハ、何 レモ、研 究、 封照 トセラ

レ、 且 ツ結核 ノ臨沐的、免疫學 的、或 ハ病理學

的 二相互種 々密接 ナル關係 ラ示 スガ如 シ｡
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斯 ク ノ如 キ幾多 ノ事實 ノ・吾人 二結核 ト、血清 「リ

パー ゼ」 ノ關係 二大 ナル興 味 テ呼 ビ起 サシムル

ノ所 以 タ リ｡

第二章 結核性疾患;於 ケル血清抗 「日 ブ シン」二就 テ

第一節 抗麗説

第二節 蛋白分解産物設

第三節 膠様状態攣化設

第四節 「リポイ ド」説

第五節 臨脈所見

第六節 総 括

疾病 ニ封 スル膿液 ノ防禦、又 ハ解毒作用 ハ、該

疾病 二封 シ重大 ナル 關係 テ有 スル 事言 ヲ倹 タ

ズ｡然 レ ドモ、其 ノ本態 ニ關 シテハ、爾 ホ未 ダ

關明 ノ域 ニ達 セズ｡朝 近、 血清 ノ生物學的研 究

ノ旺盛 トナルニ及 ンデ、血清抗 「トリプシン」ガ、

防衛或 ハ解毒作用 ト密接 ナル關係 ア リ ト、解 セ

ラル ・二至 ル｡余 ・・、此庭 二於 テ、 結核性疾患

ト、抗 「トリプシン」作用 ノ關 係ニ就 キ述ベ ン ト

欲 ス｡

1997年Hahn{i}ガ 、 健康 血清 二就 キ、抗 「トリ

プ シン」作 用 ノ存在 テ謹 明 シ、更 ニBriegeru・

TrebingIご}ノ 臨躰的研究 報告 ア リテヨリ、之 ノ

方面 ノ探究頓 ニ進捗 シ、現今 ハ實験的 ニ或 ハ臨

躰的 ニ、殆 ン ド完全 二近 キマデ研究 サ レタ リ｡

即 チ是等臨躰的所 見 テ総括 スルニ、特殊疾 病 ヲ・

除 キテハ、病症 ノ進 行 ト共 二、抗 「トリプシン」

作用 ノ増進 ラ認 メ、輕快 ト共 二 減退 ス｡特 ニ

Briegeru.Trebing(3)(49)ノ 、悪液質 二於 テ該反慮

著 明ナ リトシ、之 テ悪液 質反磨 ト呼 ビ、悪性腫

瘍殊 ニ、癌 ノ診断 的憤値 テ主張 セ リ｡

然 レ ドモ、其 ノ本態 二至 リテノ・・未 ダ關 明 ノ域

ニ達 セズ、種 々 ノ假設 アリ｡

即 チ抗酵 素 ノ性歌 テ推 走スルニ當 リ、 二檬 ノ考

案 ア リ｡一 ツハ該酵 素 ノ作用 二封 シ、背反 スル

物 質 ノ存在、又 ハ生成 テ豫想 シ、他 ハ周園歌況

ガ酵 素作用 ニ不 適當 ナル カ、 又 ハ不利 ナル歌態

ニ持 チ來 ラスガ如 キ、動機 テ考 フル事 ナ リ トス｡

以 上 ノ如 キ立脚 貼 ヨリ、現 在次 ノ如 キ説 ア リ｡

1.抗 禮 設 「トリプ シン」テ生膿 二注射 シ抗 「ト

リプシン」作 用 ノ上昇 セル ヨ リ唱 へ始 メラ レタ

ル詮 ニシ入 膿 内蛋 白分解 ニ際 シ、血 中 二遊離

セラル ・蛋 白分 解酵素 ガ、抗艦源 トシテ働 ク ト

解繹 セラル｡

2.「 リボ イ ド」設 血 清中 ノ「リボ イ ド」蛋 白結

合膣、 又 ハ不飽和脂肪酸 化合物 ニ、其 ノ起源 テ

有 スルモ ノナ リ ト、假 定 スル説 ニ シテ、即 チ血

清 ラ「リボ イ ド」可溶 性物質 テモツテ、塵 理 スル

時、抗 「トリプシン」作用減 退 シ、 「リボ イ ド」テ

添加 シテ上昇 スル事 ニ其 ノ根抵 テ有 セ リ｡

3.膠 劇 犬態攣化設 「ヱー テル」不溶解 性 ノ膠

様物 質 ガ、重大 ナル意義 ヲ有 スル ト云 ヒ、或 ・・

血清蛋 白 ト密接 ノ關係 テ有 シ、 該蛋 白 ノ膠 質状

態 ノ攣 化 ニ原因 ヲ主張 スル ノ設 ナ リ｡

4.蛋 白分解産物説 血液残絵 窒素量 ト、相 關

係 スルモ ノー シテ、 即 チ禮 内蛋 白分解作用 ノ檜

進、蛋 白分解産物 ノ排泄障碍 等 ニ起因 スルモ ノ

ナ リト｡

大 略以上 四種 ノ設 テ碁 ゲ得 ベ シ ト錐 モ、各説各

々質 否相牛 シ、容 易二決定 シ得ベ クモ非ズ｡

今 以上 ノ設 ヲ臨林的或 ハ實験的研究成績例 ラア

ゲテ説 明 ラ加 へ同時 二各種疾病特 二結核性疾患

二封 スル抗 「トリプシン」ノ作用或 ・・態度 二就 キ

記 述 セ ント欲 ス｡

第 一 節 抗 膿 説

Achalmeガ 、 海瞑 ニ 「トリプシン」ヲ注射 スル

時、該血清 ノ「トリプジン」作 用 ヲ抑 制 スル働 ノ

上昇 スル テ知 リ、 血清 ノ抗 「トリプシン」モ、 一

種 ノ抗膿 二他 ナ ラ ズ ト考 へ、 夏 一 正lahn(1)

Jochmannu.Kantorowcz(2)等 ハ
、 温度 二封

スル過敏性 ヨリ、酵 素 トシテ ノ性質 テ具備 セル

事 ヲ確 定 セリ｡

Braunstein(6リ ガ、抗 「トリプシン」作用 ガ、 生膿

内 ノ異常 ナル蛋 白分解作用 ト、一定 關係 アル事
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テ知 リ、實験 的 二、「フロリヂン」及 ビ「フ,ス フ・

一 ル」 ラ海瞑 ニ注入 シ
、 蛋 白分解作 用 ラ抗 進 セ

シメ タルニ、 抗 「トリプシン」作用 ノ顯著 ナル上

昇 ヲ確 メ得 タ リ｡此 虚 ニ於 テ氏 ハ斯 ク ノ如 ク、

抗酵素 ヲ上昇 セ シムル理 由 二關 シテ、Salkow-

ski,Jacoby,Llumenthalニ ヨ リ、研究 サ レタ

ル所謂、 自家融解現 象 ニヨ リ、細胞 ノ破壌 サ レ

タル際 ニi遊離 セル、細胞 内蛋 白分解酵素 ガ、血

中 ニ吸牧 セラ レ、之 ガ抗禮 トシテ働 キ、抗 「トリ

プ シン」ラ誘登 スルニ至 ルナルペ シ ト解 セ リ.

更 二Braunsteinu.Kepinowノ ・海狽 及 ビ家 兎

ノ腹腔 中 ニ、無菌肝臓粥 テ、或 ハ癌組織粥 テ注

入 シテ、 是等動物 ノ抗 「トリプシン」作用 ノ著明

ナル上昇 ヲ昭認 メ得 タルニ、 之 ガ封照 トシテ是等

ノ煮沸 セルモ ノラ注入 シタル場 合 ハ抗 「トリプ

シン」作用 ニ、何 等憂 化 テ認 メ得 ズ、依 ツテ氏

モ亦 細胞 ノ破壊 ニ ヨル細胞 内蛋 白分解酵素 ガ抗

禮 トナ リ、抗 「トリプシン」作 用 テ生成 スルモノ

ナルテ確 實 ニセ リ｡

然 ルニ是等 ノ設 二封 シ平田(10)ハ、 「ウラー ン」、

「クロー ム」酸
、拉 二昇求中毒 テ行 ハ シノ、腎臓

炎 ラ誘 襲 スル時 ノ、尿 及 ビ血中 ノ抗 「トリプシ

ン」 作用 ヲ検 シ、次 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ、即 チ

「ウラー ン」中毒 ニ於 テハ
、抗 「トリプシン」作用

ノ増加 ハ、 先 ヅ尿 二最 モ早 ク、次 二血 中 ニ表 ハ

ル｡叉 「クロー ム」中毒 二於 テ・・、先 ヅ血 中 一、

次 デ尿 中 ニ表 ハ レタ リ.然 ルニ昇乗中毒 ニ至 リ

テノ・、 殆 ン ド同時 二該 作 用 ノ上昇 スル ラ謹 明 シ

得 タ リ.之 ニ ヨツテ見 ルー、Braunsteinノ 云

フガ如 キ、 細胞 ノ破壌 ニ ヨル蛋 白分解酵 素 ノ血

中遊離 ノ爲 ニ、 之 力抗 原 トナ リ、抗 「トリプシ

ン」作用 ノ上昇 ラ招來 スル ト云 フ設 ハ、全然考

へ得 ラレズ トシテ反駁 セ リ.

又Meyer(7)ハ 、 抗 「トリプシン」ノ性状 二關 シ、

盈 度 ニ封 シ抵抗 弱 ク、脂 肪融 解物 質 ニハ不溶 ニ

シテ、「アル ブ ミン」屑中一、主 トシテ見出 サ レ、

時 ニ・・、 「グロブ リン」屑 中一モ含有 セ ラル ・事

テ護明 シ、叉抗 「トリプシン」ガ、一種 ノ蛋 白ニ属

スペ キ膠 質 ニ シテ、 且 ツ抗罷 二他 ナ ラズ ト云 へ

リ｡之 ガ抗原 トシテ膵 分泌物、或 ハ白血球 等 ノ

蛋 白分解酵素 テ・墾 ゲ得 ベシ ト｡

之 、抗 「トリプシン」ガ、 「アル ブ ミン」屑中 ニ含

有 セ ラル ・ヤ、或 ノ・「グロブ リン」屑中 ニ含有 セ

ラル ・ヤニ關 シテハ種 々ナル検索行 ハ レタリ｡

即 チG15ssner・ ・、 「グロ ブ リン」屑中 ニ含有 セ

ラル ・ト言党キ、Landsteinerノ ・、寧 ロ 「アルレブ

ミン」屑中 二存 在 スル テ主張 セ リ｡又 川 島(9)ハ、

雨 者 ニ含有 セラル ト難 モ、寧 ロ「グロブ リン」屑

中 二最 モ多 キラ主張 セ リ.

而 シテ抗 「トリプシン」ノ抗原 トシテ考 フベ キモ

ノハ、前述 スル所 二随 ヘ バ、大 別 シテニ ツ トス

ルテ得 ペク、一 ツハWien,113)Muller,(14)Meyer

等 ノ白血球蛋 白分解酵素 ガ、抗原 トナルベキ説

ト、他 ・・Braunsteinノ 云 フ所 ノ、 細胞 内蛋 白

分 解酵素 ノ遊離 ニ ヨリテ、抗 「トリプシン」作用

テ上昇 セシ ム ル ノニ説 トス｡次 二、 之 ラ臨林

的方面 ヨリ観 察 スルニ、柘 植 ハ腸 「チフス」患者

二就 キ、該作 用 ハ第 二期 ヨ リ上昇 シ始 ム レ ド

モ、著 明 ナ ラズ、第 三期 弛張期 帥 チー1,乃至5週

二於 テ、其 ノ上 昇最 モ薯 明 一シテ、其 ノ後速 二

下 降 シ去 ル｡然 レドモ下熱後 ト難 モ、 凡 ソ3週

間 ・・、 尚 ホ健康 者 二比 シ、高値 弓示 セ リト｡氏

ハ更 ニ類 脂肪罷、蛋 白、 白血球数等 テ槍 シ、次

ノ如 キ結論 ラ誘 導 セ リ｡即 チ類脂肪禮 中、「ヒョ

レステ リン」 ノ態度 ラ見 ルニ、有熱 中 ハ、 寧 ロ

減少 シテ、抗 「トリプシン」作用 トノ間 二、何等

關係 ラ認 メ難 キ事 ヨ リ、類脂肪禮詮 テ否定 シ、

更 ニ蛋白分解 ハ有熱 中盛 ニ シテ、蛋 白分解産物

ノ沈滞 ハ考 へ得 ぺ 久 随 ツテ抗 「トリプシン」作

用 トノ間 ニ、 一定關係 ラ認 メ得 ルガ 如 シ ト錐

モ、抗 「トリプシン」作 用 ノ最 モ ヒ昇 セル第三期

ニハ、尿 量 ハ寧 ロ増加 シ、 腎臓 ノ機能 減退或 ハ

障碍 著明 ナ リ トハ解澤 シ難 ク、 又残 絵窒素量 モ

多 カ ラズ、故 ニ蛋白分解産物 パー役 ラ演 ズルカ

如 シ ト錐 モ主因 ヲ形成 スルモ ノニ非 ズ トシテ蛋

白分解産物設 ヲ否定 セ リ｡

此塵 ニ於 テ氏ハ、抗禮論 テ主張 セ リ｡然 レドモ

前述 セル ガ 如 キ、Wien,MUIIerノ 主張 スル
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白血 球蛋 白分解酵素 テ抗原 トハ 考 ヘズ、 寧 ロ

Braunsteinノ 云 フガ如 ク細胞 内蛋白分解酵 素

ノ遊離 ニ ヨリ、 自家免疫 的 ニ、抗 「トリプシン」

作用 ノ上昇 ラ示 スナルベ シ ト｡然 レ ドモ酒 向(15)

ノ、「パ ラチフスワクチン」ラ、 人及 ビ家 兎 ニ注射

シテ免疫艘 登生 ト共 一、 血1青抗 「トリプシン」作

用 ノ上昇 ラ認 メタルガ、 白血球 トー定關係 アル

ガ如 ク、特 二淋 巴球及 ビ大 輩核細胞 ト關係 アル

ヲ主張 セ リ｡自Pチ 淋巴装置 ノ刺 撃 ト平行 關係 ア

ルレラ主弓長セ リ｡

次 二癌 腫患者 ニ於 ケル血清抗 「トリプシン」作用

ノ上昇 二關 シテノ・、Brle霧eru.Trebing②1Gl:1η

始 メテ之 テ報 告 シ、 悪液質 反慮 ト呼 ビ瘍腫 ノ診

断 的償値 アル ラ報 告 セ リ｡以 來 諸家 ノ之 ヲ報 ズ

ルモ ノ多 シ｡Braunstein('i)モ 亦 、之 ニ質 シ、之

ガ説 明 ヲ細胞破 壌 ニ ヨル細胞 内蛋白分解酵素 ニ

ョルモ ノ トシテ抗膿説 ヲ樹立 セルハ前 述 スル所

ナ リ｡

是 等 ノ悪液質反慮 トシテ登表 セル當時 ハ、亜液

質 ノ存 在 テモ ツテ必要條 件 トセル モ、 之 テモ ツ

テ必須 ノ條 件 ト・・云 ヒ難 キガ如 シ｡Jacob18)二

随 く・バ、 タダ榮養可良 ナルモ ノハ、悪液質 高度

ナルモ ノー 比較 シ、 陽性率稿 て低 キ 程度 ノモ

ノニ過 ギズ ト｡其 ノ他Klug,ili9)Bergmannu.

Meyer,(21)Becker,(22)Meyer〔7ル モ、癌腫患者 ニ

於 ケル抗 「トリプ シン」1乍用 ノ上昇 ラ認 メ、何 レ

モ癌細胞 内 ノ蛋 白分解酵素 ガ、抗原 トシテ働 ク

ナルベ シ ト｡

次 ニ妊婦拉 二褥婦 ニ關 シテハπ頂青抗 「トリフ.シ

ン」量 ・・大 略上 昇 ヲ示 スガ如 シ｡自PチThaler(24)

ノ・妊 娠初期 ニ於 テ、 既 二著 明 ナル増 量 ラ來 ステ

モツテ、初 期診断 ノ用 二供 シ得 くごキヲ述 べ、褥

婦 二於 テモ亦 相當上昇 テ認 ムルモ、 異常 ノ上昇

ノ、寧 ロ経過 ノ不良 テ豫知 スルモ ノナ リト｡

然 レ ドモShirokauer(2η 及 ビBecker(22)ノ 如

ク、妊娠 中ハ略 支正 常値 テ示 スヵ、租 支輕度 ノ

上昇 ラ示 スニ過 ギズ ト報 ズルモ ノア リ｡叉 タ

Grafenberg(25)ノ ・妊娠初 期 ニ於 テ略k正 常値 ノ

倍 二上昇 スル テ観察 シ、之、「ヒヨリオ ンツオテ

ン」 内 ノ「トリプ シン」二封 スル母滑豊ノ大ズ慮、自Pチ

白血球崩壌 ノ盛 ナル傳染性疾1患 ノ場合、血 中 ニ

「アンチ トリプシ ン」量 ノ増加 スル ト同様 一
、

「ヒョリオ ンツオツテン」内 ノ
、 「トリプ シン」酉孝

素 ニ封 スル抗膿 トシテ、 抗 「トリプシン」作用 ノ

上昇 テ來 スナ リ ト解 セ リ｡又Grafu.Spie(2J)

モ、 サキニ、 「ヒョ リオンツオッテ ン」ヲ海瞑 二

移植 シテ、 同様 ノ實験 成績 ヲ得 タル事 アリ｡

原 田モ妊婦 ノ血清抗 「トリプシン」作用 テ眞 ノ抗

醒 ナ リ ト考へ、然 モ補龍 ノ共働 ラ必要 トスル墜

囁 艦 ニ他 ナ ラズ ト、然 レ ドモ妊娠 中 ノ抗 「トリ

プシン」 ノ上昇 ノ本態 二關 シテハ種々 ナル説 テ

トナ フルモ ノア リ、即 チ柴 田 〔28)ハ、 「トリプ シ

ン」ニ背反 スル物 質 ノ存在 テ認 ノズ、寧 ロ「トリ

プシン」 ノ周園歌態 ノ攣 化 ガ酵 素作 用 テ逞 シク

スルラ 障碍 スルナルペ シ ト、 之 ノ愛 化 トハ蛋

白質分解産物 ノ貯積 ニ ヨ ル モ ノナ リ トシテ、

Rosen七halノ 蛋 白分解産物論 ニ傾 ケ リ｡然 ルニ

篠 貯9)ハ 妊婦 ノ抗 「Fリ プシン」作用 ノ血液残絵

窒素量 テ見 ルニ、略 覇・日一致 シテ上下 シー定 ノ

拉行 關係成立 セルガ如 シ ト難 モ、開腹術 ラ行 ヒ

タル際血液残鹸窒 素ハ、何等攣 化 テ呈 セザ ルニ、

抗 「トリプ シン」作用 ノ顯著 ナル.ヒ昇 テ呈 シ、叉

産褥婦子宮 テ除去 シテ、残 鍮窒素 ノ増加 ハ略 丸

消 実ス レドモ、抗 「トリプ シン」作用 ハ尚 ホ増加

セル事等 ヨ リ想像 シテ、Rosenthalノ 蛋 白分解

庵物説 ノ肯定 シ難 キテ説 ヶ リ｡

第 二 節 蛋 白 分解 産 物 読

前i述 スル ガ如 クRosentha1一 ヨ リ主張 セラ レ

タル読 ニ シテ、 血清 ノ抗 「トリプシン」作用 ヲ、

蛋 白分解産物 ノ蓄積 二起 因 スルモ ノ トシ、 其 ノ

原理 テ酵 素反慮 ノ可逆 性 ヲモ ツテ説 明 セリ｡即

チ生理的 二血液 中 ノ蛋 白量檜 加 スル時、血液 中

二存在 スル「トリプシン」ガ
、 之 テ清化 シテ多量

ノ分 解産物 テ蓄積 スルニ至 ル
｡此 塵 ニ於 テ逆 ニ

抗 「トリプシン」作用 ノ上昇 テ來 スナ リ ト｡

即 チ立柄30)ハ 、 人工的貧Ii`、1:`漁 、 「サボ ニン」

注射、脾臓摘 出等 ニヨ リ血 清 「トリプシン」乍用

一ハ攣 化 テ認 メ難 キモ
、雨側腎擁摘 出 ニ ヨリ1虹
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液 残鯨窒素量 ノ著 シキ檜加 ト同時 二、血清抗 「ト

リプシン」 ノ上昇 テ認 メ得 タ リ｡即 チ氏ハ之 ラ

モツテ抗 「トリプシン」作 用 ノ上昇 ヲ新陳代謝 産

物 ニ蹄 スベ キモ ノナ リト結論 セ リ.然 ルニ穂坂

金 澤㈹雨氏 ハ尿素 ノ毫 モ 「トリプシン」作用 テ阻

止 セザ ル事、 「グ リココル」、 「ロ イチ ン」等 テ有

スル尿 モ、抗 「トリプ シン」作用 テ呈 セザル事、

或 ハ腎臓摘出 ニ ヨリ血液残鯨窒 素量 ノ増 加 ト、

抗 「トリプシ ン」作用 ノ・常 ニ必 ズ シモ拉行關係 テ

有 セザ ル事 ヨ リ、抗 「トリプ シン」作用 ニ封 シ蛋

白分解産物 ノ影響 ラ左程大 ナルモ ノト見ズ｡

叉片 山囮 ノ・坐骨瀞経切断家 兎 ノ血清拉 二其 ノ下

肢 筋 肉 ノ血清學的研究 中、抗 「トリプ シン」ハ初

期 二蛋 白分 解 ト相 拉行 スルガ如 シ ト難 モー定時

テ過 グ レバ蛋 白分解 ノ持緬 スルニ關 セズ、 漸次

蕾 二復 シ來 リ、雨者 ノ因果的關係 テ否定 セ リ｡

第 三 節 膠 様 獣 態 攣 化 説

Doblin(32)ノ・血清抗 「トリプシン」ノ・煮沸 スルモ、

些 モ障碍 セ ラレズ、血 清蛋 白 トハ何等交渉 テ有

セズ ト、而 シテ「ヱー テル」浸出 テ行 フモ、殆 ン

ド該 作用 テ失 フ事 ナ ク、 且ツ「ヱーテル」可溶性

物質 二就 テ見 ルモ抗 「トリフ シン」作 用 ハ甚 ダ僅

微 ナ リ ト｡

ヨツテ氏ハ抗 「トリプシン」ハ、 「ヱー テル」不溶

性物質 ナル事 テ主張 シ、叉Bauerノ ・正常尿 ノ

抗 「トリプシン」ハ、一定 ノ疾病時 ニ現 ハ ル ・血

液 中 ノ抗 「トリプシン」トハ、甚 ダ其 ノ趣 ラ異 ニ

セ リト｡然 モ其 ノー 定 ノ疾病 ノ際、表 ハル ・抗

「トリプシン」ハ
、血液 ノ抗 「トリプシン」ト相類

セ リ｡依 ツテ氏ハ抗 「トリプシン」ハ、 一定 ノ物

質 二非 ズ シテ、恐 ラクハ種 々 ナル膠 質 ニ他 ナ ラ

ザルベ 、 ト結論 セ リ｡

第 四節 「リポ イ ド」説

Schwarz(34)・ ・血清抗 「トリプシ ン」作用 ハ、 「ヱ

ー テル」浸 出 ニヨ リテ消失 シ、又該 血清 ハ類脂

肪禮 ノ添加 ニ ヨリ再 ビ現 出 スル事 ヨリ、抗 「ト

リプシ ン」作用 ハ、血 情 ニ「リボ イ ド」ノ集積 セ

ラル ・事 ニ蹄因 スルモ ノー シテ、抗 「トリプシ

ン」 ノ本態 ハ實 ニ類脂肪膿蛋 白化合物 二他 ナラ

ザルベ シ ト｡而 シテ該 「リボ イ ド」ハ細胞 破壌 ニ

ヨ リ、ナ曾加 シ來 ルモ ノナ リト｡

然 ル ニ河 島㈹、藤 本㈹ 等 ハ之 二反 シ,血 清 ノ「ヱ

ー テル」抽 出物 ニ就 テ
、又Doblin(33)ハ 尿 ノ「ヱ

ー テル」抽 出物 ニ就 テ抗 「トリプ シン」作用 ラ示

サザル テ謹 明 セ リ｡

又 穂坂、金澤(31)雨氏 ノ・種 々ナル貧血 ノ場合血清

ニ脂肪拉 二類脂肪膿 ノ檜 量 テ來 ス ト錐 モ抗 「ト

リプシン」作用 ハ上昇 セズ、 之 テモツテ氏等 ハ

類脂肪罷 読 ラ否定 セ リ.

以上 テモ ツテ抗 「トリプシン」作用 ノ本態 二因 ス

ル現在 ノ學読 ニ就 キ大略其 ノ設 明 ラ終 リタルモ

其他抗 「トリプシン」作用 テ血清蛋 白特 ニ其 ノ蛋

白本性 ト相關聯 スルモ ノナ リ ト設 クモ ノア リ｡

帥 チKammeru.Abury(3Dハ 雨 者 ノ關係 ラ研

究 シ、血清 テ囁 氏56度 二1時 間加熱 スル時、膵

「トリプシ ン」二封 スル作用頓 ニ低 下 シ、 又 「グ

ロブ リン」 屑 ヨリモ「アル ブミン」屑 ト最 モ大 ナ

ル關係 アリ ト、換言 ス レバ牛飽和硫 酸 「アンモ

ン」 ノ添 加 ニヨ リテノ・、抗 「トリプシン」作用 ノ

低下 ハ著 明 ナ ラズ ト、即 チ氏等 ・・、抗 「トリプ

シン]ハ 實 ニ蛋 白 ノ本性 二關係 スルナルベシ ト

設 ケ リ.

保 利㈹ モ亦、 眼前房 水 中 ノ抗 「トリプシン」作用

ラ研 究 二、 同様 ノ結論 二達 セ リ｡然 レ ドモA.

Dablin(39)ノ・、抗 「トリプ シン」作 用 ハ、 煮沸 ニヨ

リ何等影響 ナキガ故 二、血 溝蛋白 トノ關係 テ疑

ヘ リ｡

其 ノ他 「オプソニ ン」トノ關係、或 ハ血清蛋 白 ノ

本質 トノ間 ニー定關係 アル事 テ主張 スルモ ノア

リ｡即 チWiens(23)・ ・、多核 白血球 ノ増加 スルガ

如 キ急 性傳染病 ニ於 ケル、抗 「トリプ シン」作用

テ検索 セルニ、初期 二於 テ、病原菌 ノ侵入 二封

スル生膿 ノ反慮 トシテ、抗 「トリプシン」作 用 ノ

上昇 テ來 シ、病症経過 ノ進行 ト共 一、 生禮 ノ防

衛作 用 ノ上 昇 セル關係上、反 ツテ抗 「トリプシ

ン」作用 ハ正 常以下 ニ低下 スル ト｡

之 ノ低下 ノ持 績期間 ハ、傳染病 ノ種類、疾病 ノ

輕重 ニ ヨ リテ種 々ナ レドモ、一般 ニ恢復期 二向
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フ ト共 ニ、正常値 ニマ デ増加 シ始 ム ト、然 ルニ

重篤 ナル場合 ニハ、抗 「トリプ シン」作用 ノ急劇

ナル上 昇 ラ始 ム、之即 チ生禮 ノ防衙作用 ノ庶癖

スル爲 ト、解繹 スル ラ得 ベ ク、随 ツテ不幸 ノ轄

蹄 ヲ トレル際 ニハ抗 「トリプシン」作用 ノ上昇 セ

ルマ ・、 即 チ下降 スル事 ナク死 二至 ル ト｡

斯 クノ如 キ抗 「トリプシン」作用 ノ攣動 ヂ示 ス疾

病 ハ多核 白血球増加 ラ件 フ急性傳染病 ニ シテ、

敗 血症、狸紅 熱、 「ヂ フテ リー」、丹毒、流行性

拶脊髄膜 炎等 二見 ラル ト、然 ルニ腸 「チ フス」ニ

於 テノ・、 之 ト趣 ラ異 ニ シ第二期 二於 テモ爾 ホ抗

「トリプ シン」作用 ノ上 昇 テ認 メ、重症 ナ レバ重

症 ナル程、 上昇度 モ張 シト｡而 シテ第 三期 ニ入

リ下熱 スル頃 二至 リ始 メテ下降 シ、正常 ニ接近

シ來 ル、 又死 ノ轄蹄 テ トル際 ハ、亦 上昇 セルマ

マ死 ニ至 ル｡以 上 ノ如 キ抗 「トリプシン」作用 ノ

動揺 型 ハ如何 ナル因子 ニ起因 スルモ ノナ リヤ、

俄 ニ制 ジ難 シ ト難 モ、恐 ラクノ・、多核 白血球 ノ

増 加 ニ ヨル白血球 内蛋 白分解酵 素 ノ檜 加 ニ、關

係 スル ニ非ズ ヤ ト｡即 チ抗 「トリプシン」自己ハ

其 ノ量 二於 テ著攣 ナ シ ト難、 白血球 内蛋 白分解

酵 素 ノ上昇 一 ヨリ其 ノ作用 ヲ減弱 スル結果、以

上 ノ如 キ動揺型 テ作 ル ニ非ズ ヤ ト、然 レ ドモ之

ノ考 モ亦常 二肯 定 スベ キモ ノニ非ズ、 白血球減

少 ノ際 モ亦抗 「トリプシン」作 用 ノ上昇 ヲ來 ス事

アル ガ爲 ナ リ｡此 庭 ニ於 テ氏ハ、 「オプソニ ン」

トノ關係 テ見 ルー、抗 「トリプシン」作用 トノ間

二、全 ク相反 スル・關係 テ登 見 セ リ、 自ロチ 「オプ

ソニン」償 ハ初期 二於 テ病原菌 ノ影響 ヲ受 ケ正

常値 以下 トナ リ、.重症期 二於 テ上昇 シ來 ル｡然

ル ニ死 ノ轄 蹄 テ トル際 二、 之 ノ關係 ガ再 ビ反封

トナ リ、抗 「トリプ シン」作 用ハ急劇 ニ上昇 シ、

「オプソー ン」償ハ又急 劇 ニ下降 スル、之 ノ「オプ

ソニ ン」 ノ態度 ハ抗 「トリプシン」作用 ノ本態 二

鯛 レ得 ルヤ、 如何 ハ第 ニ ノ問題 トシテ蜘 木所 見

ト甚 ダ良 ク相一致 ・ル事 ラ設 ケ リ｡

第 五 節 臨 躰 的 所 見

扱 テ以上 ラモ ツテ抗 「トリプシン」作用 ノ本態 ニ

關 スル設 明 ノ大略 ヲ終 リタル ガ、 同時 ニ述 べ來

レル臨休方面 ノ業績 テ此庭 ニ総括 シ、概念 ヲ新

一セル後 二、更 二進 ンデ結核性疾患 二於 ケル抗

「トリプシン」作用 ニ就 キ述 ペ ント欲 ス｡

Briegeru.Trebingガ 癌腫 患者 二於 テ、侮常

抗 「トリプシン」作用 ノ上昇 スル ヲ認 人 之 テモ

ツテ醐 木症 状 ラ参 考 スル事 ニ ヨリ診断 ノ用 二供

シ得 ペキ事及 ビ悪液 質 ニ陥ル時 ニ、 上昇最 モ顯

著 ナルヲ報 ぜ リ、 叉Meyer(7)・ ・甲男犬腺 腫ノ・例

令、榮養状態可良 ナ リト難 モ、常 ニ顯著 ナル抗

「トリプシン」作用 ノ上 昇 ヲ來 スガ故 二、其 ノ診

断 的償値 ヲ推 賞 ス｡

其 ノ他Tbaler(24)ノ ・妊娠 二於 テ初期 ヨ リ上昇 ス

ルガ故 へ 妊娠診断 ニ供 シ得 ペ キテ述 ベ タルモ

Shirakauer(2η ノ・例外 アル事 テ指摘 シテ 之 ニ質

成 セズ、 叉腸 「チフス」、 「アメー バ」赤痢等 ニモ

同様 ノ上昇 アリ、 又Ascaliu.Bezzoda,30)

Bittorf(41)等 ・・「クルー プ」・1生肺 炎 ニ於 テモ初期

二著 明 ナ ラザルモ、第2週 ニ於 テ著 明 ノ上昇 ヲ

來 シ、第3週 二於 テ再 ビ下降 シ去 ル ラ報 告 セ リ.

然 ルニMeyer(52)ニ ヨ リ、多核 白血球 ノ増 多 ヲ

件 フ急性傳染 性疾患 ニ於 テハ、初期 二上昇 シ重

篤期 ニ下降 シ、恢復期 一上昇 スル ト報 告 セ ラレ

タ リ｡又 特殊 ノ場合 トシテ`s}Jochノ ・早{獲性痴

呆、癩痛 、 白痴等 ノ精 紳病患者 二就 キテ之 ラ検

セルニ又相當 ノ上昇 テ認 メタ リ、 又飯 野㈹ ハ家

兎 肉腫 ノ登育経過 ニ随 ヒ、 之 テ測定 シ、次第 二

上昇 スル ラ報 ゼ リ｡

扱 テ以上 ノ如 ク、抗 「トリプシ ン」作用 ノ上昇 テ

來 ス疾病 ハ、其 ノ種類甚 ダ多 久 之 テ類症 鑑別

二磨 用 セン トスルニハ相當 ノ注意 テモ ツテ行 フ

ノ必要 ア リ、然 ルニ抗 「トリプ シン」作用 ノ降下

テ來 ス疾病 ハ甚 ダ稀有 ナ リトス｡

即 チ糖尿病患者 ノ、抗 「トリプシン」作用 ノ降下

ニ關 シテハEmie1,MeiB,H .Kenigsfeld等 ノ

報告 ア リ、又膵臓 ノ内分泌機能障碍 ト平行 二抗

「トリプシン」ノ減少 ヲ起 スハ既二知 ラ レタル所

一 シテ、之 ニ關 シCabliner(4'2)ハ 犬 ノ膵臓摘 出

術 テ行 ヒタルニ、抗 「トリプシン」作用 ノ急劇 ナ

ル減少 ラ來 シ、 之 ニ膵臓 テ喰 ハ シムルニ再 ビ上



326 城:結 核性患者血液 ノ理化學的性状 ニ就 テ 【第10巻

昇 シ、 之 テ中止 ス レバ再 ビ降下 ス ル テ報 告 セ

リ｡之 ニ封 シNeiBeru.Kenigsfeldノ ・之 ノ際、

抗 「トリプシン」作 用 ノ減 少 ハ寧 ロ、血糖 量 ニ相

關 係 スル モ ノナ リ ト、 此庭 ニ於 テMeyer{43)ハ

「ア ドレナ リン」糖尿 病 テ起 サ シメ タルニ
、抗 「ト

リプシ ン」作用 ノ下降 ハ血糖 ニ關係 ナ 久 膵臓 機

能 二關係深 キヲ報 ゼ リ｡

其 他徽毒 患者正価夜ニ就 テFursteinu、Trebing

f'1,3)河島(9)Helzfeld(20月 等 ・・減 少 スルラ報 ゼ リ
｡

渠脚氣 ノ際、 「ア ミラー ゼソ 減少 ト共 ニ、抗 「ト

リプシ ン」量 ノ減少 テ來 ス ト｡

扱 テ以 上 ノ如 ク、種 々ナル疾病 二於 テ其 ノ大孚

ハ、抗 「トリプシン」作用 ノ上昇 ヲ認 メ、其 ノ小

激例 ニ於 テ下降 ヲ認 メタ リキ、然 ラバ結 核性疾

患 二於 テハ如何 ナル態 度 ラ トル モ ノナ リヤ、以

下之 ニ就 テ述 ベ ン ト欲 ス.

然 レ ドモ結核 ニ關 スル報 告 ノ多 クノ・断片的 ニ シ

テ癌腫等 ニ於 ケル ガ如 キ系統的研究 ニ乏 シ｡

Galla("}・ ・従來 ノ抗 「トリプシ ン」量 ノ測定法 ノ

不 完全 ナル テ補 ヒ、電氣 傳導度 ニ ヨリ肺結核25

例 ニ就 キ検索 セ リ、氏 ノ成績 ニヨ レバ、輕症 ニ

於 テハ 其 ノ上昇輕度 ナ レ ドモ檜悪 ト共 二上昇

シ、輕 快 ト共 ニ下降 シ來 ル ト｡

而 シテ、艦 温 ト、抗 「トリプシン」間 ニハ何等特

別 ノ關係 テ認 メ得・サごリシモ、 「ッ〈ごル クリン」～主

射 ニ ヨリテ、 反慮 ノ出現 ト共 二抗 「トリプ シン」

作 用 ノ上昇 ラ來 ステ認 メ タリ.

又Brigeru.Tr・bing(2)・ ・4例 ノ肺結 核患者

二於 テ牛数 ハ正常
、牛敷 ハ減少 セルヲ報 告 ス、

又青井、 林16・、MUIIeru.Kolacze1ぐ17)・ ・、結核

性磯 脊髄 膜炎 二於 テ磯 脊髄 液 二就 キ該 作用 ラ検

セル ー、症状 ノ檜 悪 ト共 二上昇 シ、輕 快 ト共 二

減 少 スルしテ認 メ得 タ リキ｡叉Wunsノ 、前 述 セ

ル ガ如 ク、抗 「トリプシ ン」1乍用 ガ白血球 蛋 白分

解酵 素 ノ多撒遊離 セルモノガ抗原 トナ リ、抗 「ト

リプシン」1乍用上 昇 ノ原因 テナ スモ ノナ リトシ

テ、抗 「トリプシン」抗膿 論 テ主張 セル ガ、 氏モ

亦結核性疾患 ニ就 キ検 査 セルニ 上 昇 テ認 メタ

リ、然 ルニ結核性疾患 二於 テ圭演 テナスモノハ

淋 巴球 ニ シテ、 多核 白血球 ガ寧 ロ附 随的 ノモ ノ

ト云 ハザルベ カラズ ト、 且淋 巴球 ガ蛋白分解酵

素作用 ラ全然有 セザルハ周知 ノ事 ニ シテ、 随 ツ

テ此塵 ニWuns/1: .張 スル、 白血球 蛋白分解

酵素 ト、抗 「トリプシン」作 用 ノ關係 ラ説明 スル

ニ、矛盾 テ生ズベ ク、 之 ノ間 ノ關係 二就 キテハ

今後 ノ研究 ニ待 ッ所 多 キガ如 シ｡

然 レドモ中山㈹ ハ紫外線 照射、 細菌毒素(大 腸

菌 「ワクチ ン」)、或 ハ異種蛋 白 ノ注射 ニ ヨリ、何

レモ抗 「トリプシン」作用 上昇 ト共 ニ、血液像 二

於 テ多核 白血球減 少 シ、淋 巴球 ノ増 殖 スルテ認

メタリ、 ヨツテ氏 ハ抗 「トリプシン」ノ木態 的要

素 ハ淋巴系統 ト密接 ナル關 係 アル ヲ読 ケリ｡

更 ニ木 内㈹ ハ健康者肋膜 炎患者 及 ビ肺結核 患者

ノ血清抗 「トリプ シン」作 用 テ検索 セル ニ、結核

性滲出性肋膜 炎患 者血清 ハ最 モ抗 「トリプシン」

作用顯著 ニ シテ、次 二肺結核 ラ・塞ゲ得 ペ シト、

又健康者 ニ於 テ、胸腔 中 二液 ラ有 スルモ ノノ・、

有 セザル者 ヨ リ、 価 青抗 「トリプシ ン」作用 ノ輕

度 ノ上昇 ラ認 メ得 タ リ｡又KotschneffCso)ハ 死

結核 菌 ラ家 兎及 ビ海狽 ニ注射 シ、 種 々ナル血清

酵 素 二就 キ検索 セル ニ、 「リバー ゼ」ノ減少 スル

ハ前述 スル所 ナル カ、抗 「トリプシ ン」作用 ハ之

二反 シテ上昇 スル ト報 告 セ リ｡

又Klug,(i2)Herzbeld,(20}MUIIeru.Hans,1:1の

Meyer{7)等 ハ何 レモ聡 加 テ詮明 セリリ.

第 六 節 総 括

血 清抗 「トリプシン」ノ本態 ニ就 キテハ、抗艦

説、 蛋 白分解設、膠1差状態攣化設、 「リボ イ ド」

論 等 ヲ塞 ゲ得 ベ ク、 其 ノ他 血清 蛋白 ノ木性 ニ關

係 アリ ト読 キ、或 ハ財 プソニ ン」トノー定 關係

テ溌 クモ ノアレ ドモ、 未 グ其 ノ蹄著 スル所 テ知

ラズ｡

1897年Hahnニ ヨ リ、抗 「トリプ シン」作用 ノ

獲表 セ ラル ・ヤ、次 デBriegeru.Trebing雨

氏 ガ、悪 性腫瘍特 ニ癌腫 患者 ニ就 キ、該 作用 ノ

壇加 スル ヲ設 キ、 之 テモツテ 悪液質 反慮 ト呼

ビ、悪性腫瘍 ノ診町的 償値 アルテ報 害セ リ｡

以 來之 ノ方面 ノ臨休的瞼索、頓 ニ進歩 シ、 且ツ
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該 作用 ノ上昇ハ悪液 質 ノ徴 候 二非 ズ、 且 ツ非特

異 性反 慮 ナル事 明瞭 ニサ レタ リ｡

抗 「トリプシン」作用 ノ上昇 ヲ來 ス疾患 トシテ、

急 性傳 染性疾患 或 ・・慢 性疾患、例 ヘ バ、敗∬且

症、 肺炎、腸 「チフス」、 「アメー バ」赤痢、或 ハ

慢性貧 血、 甲駄腺腫、膵臓壌 死、妊婦拉 ニ産褥

婦或 ハ精神病患 者 二其 ノ増量 ヲ認 ム｡

以 上 ノ如 ク抗 「トリプシン」作用 ノ上 昇 ヲ示 ス疾

患 ハ甚 ダ多種 多様 ニ シテ、之 ラ診断 ノ目的 二使

用 セン トスル ヤ、相當 ノ注意 ヲ必要 トスル ト難

モ、減少 テ來 ス疾病 ・・比較的少 ナ ク、徽 青、糖

尿病、或 ハ脚氣等 テ塞 グ得 ル ノ ミ｡

結 核性疾患 ニ關 シテハ、 系統的研究比較 的少 ナ

ク、其 ノ多 クハ断 片的 ナルテ遺憾 トスルモ、一

般 ニハ上昇 シ病症経過 ト略 材 「i一致 シテ動揺 ス

ルガ如 シ｡

之 ラ以 テ結核 ノ診断及 ビ豫後制 定 ノ指針 トナシ

得 ベキテ詮 クモ ノア リ｡

第三 章 結 核 性疾患 二於 ケ ル血清 「ア 邑ラー ゼー1=就 テ

第一節 本態蛇 ニ登生地

第二節 臨躰的方面ノ観察

第三節 結核性疾患ニ就テ

第四節 総、 括

第 一 節 本 態 酋 二登 生 地

1846年Magendieガ 血 液 内「ア ミラー ゼ」ノ存

在 テ登 表 シ、次 デWohlgemuthニ ヨ リ「ア ミラ

ー ゼ」定量法 ノ登 見 セラル ・
1一及 ビ、臨躰的 方面

ノ意義 モ亦次第 ニ間明 セラルニ至 タ レリ｡「アミ

ラー ゼ」 ノ褒 生地 ニ關 シテノ、、Castelliniu.

Paraccaニ 從 ヘバ、破壊 サ レタル白血球 ナ リ ト

云 ヒPloszu.Tiegel!2)ノ ・反之赤血球 二其 ノ源

ラ求 メタ リ、Rohmann(3)ハ 糖 化作用 ハ循環 セ

ル淋 巴或 ハ血液 ノー ツノ性駄 二過 ギズ ト云 ヒ、

其 ノ後Loeperu.Ticail4)等 ノ、、其 ノ源 ガ血

液 中二存在 スルニ非 ズ シテ他 ノ臓 器 中ニ在 リト

シ、該臓器 ノ分 泌物 ニ他 ナ ラザルベ シ ト主張 ス｡

Wohlgemuth(5)モ 亦 之 二質 シ、特 二膵臓 二重 キ

ラ オケ リ、 即 チ氏 ニ随 ヘバ膵臓 ハ最 モ重要 ナル

役 目 テナスモ ノナ リ｡然 レ ドモ其 ノ全部 ノ員澹

テナスモ ノニ非 ズ シテ、腸、唾液腺 肝臓、筋肉、

腎臓等 モ亦同檬 二之 二關與 スルモ ノナルベ シ ト

云 フ｡氏 ハ之 ニ關 シ膵管結紮蛇 二摘 出法 テ行 ヒ

謹 明 セ リ｡即 チ膵管 ノ結紮 テ行 フ時、顯著 ナル

「ア ミラー ゼ」ノ堆r量 テ來 スモ ノナルガ
、 スデニ

3乃 至5時 間 ニシテ増量 シ始 メ、2i時 間 ニ シテ

最 高 二達 シ、6乃 至8日 ニ シテ再 ビ正常値 ニ蹄

著 スル ト云 フ.之 ノ結紮 ニヨル檜加 ハ磯餓状態

ニ於 テモ亦 同様 ナ リト｡次 二膵臓 ノー部分 テ摘

出 スル時、著 明 ノ檜加 ラ來 セ ドモ、 全摘出 ニョ

リ顯著 ナル減少 テ來 セリ ト、 然 シ全然消失 スル

ガ如 キ場合 ハ認 メ得 ザ リキ ト云 フ｡又 該臓 器 テ

刺戟 スルガ如 キ藥 剤、 即 チ盤酸、 「セク レチ ン」

等 テ與 フルモ、 特別 ノ影響 ナ ク、 又 「ア ドレナ

リン」、 「フnリ ディチ ン」、 「フロ レティン」等 テ

モ ツテ血糖檜 加 ラ起 サ シムルモ「ア ミラー ゼ」量

ハ不攣 ナ リ ト云 フ｡

其 ノ含有量 ニ關 シテノ・、人類、牛、 山羊等 ハ、

最 モ少 ナク、家兎 ハ梢1多 久 海猿 ハ最 モ多 シ

ト云 フ.其 ノ抵抗 カバ、比較 的張 ク、 月鹸 二亙

リテ不攣 二存在 シ、之 一「トル オー ル」ヲ添加 シ

テ腐敗 テ防 ギ得｡

第 二 節 臨}休 的 方 面 ル観 察

臨躰 的方面 二於 テハ膵臓疾 患 ノ際、 本酵 素 ノ増

加 スル事 ハ確實 ナル事 ナ レ ドモ、他 ノー般 疾病

二關 シテノ・其 ノ憂 化顯 著 ナラズ叉不 定 ナル ガ如

シ｡以 下其 ノ大 要 ニ就 キ述 ベ ント欲 ス｡

Stocks(21)ハ 膵臓 ノ急 性疾 患或 ハ損 傷 テ蒙 ル時
、

血清 「ア ミラー ゼ」ノ著 明ナル憂化 テ誘畿 スル ヲ

報告 シ窪 田(e')モ亦 膵臓損 傷 二際 シ、血液 及 ビ尿

中二負傷後1時 間 ニ シテ増量 シ始 メ、 時間 ノ経

過 ト共 二盆々檜加 シ、其ニノ檜量 ノ多寡 ト、 負傷

程 度 ハ常 ニ比例 スル ト云 フ｡即 チ之 ハ尿 中及 ビ

血液 ノ時 間的増量 ト暴 力 ノ方向、 強 サ、腸壁緊

張 度、膵臓部巫痛等 ラ謹明 シ得 レバ、殆 ン ド確

實 二膵臓損傷拉 ニ其 ノ程 度 ラ推定 シ得 ルモ ノナ
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リ ト云 ヘ リ.

又 倉持{9)二 随 ヘバ、腎臓疾 患 ニ於 テモ、慢 性綜

球膿腎 炎 二於 テハー般 ニ著 明 ノ増加 ア レドモ高

度 ノ俘腫 アル慢性 「子 フロー ゼ」ニ於 テハ、却 ツ

テ著 シキ減少 ヲ示 セ リト｡

Marutaew'10)ハ 腸 窒扶斯 患者 ニ就 キ之 ラ検 シ、

全経過 ニ於 テ檜彊 セル ラ報 告 セルモ、倉持 〔9)ハ

其 ノ不攣 ラ説 ケ リ｡

角 田tll)ハ腸 窒扶斯、 「パ ラチ フ勾 及 ワイル氏病

ニ於 テ恢復期 二檜量 スルテ謹 明 セ リ
｡又King(12)

バー 般急性傳染病 ノ時κn中「ア ミラー 耀「ノ檜量

テ認 メタ リ｡

Shirokauer"i';・ ・妊娠 ニ於 テ、初期 ヨ リ檜量 スレ

ドモ、 其 ノ経過 ト拉行關係 ヲ保 チ難 シ ト｡然 シ

少 ナ ク トモ、 生理的動揺範 園 ノ最高贋 ヲ俣 チ得

ルモ ノー シテ、其 ノ原因 ノ・乳糖形成 ニ ヨル含水

堤素新陳代謝機能 ノ攣化 一 鯖 シ得 ペ シ ト云 ヘ

リ｡

川 口(7){8)ハ種 々ナル中毒時 ノ「ア ミラー ゼ」量 ニ

就 キ、検索 テ行 ヘ リ｡即 チ急性燐中毒 二於 テハ

血清 「ア ミラー ぜ」ハ著 シキ低 下 号示 セ ドモ死 直

前 二於 テ反 ツテ上昇 ヲ來 ステ常 トス ト、尿 所見

モ亦之 ニ類 セ リ、 然 ルニ砒 素中青 ニ於 テハー般

ニ初期 ニ上昇 シ後 ニ下降 ス、 又抱 水 「クロ ラー

ル」 ニ就 キテハ、 又之 二類 シテー旦低 下 ス レ ド

モ末期 二至 リテ再 ビ上昇 スルノ傾 向 テ報 ぜ リ｡

次 二糖尿 病患者 二就 キテ・・Meyer`13:・ 其 ノ他多

数 ノ報告 アリ何 レモ其 ノ低下 スルラ報 ゼ リ、而

シテ病症経過 ト密接 ノ關係 アルラ読 クモ ノア レ

ドモ亦 之 ニ反駁 スルモ ノ アリ、爾 ホ未 ダ雨者 ノ

關係 明 ナ ラズ｡

又 倉持(9}ハ 脚 氣患 者二就 キ検索 シ、病症 初期2

ケ月間 ニ著 シキ愛動 テ示 サザ レ ドモ、其 ノ後,次

第 ニ減弱 スル テ報 ビリ.又 飯野19)ハ 家 兎肉腫 二

就 キ之 ガ系統的検索 テ行 ヒシガ大禮 著憂 ナ ク、

唯 末期 ニ於 テ僅 ニ低下 スル テ見 タリ ト云 フMc.

Guigan(15)ハ 血 中「ア ミラー ゼ」・・組織 ノ活動 性

拉 ニ生活カ ー ヨリ直接影響 セ ラル ・モ ノナル事

ヲ正i張シ實験 的 ニ悪液 質 二於 テ減 少 スルテ確 メ

タ リ｡

扱 テ以上 テ通 寛 スルニー般 二膵臓 疾患、 腸窒扶

斯 、 ワ イル氏病、慢 性綜球盟 腎炎、妊 娠等 ハ何

レモ檜量 スル ガ如 ク、糖 尿病、脚 氣、 悪液質等

ハ減弱 スルガ如 シ｡叉 中毒時 二關 シテハー時的

減少或 ハ檜加等 テ認 メ、 中毒物質 ニ ヨ リ種 々ナ

ルガ如 シ｡

然 レ ドモ是等 ノ實験 成績 中、 膵臓疾 患時 二於 ケ

ル血清 「ア ミラー ゼ」ノ消長 以外、 之 ト密接 ナル

關係 テ有 スル疾病 ハ甚 グ少 ナキガ如 シ｡

第 三 節 結 核 性 疾 患 二就 テ

然 ラバ結 核性疾患 二於 ケル血清 「アミラー ぜ」ノ

態 度 ハ如何 ト云 フニ、 之 ニ關 スル報 告ハ アマ リ

多カ ラズ、 又其 ノ成績 モ 確實 ナ ラザル ガ如 キ

モ、 一般 二減 少 スル事 ハ認 メ ラル ・所 ナ リ｡

古床1蛎 ・肺結核患 者 ニ於 テー般 ニ健康人 ヨ リモ

減少 シ榮養不良 ノモ ノハ特 二顯 著 ナ リト、然 レ

ドモ淋 巴細胞 ノ壇殖 セルモ ノハー般 ニ其 ノ量多

キ テ報告 セ リ｡倉 持{9〕モ肋膜 炎、 肺結核等 ニ於

テ其 ノ減少 セル ラ報 告 ス｡又 林1ηハ結核性磯脊

髄膜 炎患者 ノ磯脊髄液 二就 テ検 セルニー般 二檜

加 スレ ドモ、 之 ガ診断 的償値 ハ認 メ難 シ ト云 ヘ

リn

叉 小澤(18)ハ青 年期 ニ起 ル糖尿病 患病 者 ニ現 在結

核 テ謹 明 スル カ、或 ハ肋膜 炎乃至肺尖 加答 見 ノ

恢 復期若 クハ、治癒後 ニ糖尿 病 ラ起 シ來 ル場合

妙 ナカ ラザル事、及 ビ糖 尿病患者 ノ約五分 ノー

ハ肺結核 二罹 ル ト云 フー般 ノ統計的観察 ヨ リ考

ヘ テ血液 及 ビ臓器 内糖化醗酵素 ト結核性疾患 ノ

ー定 關係 アル ラ想起 シ
、 氏 ハ「マル ター ゼ」ト結

核感染 ノ關係 ヲ間明 ニセ リ、 即 チ健康拉 ニ結核

海瞑 ノ血清 「マルレター ぜ」ラ見 ルニ後者 ハ著明 ニ

減少 セリ.而 シテ該減少 ハ結核 海瞑 ガ膿 重 テ減

ゼル事 ノ ミニテハ到底読明 シ難 ク(磯 餓時 ニハ

減少 ス)随 ツテ之 ノ減 少ハ何 レモ結 核感染 ニ ヨ

ル「マルター ゼ」産生機能 ノ障碍 セラ レタル爲 ト

解澤 シ、 結核性疾患 ト糖 尿病 ノ因果 關係 テ認 メ

タ リ｡

Kot・chneff(20)ハ 結 核感染拉 ニ之 ガ中毒症状 ト血
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清 酵 素作用 ノ關係 ヲ知 ラン ト欲 シ、結 核死菌膿

ラ家 兎拉 二海狽 ニ注射 セ リ｡帥 チ氏 ハ生結核菌

ノミナラズ死結核菌 モー 定 二病理解剖的 髪化乃

至中毒症}伏 テ起 シ、 魔痩、 悪液質等 テ誘 獲 セシ

メ得 ル ト云 フ事實 ヨ リ出登 シ、1《).0耗 食鞭 水 ニ

四 白金耳 ノ死結核菌 ヲ入 レ之 ノ2.0耗 ラ海狽 ノ

腹腔 中ニ注射 セ リ｡之 一 ヨツテ赤血球 ハ五 百萬

ヨリ四、九百萬 ニ減 ジ、 「ヘ モグロビン」含有量

モ 鱒%ヨ リ85%ニ 減 少 セ リ.然 レ ドモ白血球

一ハ著 明 ノ攣 化 ヲ認 メ得 ザ リキ ト、病理解剖的

憂化 トシテ、膿 重減退 ハ アリシモ皮下脂肪 ハ尚

ホ ヨク登育 シ肺、 心臓等 ニハ憂 化 テ認 メズ、然

シ膵臓 ハ著 明 ナル脂肪tt`・"k性二陥 リ3乃 至6個 ノ

肉眼的 ニモ 見 得 ラル ・小豆大 ノ結節 ラ形成 セ

リ、該結 節・・結締織 性嚢 テ作 リ、顯微鏡検査 ニ

ヨリ多撒 ノ死 結核菌聚落 ナル事 テ叢見 セ リ、斯

ノ如 キ結 節 ハ其 ノ他肝臓葉 間、腹膜等 ニモ見出

セ リ ト云 フ、然 レ ドモ肝、脾、 腎、副 腎等・・不

憂 ナ リキ ト、扱 テ以1:ノ 如 キー般症1伏及 ビ病理

學 的痩 化 テ呈 セル場合血清酵 素 二如何 ナル愛化

テ見出 セル カ ト云 フニ「ア ミラー 旦[ハ 血.清ニ於

テモ臓器 二於 テモ何 モ著明 ナ ラザ レ ドモ減 少 ス

ルヲ認 メ得 タ リ、其 ノ他血清 「リバー ゼ」、1ヵ タ

ラー ゼ」等 モ減少 フ・ルテ認 ノタ レ ドモ1甑青「アン

チ トリプシ ン」及 ビ 「ヌク レアー ゼ」ハ血清及 ビ

臓 器 二於 テ何 レモ上昇 セ リト云 フ.

第 四 節 総 括

1.膵 磁 ノ疾患或 ハ員傷 サ レタル際 血清 「ア

ミラー ゼ」 ノ顯 著 ナル上昇 ラ來 ス ノ外他 ノー般

疾患 ニ於 テハ之 ト緊密 ナル關係 テ有 スルモ ノ紗

キガ如 シ.

2.結 核 性疾患 ニ於 テハ其 ノ詳細 ナル報 告 テ見

ル事診 ク其 ノ成績 モー致 セザ レ ドモ、 之 テ億括

スル ー、一般 二減 少 スルガ如 久 結 核感 染 ニ ヨ

リ「アミラー ゼ」産生機能 ニ影 響 テ與 フル結 果 ト

見 ルベ キナ リト｡

第四章 結核性疾患 晶於 ケル血清 「リポイ ド」二就 テ

第一節 血清「リホイド」ノ性状

第二節 結核性疾患 トノ關係

第三節 「ツベルレクリン」反癒 トノ關係

第四節 盟温、全均症状 トノ關係

第五節 結核性疾患ニ於ケルレ 「レチチン」ト「ヒヨ

レステリン」ノ相互關係ニ就テ

第六節 結核性疾患ニ於ケルレ血清「リポイド」ノ消

長 ト其 ノ因子ニ就テ

第七節 総 括

第 一 節 血 清 「リポ イ ド」ルー 般

性 状 呂就 テ

軌近 「リボ イ ド」ニ關 スル研 究 ノ進 歩 二件 ヒ、其

ノ生物 學的意義 モ亦次 第 ニ各方 面 ヨリ閲明 ノ域

ニ向 ヒツ ・アリ｡

而 シテ「リボ イ ド」ハ生醒 ノ生活現象 二ニ ツ ノ意

義 ニ於 テ必要 ナルモ ノニシテ、 一 ツハ勢 力代謝

ノ上 二、 中性脂肪 ガ他 ノ榮養素 ト同様 ニ、「エ子

ル ギー」 ノ根 源 テ形成 スルモ ノデアリ、 他 ハ狭

義 ノ 「リボ イド」ガ所謂調節代謝 ノ上 ニ至大 ナ

ル關係 テ有 スルモ ノナ リ、後者 ノ中 「コレステ

リン」及 ビ「レチチ ン」ハ常 ニ細胞 内 二共 存 シ、

少 ク トモ生理的歌態 ニ於 テハー定 ノ、相封的關

係 テ支持 シ、脂肪新陳代謝、免疫關係、或 ハ解

毒作用、 叉 ハ赤血球崩 壌現象等 ニ封 シ、特種 ノ

關係 テ有 スルモ ノ トス、随 ツテ其 ノ間 ノ消息 テ

精察 スルノ・、甚 ダ緊要 ニ シテ且 ツ興 味 アル問題

トス｡

醗 ツテ之 テ結核 性疾患 二就 テ見 ルニ或 ハ減少 ス

ル ト云 ヒ、 或 ハ増多 スル ト云 ヒ、未 グ定 見 テ見

ズ、結論 スル所又相反 スル ノ}伏態 ニ アリ.

余 ハ 午、結核性疾患 二於 ケル「リボ イ ド」ノ態度

二言及 スル前Suranyi(1}二 随 ヒ、 「リボ イ ド」ノ

生罷 二封 スル、最近 ノ業績 二就 キー言 セ ント欲

スo

抑 々 人 禮 「コ レ ス テ リ ン」ノ由 來 ニ就 テ ハ 、Chan-

ffard,Laroche,u・Grigant等 ハ 醒 内 ニ於 テ



330 城=結 核性患者血液ノ理化學的性状 ニ就 テ 【第10・ 巻

合成 セ ラル トナ シ、Aschoffハ 食物 中 ニ含 有 セ

ラル ・「コレステ リン」ガ清化管 ヨリ吸牧 セ ラル

ルモ ノナ リ ト云 フ、該 目1〕題 ハ未 ダ未解決 ノマ ・

ナ レドモ、後 者 二左担 スルモ ノ多 シ、 即 チ腸 管

ニ達 セル 「コレステ リン」(Phytosterin、 ノ、主 ト

シテ「エステル」歌態 ニテ吸牧 セラル ト云 フ、然

レ ドモ吸牧 サ レタル 「コレステ リン」ハ更 ニ進 ン

デ如 何 ナル運命 ニ向 フヤニ關 シテ・・、確實 ナル

研究 ナ シト錐 モ、 一部 ハ遊離歌態 トナ リ、 一部

ノ・「エステル」ノマ ・血漿或 ハ乳 康中 二見出 サル

ト云 フ｡其 ノ他 「フォス ファチー ド」 ト結合 シ、

又 「オクグロブリン」ト抱 合 シ、 以 ツテ自己 ノ膠

質 安定性 ヲ保 ツモ ノニ シテ、血中 ニ於 ケル 「コ レ

ステ リン」抱合度 ノ強弱 ハ是 レガ生理 的作用 二

大 ナ ル 意義 ラ有 スルモ ノトス、其 ノ他 ノ存在

地 トシテ血球 ヲ基 ゲ 得 ベ ク、 叉種 々 ノ臓器例

ヘバ、 副腎皮膚、腎臓、脾臓、黄彊或 ノ・睾丸間

質等 ニ 含有 セ ラレ、就 中副腎皮 質 ニ最 モ 多 シ

ト^

次 ニ正常 二於 ケル血 中「コレステ リン」ノ動揺範

園 テ見ルニ0.12乃 至0.16%ニ シ テ、 先 ヅ安定

セルモ ノト云 フラ得 ベ ク、此 ノ平均 ラ保 ツ上ニ

必要 ナルモ ノハ肝臓 ニシテ、Stepp(2リ ニ ヨ レバ

肝臓 ノ欄 犬織 内皮細胞組織 及 ビCholesterinase

(Schultz)ガ 最 モ大切 ナル働 テナス ト、

而 シテ前者 ハ病的}伏態 ニ於 テノ ミ役 目ラ演 ジ、

生理的}伏態 ニ於 テハ、寧 ロ後者 ノ働 ニ ヨル事多

シ ト、自Pチ「コ レステ リナー ゼ」ハ「エ ステル」封犬

態 ニ アル 「コ レステ リン」テi遊寓{簡犬態 トシテ、膿

汁中二排泄 シ、血液 中 ノ「コ レステ リ)ン」量 ラ調

節 スルモ ノニ シテ、増加 ス レバ勉 メテ多 ク排泄

シ、減 少 ス レバ之 ヲ抑制 スルナ リト｡爾 ホ其 ノ

他 ノ排泄器 トシテ腎臓或 ハ皮膚 ヲ墾 ゲ得 ベ シ ト

難 モ、其 ノ作用顯著 ナルモ ノニ非 ズ｡

扱 テ斯 クシテ、脆汁 ト共 二排泄 セ ラレタル 「コ

レステ リン正ハ、腸 ヨリ再 ビ吸牧 セ ラル ・モ ノ

ァ リ ト錐 モ、大 部分 ハ腸 内細菌 ニ ョリ 「コ プロ

ステ リン」ニ攣 化 セラ レ糞便 ト共 二排泄 セラル｡

次 ニ「コ レステ リン」ノ龍 内合成 問題 二關 シテハ

術・ホ議論 アル所 ニ シテ、Chauffard・ ・副腎 ニ其

ノ能力 ア リ ト主張 セルモAschoffノ ・、 副腎 ハ

軍 二「コ レステ リン」ノ貯藏所 ニ過 ギ～ぐト反駁 セ

リ、 之ニ關 シ氏 ハ次 ノ如 キ實瞼 ヲ行 ヘ リ、 即 チ

家 兎 ノ副腎 ノー側 ラ摘 出 スルニ、著 明 ナ ル 「コ

レステ リン」過 多 ヲ招 來 セ リ｡モ シ副腎 ニ シテ

合成能力 ア リ ト ス レバ、反 ツテ 「コ レステ リ

ン」ノ減 少 テ 招來 スル 理 ナ リト云 フ、又Rots-

childノ ・家兎 ニ就 キ磯 餓歌 態 ニ アル時、禮重 ヲ減

ズル ト錐 モ、血 中 「コ レステ リン」ノ・増加 シ來

ル、之一 見、罷 内ニ 「コ レステ リン」合成能 力 ア

ル ガ如 シ ト難 モ、種 々 ナル臓器、特 二、 副腎 ノ

「コ レステ リン」含有量 ノ著 明 ナル減少 テ來 ス事

ヨ リ、此 ノ際 モ亦臓器 ノ脂肪組織 ヨリ 「コ レス

テ リン」 ガ遊離 シ、之 ラ補充 セルモ ノナ リト、

何 レニ シテモ「コ レステ リン」ノ膿 内合成 ト云 フ

事 ハ、生理的歌態、 病的状態共 二其 ノ設 明困難

ナルガ如 ク、 随 ツテ前 述 スルガ如 ク血 中 「コレ

ステ リン」 ノ起原 ニ關 シテノ・消化器 系統 ヨリノ

吸牧 二左祀 スルモ ノ多 シ｡

扱 テ以上 ノ如 クシテ、 吸牧、排泄 セ ラル ・ 「コ

レステ リン」 ノ・、其 ノ問燃 焼 スル事 ナ ク、 從 ツ

テ「エ子ル ギー」代謝 ノ源泉 トシテ働 キ得 ザ ルナ

リ｡然 ラバ生盟 ニ封 シ如何 ナル役 目ヲ演 ズルモ

ノナ リヤ、 即 チ該物 質 ノ作用ノ・「ヱ子ル ギー」ノ

源泉 トシテヨ リモ、寧 ロ脂肪艦 ノ新陳代 謝 ニ重

要 ナル役 目テ演 ズル モ ノナ リ｡

夏 二動物 飼育 ニ雷 リ、 「コ レステ リン」ニ富 メル

食物 テ與ヘ テ罷 重檜加 テ來 シ、反 と乏 シキモ ノ

ヲ與 フレバ減退 ス、更 ニ進 ンデ「コ レステ リン」

ヲ含有 セザ ルモ ノヲ與 フル時何 縷病様 ノ症候 ヲ

表ノ・シ死 ニ至 ル ト、叉Hissu.Beumer等 ハ

紫外 光線 二曝 サ レタル 「コレステ リン」・・抗何 懊

病 性 テ得 ル ト報 ジWackeru.Beckハ 石灰沈

著 ヲi速進 スル ノ作 用 ヲ有 ス ト云 ヒ、又StePP(2)

ノ・「ビタ ミン」Aノ 作用 ハ「コ レステ リン」ト相 關

聯 スルモ ノー シテ「ビタ ミン」A二 富 メル物質 ニ

ノ・常 ニ「コ レステ リン」ガ詮明 シ得 ル ト｡

次 ニ血球 崩壌現像 ニ關 スル關係 二就 キ述 ベ ン ト
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欲 ス.

赤 血球抵抗試験 ニ於 テ「コ レステ リン」増加 ラ來

セル疾病特 二機 械的黄疸 ニ於 テ赤血球抵抗 ヲ曾

加 ス レ ドモ「コ レステ リン」減 少 テ來 セル疾病例

ヘ バ機能 的黄疸
、悪 性貧血等 二於 テハ減退 ス ト

構 セラル、然 レドモBrickmannu.VanDam

ハ血 球 テ洗 フ事 ニヨ リ「レチチ ン」ガ除 カル ・爲

二「レチ チン」ノ血球崩壌作用 ガ消失 セルニ原因

スル ナ リト反封 セ リ、即 チ「レチチ ン」ニテ飼育

セル動物 ハ生禮 内二於 テ血球崩壌作用 テ呈 シ來

ル ト云 フ｡叉Friedノ ・「コブラ」毒、「キニー 子」

其 ノ他 ノ藥物 ノ血球崩壌作用 テモ「レチ ヲン」ガ

促 進 ろルモ ノナル事 ラ報 ゼリ、然 シー面 二於 テ

「コ レステ リン」飼育 ニ ヨリ血液 「コ レステ リン
」

増 加 テ計 ル時、 「サボ ニン」二封 スル血球抵抗力

著 明 二檜加 シ來 ル事 實 ヨリ、 爾 ホ 「コ レステ リ

ン」ノ血球崩壌抑制作用 アルテ認 ムルモ ノア リ｡

其 ノ他 肺尖墜 球菌 ノ溶血 現象 テ抑制 シ、又爽作

性 血色素尿 ノ際 「コレステ リン」ノ筋 肉内注射 ニ

ヨリ之 テ中断 セ シメ得 ル ト云 ヒ、又石炭酸 昇

禾、 「サルバルサ ン」等 ノ浦毒剤 二封 シテノ、其 ノ

藥物的作用 テ減退 セシムル ト云 フ｡

次 二「リポ イ ド」ノ關與 スル重要 ナル反慮 トシテ

ワッセルマ ン反鷹 及 ビ赤血球 沈降速度 テ・墾 ゲ得

くご シ
｡

ヱ.氏反慮 ハ「コ レステ リン」ノ「レチチン」ニ封 ス

ル相互關係 ナ リヤ、或 ハ遊離 「コレステ リン」二

封 スル 「ヱ ステル」 ノ關係 ナ リヤハ不明 ナ レド

モ、何 レモ 「コ レステ リン」トー定關係 アル事 ハ

確實 ナ リ｡

又 赤血球沈降速度 ニ關 シテハKurten〔3)二 随 ヘ

バ「コ レステ リン」ノ「レチチン」ニ封 スル相 互關

係 二員 フ所大 ナ リ ト云 ヒBrinkmannu.Van

Dam一 ヨ レバ 「コ レステ リン」ガ赤血球表面 二

働 キ即 チ「コレステ リン」ガ血球 ノ陰性 荷電 テ少

クスル爲 二、赤血球相互 ノ反嬢性減退 シ、血球

ノ沈 降速度 ラ促進 スルモ ノナ リト設明 セ リ｡

樹 ホ最後 二記述 セザルベ カラザルノ、「リボ イ ド」

ト血液像 ノ關係 ニシテ、 「コ レステ リン」増加 ニ

ヨ リ白血球増加、(淋 巴球檜加)即 チ 「コレステ

リン」 ノ檜 加 ニ ヨリ交 感神経 興奮性 二働 キオ1』封

的 多核 白血球 ノ壇多 ヲ來 シ「レチチ ン」壇 加 ニヨ

リ、 白血球減 少(但 シ中性多核 白血球 ノ増 加)即

チ副交 感榊脛興奮 ヲ起 シ相封的 白If【1球減少症 テ

起 ス事 ナ リトス｡

例 之バ食餌性 白血球過多、又妊娠性 白血球過多

症等 ニハ常 ニ「コ レステ リン」過多 ラ件 フ事、 又

腸 「チ フス」ノ初期 二白血球減少 ト共 二 「コレス

テ リン」モ亦減 少 シ恢復期 二及 ンデ「コレステ リ

ン」 ノ増加 テ來 ス ト共 ニ叉白血球 特 二淋 巴球 ノ

増多 テ來 ス事等 ニヨ リ詮 明 シ得 くごシ ト｡

又 以上 ノ相互關係 ヨリ、 傳染 性疾 患 二於 ケル

Schillingノ 所 謂NeutrophileKampfphase

及 ビLymphocytsreHeilphaseノ 読 明 テ付 ケ

得ベ シト云 フ.

次 ニ血 中 「コレステ リン」含有量 ハ前述 ノ如 ク比

較 的堅實 ニ シテ遊離 「コ レステ リン」封 「ヱステ

ル」比 ハ30-一一一40%:60-70%ナ リ ト云 フ｡

今 病的 ニ「コ レステ リ ン」過 多血 ヲ招來 スル疾 病

ヲ列塞 スルニ次 ノ如 シ｡

「リペ ミー」
、 「ヒ ドレミー」、麻 嚇、痛風 糖尿

病、肥 脾、臓痩、妊娠、 中憲、子癩、貧血、 白

血球、脚氣、種 々ナル肝臓疾患(黄 疸)、 腎臓 炎

特 二結核性、硬化性結核、傳染性疾患、偏 頭痛、

高血歴、動脈硬化症、癌腫、漁疹等 ニ シテ特 ニ

後 ノ三者拉 ニ蛋 白性網膜 炎ニ於 テ症的 ノ 「コ レ

ステリン」沈著 ヲ起 ス事 ア リ ト
｡

次 ニ減 少 スル疾 病 トシテハ次 ノ如 シ｡

傳 染病極期、血液 ノ水分訣乏、 悪性貧 血、 胃潰

瘍、牛球盟 腎炎、 悪液 質、滲 出性結 核等 トス.

扱 テ以上 テモツテ「リボ イ ド」特 ニ「レチチン」、

「コ レステ リン」ノ由來
、排泄其 ノ生理的作用、

其 ノ他 二、 三重要 ナル反 慮 ニ封 スル 「リボ イ ド」

ノ態度、又血液像 トノ關 係等 ニ就 キテ述 べ最後

二「リボ イ ド」特 二「コ レステ リン」ノ壇多或 ハ減

少 テ件 フ疾病 テ列記 セ リ｡以 上 ノ簡輩 ナル設 明

ニ ョルモ 生物學 的種 々 ノ現像 二封 シ
、 「リボ イ

ド」ノ相關係 スル所甚 ダ多 キヲ窺知 シ得 ベ シ
｡
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然 ラバ結核性症患 ニ於 ケル「リボ イ ド」ノ態度 ハ

如何、以 下逐 次明読 セ ント欲 ス｡

第 二 節 結 核 性 疾 患 卜血 清 「リ

ボ4ドJ

結 核 性疾 患 二於 ケル 「リボ イ ド」ノ研究 成績 ハ甚

ダ旺 々 一シテ或 ハ檜 量 スル ト云 ヒ、或 ハ減少 ス

ル ト云 ヒ、 未 ダ其 ノ蹄結 スル所 ヲ知 ラズ｡

其 ノ檜 量 テ主張 スルモ ノニノ、Langenu.

SPuit,(4)Defoge(6リ 等 ア リ、何 レモ肺結核 ノ検

索 ニ於 テ、其 ノ檜量 ラ認 メ、我邦 二於 テモ涌谷(4)

氏 ハ肺結核 患者 ニ於 テ病症 ノ進行 ト共 ニ増 量 シ

之 二X線 治療 ラ施 シ好結果 テ示 ス時其 ノ 「リボ

イ ド」 量 モ著 シク減 少 スル ト云 ヒ又辻{8'氏 ハ結

核 性滲 出性肋膜 炎及 ビ腹膜 炎患 者 二就 キ其 ノ壇

量 セル テ報告 ス｡

然 ルニ之 ト相反 シSokoloff,(9)Port,(10)Wacker

u.且ueck(11)等 ハ 何 レモ肺結核 ニ於 テ其 ノ減 ズ

ルヲ報 告 シ其 ノ他Chauffard,Larode,Grig-

ahtu.Right(12)Hens,㈹Fisleru.Laub,(14)

Denis(15)等 ハ何 レモ肋膜 炎及 ビ腹膜 炎 ニ就 テ其

ノ減 少 スル テ知 レリ.

然 ルニ又一面 ニ於 テ全然其 ノ攣化 ラ認 メ難 シト

報 ズルモ ノア リ、 即 チHenning(16)ハ 肺 結核患

者 ニ就 キ「コ レステリン」ノ鹸 化法 ニヨル測 定 ニ

於 テ、約50.0%ノ ・減 少 セルモ 「レチチ ン」及 ビ中

性脂肪 ハBloorノ 生 理的量 ト認 メタル 範園 内

二在 リ、且 ツ「コレステ リン」封 「レチ チンJ及 ビ

「コ レステ リン」封 脂肪酸關係ハ
、全試験 ヲ通 ジ

概 シテ、 恒常 ニ シテ且 ツ正常値 テ示 セ リト、叉

松 井 モ肺結 核 ニ於 テ普通値 ト何等憂 化ナ キテ設

ケ リ、 肋膜炎、腹膜 炎患者 ニ就 テ吉本、 高橋等

二依 レバ、全 血及 ピ血 漿中 ノ「コレステ リン」線

脂 肪酸量 ニ於 テハ正常 ト大 ナル差異 テ示 サザル

ガ如 ク「レチチン」モ亦 然 リ ト｡

扱 テ以上 ノ成績 テ通覧 シ來 ル時全 然其 ノ蹄結 ス

ル所 テ知 ラザルガ如 シ ト錐 モ是等 ノ成績 ニハ展

≧少撒断片的 ノモ ノ多 ク其 ノ結果斯 クノ如 キ全

然相反 セルガ如 キ成績 ラ得 タルニ非ズ ヤ ト思惟

セラル ・鮎少 ナカラズ｡

即 チ最近 ノ系統的實験 成績例 ニ於 テ其 ノ趨勢 テ

見ルニ、矢張 リー定 ノ向 フベキ 方 向 アルガ如

シ、即 チ大膿 ニ於 テ廣範 ナル滲 出型重症肺結核

ニ於 テ減少 テ、硬 化性、潜在性 ノモ ノニ於 テ或

ハ正常値或 ハ寧 ロ高値 テ示 スモ ノ多 キガ如 シ｡

LevinsonandPeterson(m・ ・14名 ノ肺結核 患

者 ニ就 キ血液脂肪量及 ビ「コ レステ リン」ハ其 ノ

初期 ニ檜量 シ、病症 ノ増悪 ト共 二減少 シ重症 ト

ナルニ及 ンデ減少、盆 々顯著 トナル テ報 告 シ、

Palacino〈ig)・ ・病勢進行性 ノモ ノニ「コ レステ リ

ノ」 ハ低下 ス レドモ,潜 在性 ノモ ノデハ普通値

二止マル ヲ見、其 ノ減 少ガ増 悪 ラ、」曾量 ガ向良

テ示 スラ認 ノ、 之 テモ ツテ豫後判 定上最 手有意

i義ナルモ ノ トセリ｡

Weltmann,(19;Gergley,(20)Fernandez(21)等 モ亦

之 ラ質 セ リ｡

SweanyWeathers&LucilleMaccluskey(22)

ノ・病状 ノ漸次 良好 トナルニツ レテ上昇 シ、病型

ノ硬 化、檜殖性 ノモ ノデハ、 「ーレステ リン」、

「レチチ ン」及 ビ脂肪量 ハ増加 シ滲 出型 二於 テ減

ズル ト云 ヒBachmeisteru.Hednes,Welt-

mann(23)モ 亦 滲出型 ニ其 ノ減 少 スルラ報 ぜ リ｡

又 渡邊 ン・輕症者 二於 テ其 ノ平均値 ハ健康 者 ト近

似 シ檜悪 ト共 ニ減 少、重症 二於 テ特 ニ顯著 ナル

テ報 害 シ叉池 口、宮井等 ハ家 兎 二就 キ實験 的二

結核性疾患 ノ進行 ト、血液 「コ レステ リン」量 ノ

關 係 ラ検査 セル ニ慢 性 二 経過 セル 家兎 二於 テ

ハ、健常 ノモ ノト攣差 ナ ヵ リシガ、経 過速 ニシ

テ2.3週 間 ニ テ艶死 セル カ如 キ例 二於 テハ、其

ノ減 少 セル テ経験 セ リ｡

以 上述 べ來 レル所 テ通覧 スル ニ総 テ病症初期或

ハ慢性縄過又 ハ潜伏状 態 二在ル モ ノニ於 テ、 又

之 ヲ病型 二就 テ述 ブ レバ檜 殖硬憂 性 ノモ ノニ於

テ「リボ イ ド」ノ正 常値或 ハ増 量 ヲ認 ム レ ドモ、

一 度病症増 悪 スル ニ至 レバ漸次減 少 シ重症 ニ於

テ特 ニ顯著 ナ リ ト、之 テ病型 ニ就 テ云ヘバ廣範

ナル滲 出型 二於 テ減少 ス｡即 チ全般 テ通 ジテ傾

向 トシテ病症進行 ト共 ニ次第 二「リボ イ ド」ノ減

少 シ來 ル事 ハ既 二動 カスベ カラザル事 ノ如 シ ト
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難 モ、此慮 二注意 セザルベ ヵ ラザルハ病症初期

或 ハ結核性疾 患ニ感受 シ易キ罷i質者 ノ血液 「リ

ボ イ ド」量 ニシテ茜 ダ吾人 ノ興味 テ ソ・ルモノ

アル ガ故 ニ、此塵 ニ記述 セン ト欲 ス｡

即 チViktorHinzel24)ノ 、69人 ノ實験例 二就 テ

鎖 骨下早期浸潤 ノ場 合、 「コレステ リン」バー時

低下 シ、第 二期 ニ至 リ免疫現 象 ノ上昇 スルニ及

ンデi'コ レステ リン」償 ノ次第 ニ上昇 スル ラ報 ゼ

リ、 叉宮澤(1ηハ硬 化型 或ハ限 局性早期浸潤、初

期 肺結核患者 ニ シテ、多 クハ豫後良好 ラ,曽、ハス

ガ如 キ輕症者 二於 テ、 「コ レステ リン」償 ガ正常

値 ヨ リー時減少 シ、鞘 丸病症噛悪 スルー及 ンデ、

壇量 シテ正常値 ヨリ高 クナル、然 ルニ病症更 ニ

増悪 ス レバ、 再 ビ減少 シ來 ルラ認 メ得 タ リト、

即 チVictorHinze/1溌 テ肯 定 セ リ｡氏 ・・之 二

就 キ免疫現象 ノ未 グヨク招來 サ レザ ル早期 ニ於

テ「コ レステ リン」ノ減少 テ來 スナルベ シ ト推察

セ リ、更 ニ氏 ハ渡邊⑯ ノ報 告例 二就 キ次 ノ如 キ

推定 テ下 セ リ、帥 チ渡邊 ガ輕症茄結 核患者 二於

テ重症例 ニ於 テ ノミ見 ルガ如 キ血清 「コレステ

リン」値 ノ甚 グ低 キモ ノアル テ注意 シテ之ハ疾

病進 行 セル ガ爲 ニ惹起 サ レタル減少 トハ全然其

ノ意味 ラ異 一シMjassnikow(25)モ 云 ヒシガ如

久 其 ノ個膿 ノ性質 ニ ヨルー種 ノ例外 ナ リト見

倣 スペキモ ノナ リ ト主張 セルモ、 之 ヲ余(宮 澤)

及 ビVictorHinzeノ 成 績 ヨリ推 定 スルニ恐 ラ

クノ・感染初期或 ハ早期 浸潤 ニテ未 ダ冤疫現象招

來 サ レザル時期 一入ルベ キモ ノナル〈ごシト、更

ニ氏 ハ言 ヲ績 ケテ 日 ク感染初期 一ハ 確 ニ 血液

「コ レステ リン」量 ハ低下 スルモ ノー シテ、他方

古來脂肪 ニ乏 シキ食物 ヲ與 ヘ タル動物 ノ・結核菌

ニ侵 サ レ易 シ ト云 ヒ、又Bonchard,Dabelle

ハ脂 肪 テ浦化 シ難 キ人 ハ結核 感染 ヲ受 ケ易 シト

云 ヒ又 「リパー ぜ」債 ガ先天的 ニ低 キ海狽 ノ・結核

菌 ニ侵 サ レ易 ク、 「リパー ぜ」憤高 キ犬 及 ビ白鼠

ノ・甚 ダ其 ノ抵抗張 キ事等 ヨリ考 フルモ血液 「コ

レステ リン」含有量少 ナキ個人 ハ結 核菌 ニ侵 サ

レ易 ク、或 ハ漕 在性 ヨ リ活動性 ニ轄化 シ易 キモ

ノナ リ ト推論 シ得 ル ト述 ベ タ リ｡

鄙 チ宮澤、VictorHinze等 ノ設 ト從 來 ノ設 ヲ総

括 ス レバ最 モ初期 二於 テ免疫現象 ノ未 グ充分 ナ

ラザル時期 ニ「コレステ リン」ノー時的低下 テ示

シ梢 支病症檜悪 スル時 ニ、正 常値或 ハ増 加 テ示

シ來 ル、然 ル ニ更 二檜悪 スル時 ノ・此 庭 二持績 的

ノ顯 著 ナル低 下 ヲ示 シ來 ルナルペ シ ト｡

第 三 節 「ツ ベ ル ク1,ン 」反 雁 卜

血 清 「リポ イ ド」

次 ニ血清 「コ レステ リン」ト「ツベル ク リン」反鷹

ノ關係 テ見 ルニBaylacu.Sendrail「2Sノ ノ・、 皮

膚反慮 ト平行 關係 テ有 シ、年少 者ニ シテ皮膚 反

慮彊陽性 ナルモ ノ程 「コ レステ リン」償 ノ低 キテ

示 ス ト云 フ、 又Gaston,Parturie('2t)ノ 等 モ彊 反

慮 テ呈 スルモ ノニ於 テ「コレステ リン」償 ノ低下

テ詮 明 セルモ、渡 部及 ビ宮澤等 ハ其 ノ間直接關

係 テ認 メ得 ズ ト報ti-■L・リ、 又Salomonet

Patter〔30)等 ハ 「ツ〈ごル ク リンア レルギー」ハ 「コ

レステ リン」 ノ減少或 ハ増量等何 レノ場合 ニモ

來 リ得 ル ト構 シ其 ノ間 ノ關係 テ認 メズ｡

第 四節 全 身症 状,熱 卜血 清 「リ

ボ イ ド」量

次 二全 身症駄及 ビ熱 ト血1青「コ レステ リン」量 ノ

關係 ラ見 ルーChauffard,Laroche,Grigant

et.Reghei'12)Henes'i3)等 ノ、、有熱者 ノ、無熱者

ヨリモ「コレステ リン」償低 ク、無熱者 ニ ア リテ

モ全身症状悪 キモ ノニ於 テ、特 ニ低 シ ト報 ゼ リ、

然 ルニHenes,Fisleru.Laub(31)等 ノ・熱 ノ有

無 トハ關係 ナ シ ト云 ヘ リ、又、attoni(32)モ熱 、全

身症状 トノ特 別關係 ナ シト云 ヘ リ｡

第 五 節 結 核 性 疾 患 二於 ケ ル 「レ

チ チ ン」卜「ヒ ヨ レス テ一リ ン」ル相

互 關 係 呂就 テ

次 二「レチチ ン」ト「コ レステ リン」ノ相互 關係 テ

見 ルニ雨 者ハ生罷 ノ植物 性機能 ノ攣 化 ニ際 シ能

ク生理 的 ノ拮抗作用 テ有 スルモ ノニ シテ、 更 ニ

約言 ス レバ 「ヒヨ レステ リン」ハ 生理作用 二 當

リ、1-Ca」 及 ビ「H」拉 ニ 「ア ドレナ リン」 ノ側 二

立 チテ、交感紳経性 機能 二關與 シ、「レチチン」ハ
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之 ト反 封 二「K」及 ビ「OH」虹 二 「ヒョリン」ノ側

ニ立 チテ副交感紳脛 機能 ニ關與 スル ト｡即 チ「コ

レステ リン」 ノ縄 封的又ノ、相 封的増量 ハ、交感

帥脛 興鷲 ニ際 シテ、 惹起 セ ラレ「レチチ ン」ノ曾

量 ノ・副交感紳経 ノ興 奮 ニアタ リ出現 スルモ ノナ

リ.扱 テ以上 ノ如 キ見地 ヨリ結核 性疾 患 ニ於 ケ

ル雨者 ノ關係 ヲ見 ルニ次 ノ如 シ｡

渡 邊⑳ 一 ヨレバ結核 性疾 患 ノ進行 ト共 一 「レチ

チン」・・減少 ス レドモ、「コ レステ リン」ノ減 少程

度顯著 ナルモノニ非ズ、随 ツテ「レチチ ン」「ヒヨ

レステリン醐 自Pチ「ヒ浮
レ≒辛1ン 」現 ル

ニ健康 者 ヨリモー般 ニ低 下 シ來 ル ト云 フ.故 二

結核 性疾 患 ニ於 テハ植物性機能 ハ交 感帥経機能

緊張低 下 ニ向 ツテ鍵 移 スル ト推 論 シ得 ベ シ ト設

ケ リ｡

然 レ ドモ雨者 ガ全然 相反 セル結果 ラ示 セ リト云

フガ如 キ報 告者 ノ・甚 グ稀 ニ シァ綻 一Erber(33)

於 テ之 ラ認 メタル ノミ、他 ハ何 レモ、其 ノ増加

或 ・・減 少卒 二多 少 ノ漿動 ハ アレ ドモ結核性疾患

ニ於 テノ・雨 者殆 ン ド相俘 ヒ或 ハ減少 シ或 ハ壇量

スル ト、Fernandez,c34)Renning,(35)Swieany,

Weathersu.Lucille,MecluskeyrL'2]d辻(9)等 ノ、

何 レモ之 ニ蜜窒セ リ｡

更 ニ宮澤 ハ総 「つ レステ リン」封 「コレステ リン

ヱ ステル」 ノ關係 二就 キ面 白キ隷告 テナセ リ,

自ロチ「コ レステ リンヱ ステル」ノ、糸愚「コ レフ・テ リ

ン」ノ6〔}.096テ 占 メ其 ノ清長 ・・輕症 ノモ ノニ於

テ平常償 二在 レ ドモ病症 ノ進 ム ト共 ニ、「コ レス

テ リンエ ステル」・・著 明ニ減 少 シ來 ル、斯 ノ如 キ

糖 「コ レステ リン」封 「ヱ ステル」減 少 ノ關係 ラ他

ノ疾 病 ニ求 ムルニ唯、肝臓疾 患 二於 テ ノミ之 ラ

認 ムルニ過 ギズ、 然 ・レニ之 ノ關係 ガ肺結核 二於

テモ亦同一 ノ關係 ニ在 ルガ故 ニ、 之恐 ラクハ結

核 毒素 ニ ヨ リ肝臓 ノ機能障得 テ起 セルニ起因 ス

ル ナルペ シト｡

第六 節 結 核 性疾 患 島於 ケ ル血

清 「りボ イ ド」ノ消長 卜其

ル因子 二就 テ

因子 トシテ数 フベキモノニ大禮次 ノ四種 アリ、

即 チ

1.

2.

3.

4.

消化器系統 ヨリノ脂肪吸牧 ノ檜減

排泄作用 ノ増減

罷 内ニ於 ケル攣化 ノ充進或ハ減退

禮 内組織間ニ於ケル移動歌態

以上 ノ四條件 ニ就 キ宮澤 ノ詮 ヲ抄述 スルニ次 ノ

如 シ｡

清化管 ヨリノ吸牧 關係 二就 テ・・、 重症 者 ニ シテ

食物撮 取減 少 シ、脂肪撮 取減 少セル ガ爲 ニ血 清

「リボ イ ド」量モ減少 スルナ ラン ト思考 シ得 ベキ

モ、初期 ノ減少、更 ニ進行 セル時期 ノ1時 間檜

量 ハ詮 明 シ得 ズ ト｡

排 泄 ニ關 シテハ主 トシテ肝臓 ニ ヨリテ行 ノ・ル ト

錐 モ、肝臓 ノ機能 障碍 ハ反 ツ テ「ヒペル ヒョレス

リ子 ミー」 ラ起 スモ ノナルガ故 二重症期 ノ減少

テ設明 シ得 ズ｡

禮 内ニ於 ケル憂 化 ノ充進 或 ハ減 退 ニ就 テハ最近

肺 ガ、 呼吸作 用 ト共 ニ血液 脂肪 新陳代謝 トモ密

接 ナル關係 アル事 ハ事實 ニ シテ之 ノ關係 二就 キ

テハ 「リパー ビ」設、 「リボ ペキ シー」設、 酸化作

用設 等 ヲモツテ読 明 セ ン トセ リ、故 ニ結核菌乃

至毒素 力直接或 ハ間接 ニ肺臓 ニ作用 シ其 ノ消長

關係 ノー一因 テ形成 スル ニ非 ザル ヤハ考 フル所 ナ

リ｡

次 ニ禮 内組織聞 二於 ケル移動状態 ニ就 テノ、、血

清 「リボ イ ド」ガー定 生理的}伏態 ニ在ル時 ハ、組

織 ノ脂肪含有量 トノ間 二、平行状態 テ保持 シ得

ベ キモ、結核菌乃至毒素 ガ 艦組織 二 作用 シ其

ノ關係 ラ破 ルモ ノニ非 ズヤ、特 ニ脂肪沈著著 明

ニ シテ、或 ハ膿 内「コ レステ リン」合成 ノ起原地

ナラン ト設 カル ・網 男犬織 内皮細胞組織系統 二封

スルレー定刺戟 ニ ヨリ或 ハ増 加 ラ來 シ、 或 ハ填塞

シテ其 ノ減 少 ヲ來 スニ非 ズヤ ト思考 セラル ト.

以 上記述 スル所 テモ ツテ、血清 「リボ イ ド」ノ生

物學的諸種現象 二封 シ其 ノ意味 ノ重大 ナル ト共

ニ結核性疾患 ニ封 シテモ亦甚 ダ複i雑ナル關係 テ

示 シ、診断、 豫後 判定或 ノ・治療的方面 ニモ重大

ナル意義 アルラ思ハ シム｡

第 七 節 絢 括
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「リボ イ ド」特 ニザコ レステリン」ノ生艦 ニ必要 ナ

ル所以 ノモ ノノ・勢力代謝 ノ上 一「ヱ子ルギー」ノ

根 元 トシテ働 ク ヨリモ寧 ロ調 節代謝 ノ上 一必要

ナルモ ノナ リ、而 シテ血 清 「リボ イ ド」ノ由來 二

關 シテハ膿 内合成 ニ ヨル ト主張 スルモ ノアレ ド

モ亦 消化管 系統 ヨリノ吸牧 二主 テオクモ ノア

リ、之 ニ左担 スルモ ノ多 シ、其 ノ血 中 ニ存在 ス

ルヤ遊離歌態 トシテ或 ハ 「ヱ ステル」獣態 トシ

テ又 「フ,ス ファチー ド」ト結合 シ、 又血溝 「グロ

ブ リン」 ト抱合 シ自己 ノ膠 質安定度 テ保 ツガ如

シ｡

其 ノ排泄 セラル ・ヤ、 皮膚、 腎臓 ニモ ヨル ト錐

モ其 ノ大部分 ハ脆 汁 ト共 ニ排泄 セ ラル ト、 血液

内 ノ量的調節 二關 シデハ、網状組 内皮細胞及 ビ、

「コ レステ リナー ゼ」一 ヨル ト云 フ
、而 シテ「コレ

ステ リン」ノ働 タル ヤ脂肪 新陳代謝、抗絢屡病

性、石灰沈著 ノ助長等 ノ外、「レチチ ン」ノ赤血球

崩壌作用 テ有 スル ニ封 シ之 ハ其抵抗 ラ高 ムル ト

云 ヒ、更 二種 々 ナル消毒藥 ノ数 力 ラモ減退 セ シ

ムル ト云 ハル、又 ワッセルマ ン反癒、赤 価 求沈

降速度、血液像等 ニ封 シテ重 要 ナル關係 ヲ有 ス

ト云 フ｡

結 核性疾患 ニ於 テハ或 ハ檜量 スル ト云 ヒ或 ハ減

量 スル ト構 ス レドモ最近 ノ研究 一ヨ レバ、経過

良好 ナルモ ノ或 ハ碩化型 二於 テ増量 シ、塘 悪 セ

ル モノ或 ノ・滲 出型 ニ於 テ減少 スルガ如 シ、 又免

疫現象 未ダ完成 セザル結核感染初 期 ニ於 テー時

的、 「コ レステ リン」ノ減少 テ來 シ、 之 ヨリ病勢

稽 丸進 ム時増量 シ來 レ ドモ、更 二壇 悪 シテ再 ビ

減量 シ、以後病勢 ノ増 悪 二從 ヒ盆 支轄 化 シ終 ニ

ノ・死 ニ至 ル ト｡

更 ニ之 ヨリ推論 シテ血液 脂肪 量 ノ少 ナキ者 ハ結

核感染 テ シ易 ク又活動 性 ニ韓 化 シ易 キラ示 スモ

ノナ リ ト｡

「レチチン」
、 「コレステ リン」雨者 ノ關係 ラ見ル

ー、一般 二其 ノ堆1減 ノ度 ハ「コ レステ リン」著明

ナ リ ト錐 モ、全然相反 スルガ如 キ事 ハナキガ如

シ、叢熱、一般症状、或 ハ「ッペル ク リン」反 慮

トノ關係 ニ就 テ・・未 ダ決 定 セラル ・ニ至 ラズ｡

第五章 結核性疾患島於ケル血清蛋白、繊維素原及ビ甑液獲鯨窒素量二就テ

第一節 血清「アルレブミン」及 ビ「グロプリン」

第二節 繊維素原

第三節 残餓窒素

第 一 節 血 清 「ア ル ブ 三 ン」

及 ビ 「グ ロ ブ ロ ブ リ ン」

結核性疾患 ニ於 ケル血液蛋 白量或 ハ繊維素原 ノ

動揺 二關 シテノ、其 ノ研究報告枚塞 二逞 ア ラズ、

且 ツ其 ノ成績 モ大差 ナキガ如 シ｡

随 ツテ結 核性疾 患 ニ於 ケル蛋 白清長 ノ關係 ハ、

量 的検 索 ヨリモ、寧 ロ種 々ナル血 清蛋白相互 ノ

密接 ナル關係 テ知 ル事 ニ興 味 ノ中心移動 セルガ

如 シ｡之 ニ關 シテハ血清學的非特異性結核診断

法 ノ條 下 二詳 述 スル事 トシテ、 砒庭 ニハ簡輩 二

記述 セン ト欲 ス｡

血 清蛋 白 ノ生理的拉 ニ病的歌態 二於 ケル各種 蛋

白 ノ分量 的比例 ノ研究 ハ、'古 ク ヨリ好研究題

目 トセ ラレ、 其 ノ業績 モ亦少 ナ カラズ｡即 チ

Langsteinu.Meyer,Frben,Morowitz,

MUller,等 ハ、血清 「グロブ リン」二封 スル、血

清 「アル ブ ミン」ノ關係即 チ血清蛋 白率 二關 シ、

種 々ナル研索 ヲ行 ヒ、急性傳染病 ノ恢復期或 ハ

人 工免疫等 ニ關 シ、特 ニ吾人 ノ興味 テ引 クモ ノ

アル ラ報 告 セ リ｡

特 ニ細胞破壌 ノ盛 ナル疾病、或 ハ禮 内毒素形成

ノ盛 ナル疾病 ニ於 テ、 之 ノ蛋 白比率 テ決定 スル

事 へ 診断或 ハ豫後判定 ニ最 モ大切 ナル事 ニ シ

テ、斯 クノ如 キ病的}伏態 二於 テハ、 蛋白分解 産

物及 ビ血液 ノ膠質駄態 テ攣 化 セ シム、即 チ分

散相 ノ分散 度 ラ減 ジ、粒子大 トナ リ所謂Grob-

disperseSeite二 移 行 ス
｡之 圭 トシテ血清 「ア

ル ブミン」減 少 シ「グロブ リン」或 ハ繊維 素質 ノ

増加 ニ起 因 スル モ ノナ リ｡

今 生理 的状態 ニ於 クル 「アルブ ミン」「グ ロブ リ」

比率(含比牽)ラ齢 述 ブレバ次 ノ女ロシ.
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AAlb
uminGl・bulinEiweiBquatient石

Hammerstein60

Lewinski5S-6S

Joachim53-70

Hoffmann65-72

Alder60-SO

茂 在65--SO

40

42-32

47-40

35-28

40-20

35-20

1昭50

1.39一2.12

1・13-2｡33

1.S6-2.57

1.50-4.00

1.86-4.00

血 清 ノ蛋 白 含 有 量 ノ・、 動 物 ニ ヨ リテ 著 明 ノ差 異

ア リ、 且 ツ 「ア ル ブ ミ ン」、 「グ ロ ブ リ ン」ノ量 モ

種 々 ニ シ テ、 犬 、 鼠 ハ 人 間 、 馬 、 牛 、 家 兎 等 ト

全 然 反 封 ニ 「グ ロ ブ リ ン」ガ 「ア ル ブ ミ ン」ヨ リモ

其 ノ量 多 シ ト云 ・・ル｡

懸 艦ニ於 ケル含牌 へ 比較的安定 ノモノー

シ テ 、Bircherハ6ケ 月 ノ永 キ ニ 亙 リ系 統 的 観

察 テ行 ヒ タ ル ガ、6.8乃 至7.4%ノ 動 揺 テ 示 ス

ニ 過 ギ ズ ト云 フ、 又,Alder,茂 在 〔4)(5》氏 等 ・・、

筋 肉 努 働 或 ハ 食 物 囁 取 ニ ヨ リ テ ノ・大 ナ ル影 響 ナ

シ、 タ ・"磯 餓 状 態 ニ テ ハ ー 定 ノ影 響 ア リ ト云

フ^

叉探 血部位 ニヨ リ、或 ノ・採血法 ニ ヨ リー定 ノ影

響 或 ノ・攣化 アルガ如 ク、LUthy(35'ノ ・之 二關 シテ

面 白キ結果 テ得 タリ、 帥 チ氏 ハ静脈穿刺 ニ ヨル

場合 ト指尖 ヨリ採 血 スル場合 ニ於 テ蛋 白量 ヲ比

較 セルニ、静脈穿刺 ニ ヨ レルモ ノへ 侮常、 蛋

白含有量多 カリキ ト云 フ、又麗血時間 ノ長短 ニ

ヨリテモ相當 ノ影 響 アルガ如 ク約1.8%ノ 差 異

テ生 ゼ リ ト云 フ｡

扱 テ病的}伏態 ニ於 テノ・前述 スル ガ如 ク、血清 「ア

ルブ ミン」ガ減 少 シ「グ ロブ リン」ガ壇加 シ來 リ、

膠質安定度 ノ低下 テ起 スモ ノナルガ、之 ノ際最

モ密接 ノ關係 アルノ、Doerru.Berger等 ニ ョ

レバ1オ イグロブ リン」ナ リ ト云 フ｡

「オ ィグ ロブ リン」ノ・膠質安定度 ラ掌 リ
、且 ツ「ア

ル ブ ミン」 ノ凝 固作用 ラ防止 スル等、各種病的

刺戟 ニ封 シ生禮保護 ノ意 義 ニ於 テ重大 ナル意義

ラ有 スル モノナ リ ト｡然 レ ドモ、 且erzfeldu.

Klinger(3)ニ 随 ヘバ血液 内各種 蛋白即 「グ ロブ リ

ン」「アル ブ ミン」或 ハ織維素原等 ノ・、全然相異

ナル モ ノー非 ズ｡織 維素原 ノ・血 漿蛋 白 ノー ツニ

シテ血 「アル ブ ミン」「グ ロブリン」トノ間 ノー定

ノ移行 關係 ア リ ト云 フ.之 一 ヨリ血清、 蛋 白 ノ

移動 アル所、血 漿炭 白モ亦 移動 スルハ推 知 シ得

ル所 ニシテ、 各種疾病 ニ於 テ 血漿 ノ構造 ガ、

GrobisperseSeite移 動 スル ノ事實 ハ、近 來殊

二赤 血球沈 降速度 テ検 索 セル識 者間 ニ論議 セ ラ

ル ・所 デアル｡即 チ血清蛋 白 ノ由來 二關 シテハ

種 々 ノ説 アリ、Alderハ 血 液有型 性分 ト同様 ニ

骨髄 ニ其 ノ源 テ求 メ、Herzfeldu.Klinger等

ハ縮 テ罷 細胞 テ供給 地 ト認 メ、或 ハ又肝臓 テ蛋

白形 成臓器 ト考 ヘ タ リ、然 レ ドモ最 モ多 ク信 ゼ

ラル ・所 ハHafner,:32)Arnedu.且abner(33)

等 ノ主張 スルOrganeiweiBノ 退 行攣 性 ニ ヨリ

維 ヘズ血 行中 二移行 スルモ ノナ リ ト云 フ.斯 ク

シテ作 ラレタル血清 蛋白 ハ急i速ニ分解 シテ、 繊

維 素原 テ経 テ血清 「アル ブ ミン」、 「グロブ リン」

ニ移行 シ、更 ニ 「アルブモー ゼ」及 ビ「ボ リペ プチ

ー ド」ラ経 テ、 終 ニ腎臓 肺 ヨリ排泄 セ ラル ・モ

ノナ リト云 フ｡

之 ノ流 ハ間断 ナ ク生罷 二起 レルモ ノー シテー朝

或 ル種 ノ疾病起 ランカ、新 陳代謝 ノ憂 動、次 デ

組織破壌 ノ速度 テ檜 シ之 ノ流 ハ盆 蛇速度 ラ加ヘ

テ此塵 二血漿拉 ニ血清蛋 白 ノ壇加 ヲ誘 陵 スルモ

ノナ リ ト玉 ハル｡

然 ラバ結核 性疾患 ニ於 テノ・斯 ノ如 キ蛋 白質 ノ液

ノ、如何 ナル影響 ラ受 クルモ ノナ リヤ｡

Alder,(4・5)Bricher,(2s)Pertes,(2D)Brieger(30,

Petschacher(3i)等 ニ随 ヘバ血」青「グ ロブ リン」ノ

増加 ト結核性病攣 ノ程度 トハ常 ニー定 關係 ラ保

ツガ如 ク、著 明 ノ増 量 ラ示 セルモ ノハ多 ク第 三

期 二属 ス ト、Alderノ ・「グロ ブ リン」償 ノ上昇程

度 ハ豫後判 定 テ下 ス ノー 目標 タ リ得 ベ シ ト｡

叉Brinkmann(7)ハ 赤 血球沈降速度 ト共 ニ血1青

蛋 白ヲ昭測定 セル結果 ニ ヨレバ、從 來設 カ レタル

ガ如 ク、 肺結核 ノ憂後 ト常 ニ必 ズ シモー致 スル

モ ノニ非 ザ レ ドモ、撒 同反復測 定 スル事及 ビ臨

躰的所見 ラ参酌 スル時ハ、 又良 キ豫後判定 ノ補

助 トナ リ得ベ キテ述 ベ タ リ.

山 口(8)氏ハ又初期 ヨリ血 清 「グロブ リン」ノ檜加

スルテ報 ジ、病症悪化 ト共 ニ其 ノ著 シキラ見ル
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べ 久 良 キ豫後判 定法 ナ リト｡其 ノ他Gasseli

u.Maier,(8)Scheurlen(9)淺 井(10)氏等 モ同様 ノ

報 告 テナセ リ、然 レドモLuthyノ ・此虎 一「グロ

ブ リン」量 ノ著 明 二減少 セルー例 テ報告 セ リ、

即 チ診患者 ハ腹部淋 巴腺結核 ノ下腔大静脈 ニ破

レ、急劇 ナル粟粒結核 テ起 セルモ ノー シテ、死

ノ前9日 ニノ、「グロブ リン」量45.0竜 、2日 ニ

6.50竜 ニ シテ、赤血球沈降速度 モ1時 間4粍 、

2時 間9粍 、24時 間2{粍 ナ リシ ト云 フ、斯 ク

ノ如 キ例 ・・NeerGoard〈3a氏 ニ ヨリテ嘗 ツテ報

告 セラ レタル所 ニシテ、其 ノ理 由ハ不明 ナ レド

モ惟 フニ結核性攣化甚 ダ急劇 ナ リシ爲 二、未 ダ

滲 出性 ノ攣 化 テ 起 スニ 至 ラザ リシ爲 ナ リト云

フ｡之 ノ滲 出性結核 二於 テ血清蛋 白量 ノ増加比

較 的多 ク、硬結 性結核 二檜量 少 ナキ事 二關 シテ

ハ尚 ホ今後 ノ研 究 二待 ツベ キ所多 シト難 モ、

LUthy(35)ノ 研 究 一・・t一ヨ レバ大罷 二於 テ誤 ナ キガ如

ク、之 ニ ヨリテ病型 ラ匠別 シ得 ル ノ時期 アルベ

シ ト五 フ｡

次 ニ血清総 蛋白 量二關 シテ、LUthyノ ・結核性疾

患 二於 テハ急 性傳染病 ノ如 ク規 則正 シキ攣化 ハ

認 メ難 ク、 随 ツテ 臨躰的意義少 ナ キラ主張 セ

リ、又Schienderal25)Brinkmann(7月 等 ・・初期

或 ハ輕症者 ニハ殆 ン ド攣 化 ラ認 メザ レ ドモ、病

症進行 ト共 二檜 量 シ、重症或 ハ末期 ニハ再 ビ減

量 シ來 ル ト云 フ｡随 ツテ総 蛋白量 ノ減 少ハ、多

クハ豫後不 良 ラ意味 スルモ ノナ リ ト云 フ｡・

之 ヲ要 スルニ結核性疾患 二於 ケル血清蛋 白特 二

血清 「グロブ リン」病症 ノ経過 ニ随 ツテ増量 シ、

含比率・・減少シ瓶 然 シ問題ハ如何ナル醸
ニマ デ之 テ診断豫後判 定等 二用 ヒテ誤 ナキカ ノ

鮎 ニ在 リ｡然 レドモ撒 同 ノ反覆検索 ト、臨躰的

所 見 ノ総合 ニ ヨリ、 一定 ノ補助診断 法 トナ リ得

ルノ・確實 ナル ガ如 シ｡血 清総 蛋白ハ種 々 ノ條件

ニ ヨリ動揺著 明 ニシテ臨 躰的意義 ハ見出 シ難 キ

ガ如 シ ト錐 モ、初期 ニハ不憂、 病症進行 ト共 二

増加、 末期 二於 テ梢 ≧減少 シ來 ル事 ハ誤 ナキガ

如 シ｡

第 二 節 繊 維 索 原

次 二繊維 素原 ノ量 的關係 ニ就 テノ・、大艦病症経

過 ト蚊行的 二、或 ハ「グロブ リン」ノ清長 ト相俘

ヒ増加 スルガ如 シ｡以 下織維 素 ニ就 キー言 セ ン

ト欲 ス｡

繊 維素原 ハ輩 二、血液 凝固作用 二必要鋏 クベ カ

ラザル ノミナラズ、免疫學 上、 血液病理學 上、

重要 ナル意義 テ有 スル事 ハ、諸家 ノ認 ムル所 ナ

リ｡

織 維素原 ハ、 既 ニ知 ラル ・ガ如 ク、肝薇、 脾臓｡

骨 髄等 ニテ作 ラル ・モ ノー シテ、肝臓 切除 ニ ヨ

リテ減 少 シ、 又化膿菌 ヲモツテ家 兎 テ免疫 スル

時、血液 及 ビ骨髄 中 ノ繊維 素原 ノ増加 ヲ來 ス ト、

F6ster'i2)ニ ヨ レバ健康 入 ノ血液 内繊維 素原 ・・、

血液]OO¢E中.男 子 ノ・163m.gr.女 子179m.gr.

ニ シテ、25m.gr.ノ 差 テ生 ジ、血 漿 ニ於 テノ、、

男子332m.gr.女 子344m.gr.ニ シテ 其 ノ 差

50m.gr.ノ ・生理的動揺範 園 ナル(・シ ト｡

然 レドモ、囁食 後或 ハ鰻餓歌態 ニ於 テ、殆 ド影

響 テ受 ケザルノ・、血 清蛋 白 ト梢 支異 ナル所 ニシ

テ、即 チGram(13)藤 原 氏等 ハ食事囁取 ニ ヨ リ、

Whippe・ ・磯 餓状態 二於 テモ其 ノ量 二憂化 ナキ

ラ報 ゼリ、然 シ各種疾 患 ニ於 テ其 ノ含有 量 ノ墜

化 アルハ、夙 ニ知 ラル ・所 ニ シテ、特 二肺 炎菌、

連鎖封犬球菌、 其 ノ他 ノ化膿菌 ニ ヨリテ著 明 ノ檜

加 テ來 ス ト、即 チPfeiffer(1の ノ、腸 「チフス」、「マ

ラ1;ヤ 」敗 血症(局 所病竈 ラ除 ク)腎 臓疾 患(尿 毒

症)ニ テハ攣化 ナ ケ レ ドモ、肺 炎、急性 關節 「リ

ユマ チス」、丹毒、狸紅熱及 ビ急性腹膜 炎二著明

ニ増量 シ、 又徽毒性庶広 子滴或 バー般 ニ各種

組織 崩壌 ノ盛 ナル疾病 ニ檜量著明 ナル事報 ぜラ

ルレo

然 レ ドモ肝臓疾患 ニ於 テノ・Kringeru.Hiege

等 ノ・、 往々低下 スル ラ報 ゼ リ｡又Schindera

ノ・狸紅熱患者 二於 テ、繊維素原 ト「グロブ リン」

ノ關係 ヲ病症経過 二慮 ジテ観察 シ次 ノ如 キ結果

テ得 タ リ、 即 チ蛋 白膿 ノ中、繊維素原 ガ最 モ初

二増 加 シ之 ガ最多量 二達 セル後 一「グロ ブリン」

ノ増加 著 明 トナル｡而 シテ織維素原 ノ檜量持緬

期 間ハ比較的短 シ ト云 フ.
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次 ニ結核性疾患 ニ於 ケル織維 素原 ノ態度 ラ見 ル

ニWinternitz(25)・ ・肺結核患者 ニ就 キテ、之 ガ

検索 テ行 ヒ、肺 炎性、滲 出性(及 ビ腸結核)二 於

テ顯著 ナル檜 量 ラ來 セ ドモ硬憂性及 ビ氣管枝結

核 二於 テハ中等度増 量 テ示 シ、潜唯 性、乾性肋

膜 炎ハ殆 ン ド正常値 テ保 テ リ ト、然 シ繊 維素原

ノ測 定 ニ ノミテモツテハ、 診断 ノ用 二供 シ得 ザ

ル ラ詮 ケ リ｡ .又Schinderal18)ノ ・淋巴腺結 核 二於

テノ・、 未 ダ蛋 白像 ノ攣 化テ見出 サザ レ ドモ、 之

ラ重症腸結核 ニ就 テ見 ルニ、総 蛋 白ハ減 少 シ、

織 維素原及 ピ「グ ロブ リン」ハ反 ツテ壇量 シ來 ル

ト｡又 肺結核患者 ニ就 キテノ・次 ノ如 キ成績 ラ得

タ リ｡師 チ、初期輕症 ノモ ノノ・殆 ン ド墜化 ラ認

メ難 ク、滲 出型ハ著 明 ノ増量 ヲ來 ス｡而 シテ硬

度性 ハ雨 者 ノ中間 ニ在 リト｡又 前 田(19)氏ノ・外科

的結核 ニ於 テ赤 血球沈降速度 ト共 二繊維素原 ノ

検査 ラ行 ヘルー、臨躰的所見 ニ封比 シテ厘 く其

ノ成績不定 ノ事 ア リト報 ゼ リ｡

然 シAlder(4〕(5)Nast(20)山 口(36)Frisch⑳ 等 ハ

病竈 ノ分布或 ハ進行程度 ト、 ヨ リー致 シ檜量 ス

ル ラ報告 ス｡

次 ニ之 テ滲 出性肋膜 炎二就 テ見ルニ、繊維素原

及 ビ血清蛋 白 ノ消長關係 ハ伊藤吻氏 二随 ヘバ全

然其 ノ趣 ラ異 ニス ト、帥 チ織維原 ハ襲熱、滲 出

機轄等 ノ壇悪 ト共 二盆 」曾量 シ、輕快 ト共 ニ減

少 シ來 ル ト｡然 ル ニ血溝蛋 白 ノ憂動 ハ之 ト逆 ニ

シテ疾病 旺盛期 ニハ、却 ツテ低債 ヲ示 シ、恢復

期 ニ向 フニ随 ヒ増 加 シ來 ル｡故 二血清蛋 白 ノ消

長 ハ肺結核 ノ場 合 ト其 ノ關係 ラ異 ニス、然 ラバ

之 ノ雨者 ノ關係 ラ如何 ニ設 明 スルカ ト云 フー、

伊藤 氏ハ、大量 ノ滲出液 ニ其 ノ原因 テ有 スベ 久

一定 ノ疾病 ニ於 テ血漿或 ハ血清蛋 白 ガGrobdi-

sperseSeite二 移 行 シ行 クハ 、前述 セル所 ナル

ガ、肋膜腔内 二移 行シ得 ル血 漿蛋白各成分 ノ移

行能 力 二分子 量 ノ大 小 一 ヨリ難 易 アルベ シ｡即

チ血清 「グロブ リン」ハ血 清 「アル ブ ミン」ヨリモ

移行 シ難 ク、繊 維素原 ニ於 テハ、 夏 ニ困難 ナル

ベ シ、 故 ニ肋膜 炎 ノ滲 出機轄 ノ盛 トナルニ随 ヒ

血漿 蛋 白ハ、肺結核等 ニ於 テ見 タルモ ノヨリモ、

更 二著 明 ノGrobdesperseSeite二 偏 移 シ行

ク｡而 シテ病症輕 快 ト共 二血清蛋 白 ノ檜加 ラ來

タ シ、 コノ性質 ノ緩 和 ラ來 スナルベ シト｡又 中

瀬、 藤井氏等 モ血清蛋 白及 ビ蛋 白係数 ハ滲 出液

ノ増 量 二件 ヒ減 少 シ、滲 出液 ノ後退 ト共 ニ増加

スルテ認 メ タリ、 而 シテ滲 出液 ノ後退 セザルモ

ノノ・、 不攣 ナルカ、或 ハ減 少 テ見 タ リ ト、繊維

素原 ハ之 一反 シ滲 出機轄 ノ消長 ト常 二正比例 シ

攣 動 セ リ ト、然 シ小川㈱ 氏 ハ織維素原 トノ關係

テ認 メ得ズ ト報 告 セ リ｡

第 三 節 獲 饒窪 素

次 二結核性疾患 ニ於 テー定時期 ニ窒 素平衡 伏態

破壌 セラレ蛋 白分解 ノ病的充進 アルハ前述 スル

ガ如 ク疑 ナキ所 ナ リ、之 ノ蛋 白分解 ハ大 部分 ハ

正常 ノ分解経路 テ トルベ キモ、其 ノー部分 ハ少

ナ クモ、 結核 菌毒素 ノ影響 ニ ヨ リ充進 セラル ・

ハ疑 ナキ所 ナ リ｡

随 ツテ之 ノ窒素平衝駄態 ノ破壌拉 二蛋 白分解 ノ

歌態 テ知 ルハ結核病機 ノ探究 二或 ハ患者 ノ榮養

擁 取二封 スル治療上 ノー指針 タ リ得 ベ シ｡

之 ノ貼 ニ關 スル文献 ハ少 ナカラズ ト難 モ其 ノ成

績 ハ甚 ダ匠 々 タ リ、宮井⑯氏 ハ家 兎結核 ニ於 テ

血糖拉 ニ残飴窒素量 ヲ測 定 シ次 ノ如 キ結 果 ラ得

タ リ

家 兎ニ結核菌注 入後、血糖 拉 ニ残絵窒 素量ハ減

少 ス レ ドモ、殊 二後者 二於 テ著 明 ナ リ ト｡而 シ

テ病 機 ノ進行 ト共ニ血糖 ハ減 少 スル傾 向 ア レ ド

モ残飴窒素量 ハ増加 スル ノ傾 向 ア リ、然 シ全膿

テ通 ジ其 ノ攣 化ハ著 明 ナルモ ノー非ズ ト云 フ、

之 テ禮重 トノ關 係ニ就 テ見ル ニ血糖 ハ膿重減少

ト平衝 シテ増減 ス レドモ残鹸窒 素ハ、禮 重減少

セル時 ハ壇加 シ、膿 重檜加 ニ ヨリ減少 スル ト云

フ、 又檜谷(2D氏 ノ・滲 出性肋膜 炎 二於 テハ正常値

ノ範 園 テ出 デザ レ ドモ滲 出液 減少 ス レバー般 二

減 少 スルガ如 シ ト云 フ｡

縛 括

結 核性疾 患 ニ於 ケル血清糖蛋 白ハ病症進行 ト共

ニ、増 量 ス レ ドモ重症 ニ於 テ減少 ス、然 シ診断

或 ハ豫後判定 ノ意味 ナキガ如 シ｡
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血 清 「グロ ブ リン」バー般 ニ塘量 シ、血清 「アル

ブミン」ノ・減少ス海 ツテ含比率ハ病症断 ト

共 二減 少 ス｡

織 維 素原 モ病症進行 スル ト共 二増量 シ、輕快 ト

共 二減 量 ス、而 シテ血清 「グロブ リン」「アル ブミ

ン」 及 ビ繊維 素原 ガ如何 ナル程度 ニマデ、臨林

所 見 ト相一致 スル ヤ、或 ハ診断、豫後判定 ニ如

何 ナル程度 ニマデ利 用 シ得 ルヤニ關 シテハ俄 二

判 定 シ難 シ ト錐 モ、臨躰所見 ト共 ニ、経 過 ニ随

ヒ、扶復検索 スル事 ニ ヨリ、良 キ治療指針或 ハ

豫後判定 ノ目的 ニ供 シ得 ル事 二疑 ナキガ如 シ、

血液残鹸窒 素 ノ消長 ニ關 シテハ、其 ノ成績 旺々

タ ワト錐 モー般 二、病症進 行 ト共 ニ、檜 量 スル

ガ如 シ｡

第六章 結核性疾患ル血清膠質安定度呂就テ

結 核性疾患 ノ豫後或 ハ活動性 ノ如 何 ラ早期診断

スル事 ハ現代醤學 ノ最 モ重要 ナルー事項 ナ リ、

然 レドモ、各方面 ヨ リノ研究 ニ ヨルモ爾 ホ解決

サ レザ ル問題 ナ リ｡

血 清學的方面 ノ検索 モ操 作 ノ簡便 ナル ト、 臨林

署家 ノ癒用 ニ便 ナ ラン事 テ欲 シ新法 二磁 二新法

ヲモ ツテ スルモ未 ダ充分 ナル成績 ラオサメ得 ザ

ルナ リ｡

其 ノ理由 トシテハ、適當 ナル抗罷iノ存在 セザル

事 否 ビ結 核 ニ封 スル免疫現象 ガ他 ノ傳染 性疾患

ノ如 ク著明 ナ ラザル事 ニ起因 スルレガ如 シ｡

是 等血清學的方面 ノ研究 ハ徽毒 ノ血清診断 法 ノ

叢見以來頓 ニー大躍進 テナ セルモ ノナ リ、 即 チ

徽 毒患者血清 ガ膠質不安定性蛋 白 ノ存在 ニ ヨリ

之 ニー定 ノ理化學的操作 テ加 ヘル事 ニ ヨリ容易

二凝集 スル ノ事實 ヨ リ之 テ利用 シ徽毒血清反庭i

ノ種 々ナル簡 易法装 見 セラル ・二至 レリ｡

其 ノ後是等 ノ反慮 ガ軍 ニ徽毒 二止 マ ラズ結核 性

疾 患、 悪性腫瘍 等 ノ細胞 破壌或 ハ艦 内毒 素形成

ノ盛 ナル疾 病 ニモ亦起 リ得 ル事 ガ知 ラレタ｡

結 核性疾 患 ノ血 清學 的反慮 ハ分 チテニ群 トスル

ラ得ベ クー ツハ特 異性反 磨、一 ツハ非特異性反

癒 ナ リ トス｡

特 異性 反慮 ニハ、1)Wildbolz?scheEigen-

harnreaktion,2)Fornet'scheAggultina｡

tionsprobe3)Komplementbindung等 ア リ、

前二者 バー般 ニ用 ヒラレズ、補 禮結 合反 慮 ノミ

好 ンデ用 ヒラル、 然 レ ドモ此庭 ニハ之 テ省 キ非

特 異性反慮 二就 キ述ベ ン ト欲 ス｡

非 特 異性反磨 ハBrinkmann(1Lヨ リ不安定性

反慮(Labilit乞tsreaktion)ト 呼 バ レ血清 「アルブ

ミン」ト「グ ロブ リン」ノ含有量 ノ攣動 ニヨ リ起

ルモ ノナ リ トス、 即 チ異種蛋 白 ノ吸牧或 ハ分解

産物 ノ血 行中 二移行 スル事 ニ ヨリ、繊維 素原 ヤ

「グロブ リン」ノ壇加 テ來 シWolfgang ,Ostwald

等 ノ 所謂分散系 ノ}伏態攣化 ヲ 來 シ分散 相 ノ分

散 度 テ減 ズルテ以 テ粒 子大 トナ リ、此 庭 二凝 固

或 ハ沈澱 ラ起 ス ノ原因 ラ形成 シ來 ル、之 ノ間 ノ

憂1ヒ ニ關 シテハ 血清蛋 白條下 二於 テAlder,

Schindera等 ノ説 テ掲 グテ詳述 セ リ、随 ツテ之

ノ際総蛋 白 ノ意 味ニ比較的 少 ナ シ ト云 ハル、 且

ツテMeyer,Bisch雨 氏 ガ結核性疾患特 ニ「ツ

ベル クリン」注射 ノ揚合 ニ其 ノ機轄不 明 ナ リ ト

難 モ血液濃縮 テ起 シ來 ル テ観察 シ之 テ類症鑑別

或 ハ豫後判 定 二供 セ ン事 テ試 ミタ リ ト錐 モ、

Briegerハ 総 蛋 白 ノ動揺 ハアマ リニ大 ニ シテ之

テ評償 シ得 ズ ト反駁 セル事 ア リ、 又事實総蛋 白

ハ血清 ノ水分合有 量 ノ如何 ニ ヨリ相 當左右 セ ラ

ル ・ガ如 シ、之 ノ間 ノ詳 細 ナル關係 ニ就 テハ血

清蛋 白條下 ニ既述 セ リ｡

故 二非特 異性蛋 白 ニハ既述 スル所 ノ蛋 白率 即 チ

血清 「アル ブ ミン」「グロブ リン」等 ノ相互 關係 テ

確實 ニ スル事 ニ重大 ナル意味 テ見出 スガ如 シ、

從來是等 ノ粒子大 ナル蛋 白特 ニ「グ"ブ リン」ノ

凝集反慮 ハ好 ンデ磯 脊髄液 二就 テ行 ノ・レタリ、

Nonne-apelt,PandyWeichbrodt ,Lange,

Jokabsthal,Kafka等 ノ法之 ナ リ、血清 二於 テ

ハ加熱 硫 酸 「ア ンモ ン」
、 「マグ子 シュー ム」、

「ズル ファ・一 ト」
、 「アル コール」、 「カルボー ル」

昇乗等 ガ之 ノ目的 ニ用 ヒラル ・ト難 モ是等 テ軍
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純 ニ用 ヒル ノ ミニテハ、 其 ノ間 ノ複雑 ナル或 ハ

微細 ノ關係 ラ窺知 シ得 ベ クモ アラズ、 ヨツテ此

塵 ニ種 々ナル方法 ガ考 案 サ レ且 ツ臨沐醤家 ノ慮

用 ニ便 ナ ラシメンガ爲 二其 ノ操作 ノ簡輩 ナルラ

目的 トシ今 日 ノ不 安定性反慮 ノ蛮 達 テ來 セ リ、

以下 各種 ノ方 法 ニ就 キー言 セン ト欲 ス、Sachs-

Ottingen{3)ハ 繊 維素原 ノ診断的償値 アル ラ想起

シ、熱 「アル コー ル」、食 盤水、硫酸 「ア ンモ ン」

等 ノ部分 的飽 和 ニ ヨル沈 降反慮 テ考案 セルモ充

分 ナル結 果 テオサメ得 ズ｡

Frischu.Stahinger(4リ モ亦織維 素原 ノ沈 降反

慮 テ利 用 セルモ該反慮 ・・甚 ダ鈍 ニ シテ臨躰 的症

歌 ノ機微 ヲ示 スー足 ラザ リキ｡

Perloczy〔5)ノ 血奨安定度測定法 ・・比較 的正確 ナ

ル結果 テ求 メ得 ベ シ ト錐 モ、加熱 及 ピ六種 ノ

聰 類 テ用 フル等甚 ダ複 雑 ナル ガ爲 ニ臨躰 瞥家 ノ

用 フル所 トナ ラズ｡・

Leenderzu.Gromelski(6)ノ ・蛋 白 ノ正確 ナル定

量 テ行 ツテ診断 ノ用 ニ供 セン ト欲 セルモ血球 ヨ

リ出ヅル水分、瞳類等 ノ個人的差異 アルガ爲 ニ

不適當 ナ リトセラル｡

此 塵 ニ於 テ最近、最 モ普通 ニ用 ヒラ レ、其 ノ償

値 ラ認 メラル ・モ ノ 三 ツテ爆 ゲ 得 ベ シ、 即 チ

D'aranyi,Mat6fy,Costa氏 等 ノ反慮 トス｡

グ ラニー(7)氏反 慮、(Daranyi'scheReakti()n)

氏 ハ細胞破壊或 ・・艦 内毒素形成 ノ盛 ナル疾 患時

ノ血清膠 質不 安定度 ノ堆伽 ハ病症経 過 ト相拉行

スルモ ノナル事 二立脚 シ、加 熱食盤水及 ビ 「ア

ル コー ル」ラモ ツテ之 テ虎理 セ リ、該 反慮 ニ ヨレ

バ 健康者、 輕微 ノ 「カター ル」(氣 管枝 「カター

ル」、膀胱 「カター ル」、尿道炎、膿嚢 炎、 円「ヵ

ター ル」)、 「アク子」、褒粒腫其 ノ他神経性疾 患

即 チ坐骨紳経痛、瀞経衰弱、 「ヒステ リー」等 ハ

線 テ陰性或 ハ弱 陽性 テ示 スニ過 ギザ レ ドモ、深

部 ノ化膿、徽毒、結核、悪性腫瘍等 ハ総 テ陽性

反慮 テ呈 シ來 ル例之、 胃潰瘍 ノ際 ハ常 ニ陰性反

慮 ナ レ ドモ、 胃癌 ハ陽性 ニ シテ之 テモツテ類症

鑑 別 ニ使用 シ得 ル テ述 ベ タ リ｡

又 結 核性疾患 二於 テ該反慮 ノ領値 アルハ働性結

核 ノ際 ニ シテ確實 ニ診 断 サ レタル結核 ハ悉 ク陽

性 テ示 シ、陰性 ナルモ ノ1例 モナ シト、而 シテ

反 慮 ノ程 度 ハ毒素形成、組織 破壊、病竈 部 ノ籏

張 ト殆 ン ド撒學的 二相平行 ス ト云 フ、然 レドモ

極 ク初期 ニ於 テハ陰性或 ハ弱陽 性 テ示 スニ過 ギ

ズ、 叉良好 ナル治療経過 テ トリ來 ル ヤ反慮次第

ニ弱 クナ リ、 終 ニハ陰性 テ示 スニ至 ル、 ヨツテ

結 核性疾 患 ニ於 テノ・、治療 上 ノ好指針 トシ、或

ハ豫後判定 ノ目的 二供 シ得 ベ シト、Pinner(9}モ

亦 之 ニ貧 セ リ、 尚 ホ該 方法、特徴 トシテ、赤血

球 沈降速 度 ガー定 ノ影響 ヲ受 ケルガ如 キ輕微 ノ

炎症 或 ハ生理的状 態 ノ攣化自ロチ性、年齢、食物

囁 取 ノ關係、 月経等 ニ封 シテ影響 テ受 ケル事少

ナキテモツテ他 ノ方法 ニ優 レリ ト圭張 スルモ、

亦 一面 ヨリ考 ヘ テ、結 核性疾 患 ノ豫後判定 ノ目

的 ニハ極 ク初期或 ハ治癒傾 向等 ヲ有 セルモ ノニ

陰 性 ノ結果 ラ得 テ、其 ノ蝕 リニ不鏡 敏 ナ リト非

難 セ ラル ・向 モア リ、 天谷(8}氏 ハ 肺結核 患者 ニ

就 テ、赤血球沈降速度 ト共 ニ、該反癒 ラ併用 シ、

比較 考察 セル結果、 寧 ロ後者 ノ前者 ニ優 レル ヲ

主張 セ リ、 又Kromeke(21)ノ 、嘗 テ徽毒患 者 ニ就

キ該反磨 テ慮用 シ徽毒 ノ特異性反慮 ト比較 シテ

病機 ノ活動性如何 テ知 リ得 ル ノ便 ア リト、郎 チ

全 身感染 ノ程度、徽毒形成 ノ大 サ テ示 スモ ノナ

リトシテ推賞 セ リ｡

マ テ フr氏 反癒(Mat6fy'scheReaktion)

該 反 慮 ハ專 ラ、 反慮 ノ銃敏 操作 ノ簡軍、成績

ラ讃 ムニ容 易ナルテ日的 トシ考案 サ レタルモ ノ

ニ シテ氏 ニ ヨレバ結核 性疾患 ノ豫 後判定或 ハ治

療 指針 トシテ最 モ有 用ナルモ ノナ リト、氏 ハ三

債 ノ「アル ミニュー ム イオ ン」 ノ張 キ膠 質沈澱性

テ利用 シ「グロブ リン」ノミナ ラズ、蛋 白分解産

物 テモ沈澱 セ シノ ントセ リ、 而 シテ他 ノ方法 ト

同様 ニ、組織 破壌或 ハ膿 内毒素形成 ノ程度 ト拉

行 シ反癒 スル モ ノナ レ ドモ、特 二優 レタル鮎 ハ

臨躰上謹 明 シ得 ザル ガ如 キ初 期 二於 テモ既 二陽

性 ヲ示 ス事 ナ リ トセ リ、1(romeke(10)ハ 該方 法

ニ ヨ リ多敷 ノ結核患者 ニ検索 ラ行 ヒ次 ノ如 キ成

績 ラ得 タ リ、 即 チ月紹、妊娠初 期(1-2ケ 月)氣



第6號 】 城=結 核性患者血液ノ理化學的性状 ニ就テ 341

管 枝 「カタール」、尿道炎(淋 菌)、 「フル ンキロー

ゼ」、流行 〔生感 冒、扁桃腺 炎 ノ初期等 ノ輕症 ナル

傳染病 二於 テハ多 ク陰性 ナ リト、然 シ赤血球 沈

降速度 ノ・既 ニ之 ノ際 促進 セラル ・ト云 フ、 之 ノ

ー一定度 ノ不鏡 敏サバ寧 ロ特徴 トスベ ク結核 性疾

患 ノ活動性或 ハ非活動性 ノ判別 ニ封 シ爾籐 ノ些

細 ナル 生理的或 ハ病的状態 ニ影響 ヲ受 クル事 ナ

キ利羅1テ見出 セ リト、即 チ70例 ノ結核性疾患 一;・一・

於 テ滲 出性結核 ハ張陽性、檜殖性結核 ノ・張 又 ハ

中等度陽性 ラ硬憂性 ニハ中等度或 ハ弱陽性 テ示

セ リト、然 シ時 ニハ臨躰 上病竈部位 ノ独少 ナル

ニ關 セズ強陽性 ラ呈 シ來 ル事 アリ、 之恐 ラクノ・

高度 ノ盟 内毒素形成拉 ニー般症1伏 ノ影響 等 ニ關

スルモ ノナルベ シ ト解 セ リ｡

又Hageru.BUtter・ ・初期結核 ニ25%、 弱 陽

性25%強 陽 性、 中等症 二於 テ50%張 陽 性、重

症 ニ於 テ9096弼 陽 性、10%弱 陽性 テ示 シ、 ワ・

セルマ ン補禮轄 向反慮 トハー致 セザルモダ ラニ

ー氏反慮 トヨ リー致 スル テ報 ゼ リ｡

大 谷(11)氏モ亦比較的早期 二反慮 ノ表 ハル ・事 ト

操作 ノ簡 便ナル事 ヨ リ其 ノ臨躰上用 ヒ得 ベ キラ

主張 セ リ｡

然 レ ドモ亦他面 ニ於 テ該 反慮 ノ不銃 敏 ト成績 ノ

確實 ナ ラザル事 テ設 クモ ノア リ、即 チGoethg-

ensu.Gocke1(i2)ノ ・該 方法 ニ ヨリテハ病機 ノ活

動 性如何 ラ判別 シ得 ズ ト云 ヒ、 大角、餓 田㈹氏

等 ハ強陽性 ノモ ノガー般 ニ豫後不 良 ナ レドモ、

中等度陽性 一 シテ死 ノ轄 蹄 ラ トレルモ ノア リ

ト、其 ノ他Hilgensモ 初 期 二・・用 ヒ得 ザル テ

述 くご、Winklewモ 亦 肺結核 ノ活動 性 ノ如何 ラ

見ルニ不適 當 ナル ヲ主張 セ リ、 即 チHageru・

BUttner,Goethgensu.Gockel,且ilgens,

Winklew大 角、飯 田氏等 ノ成績 ラi通寛 スルレ時、

初期結核 ハ成 績不 定 ナル事 多 ク又相 常病症 ノ進

行 セルモノニ於 テモ時 二之 ト相件 ハザル ガ如 キ

成績 ヲ呈 シ來 ル事 アルノ・確實 ナルレガ如 シ｡

故 ニマテ フィー氏反慮 ガ陰性 ナルヤ或 ハ陽性 ナ

ル ヤ、 ノ ミテモ ツテ結核性病礎 ノ有無 ラ論 ジ得

ザル ガ如 ク、 要之 スルニ経 過 二随 ヒ再三検 査 テ

行 フ事ハ マテフ ィー氏反癒 ノミナ ラズ、非特異

性反慮 ニノ・最 モ必要 ナル ガ如 シ、更 ニ換言 セバ

非特異性反慮 ナル ガ爲 ニ、他 ノ細胞破壊、艦 内

毒素形成等 テ否定 シテ、始 メテ結核 ノ診断 ニ供

シ得 べ 久 又活動 性 ノ如何 ラ窺知 スル ノー指針

トナ リそ尋ルナ リ｡

コ スタ氏反慮(Costa'scheReaktion)

Costaガ1923妊 娠 診断 ニ用 ヒ其 ノ翌年Vercelli

ガ肺結核 ノ豫後判 定 二癒用 セルニ端 ヲ登 セ リ、

2%「 ノボカ イン」溶液2婬 、拘構酸曹達及 ビ血

液3滴 ヲ滴下 ス レバ足 ル｡

該 反癒 モ亦 非特異性反鷹 ニ シテ操作 ノ極 メテ簡

軍 ナル ト小 量 ノ血液 ニ テ足 リル事、 且 ツ短 時間

内二成績 テ 知 リ得 ル ノ鮎 ヨリ今 日廣 ク用 ヒラ

ル、 即 チSchwarzu.Rubinstein'£5)・ ・325名

ノ肺結核患者 三就 キ テ之 テ雁用 シ、 臨躰 上用 ヒ

得 ベ キモ ノ トシテ推賞 セ リ、 即 チ活動 性結核 ニ

テハ常 二陽性或 ハ強陽性 ヲ示 シ初患期者 二弱 陽

性或 ハ陰 性 ヲ示 セ リト、又Altschulerl22)・ ・結

核性骨拉 ニ關 節炎患者](;8名 二就 テ之 テ癒用 シ

診断、豫後判定、或 ハ操作 ノ簡便 ナル黙 ヨリ赤

血球沈 降速度 二代 リ用 ヒ得 ベキテ主張 セ リ｡

其 ノ他Hilgensu.Herholz,Goethensu.

Skutetz'i4'大 角!13)、野 村(15・、 松 井(161i、代 々11η氏

等 モ亦之 ラ賛 セ リ、然 ルニ又他面 二於 テ該 反癒

ノ信 頼 シ得 ベ カ ラザ ルテ'詮 クモ ノア リ、 帥 チ

Ladeck(23)ハ200例 ノ 肺結核 ニ於 テ活動 性 ノ如

何 ヲ検 スルニ其 ノ反磨 スル所 甚 ダ鈍 ニ シテ赤血

球沈降速度 二比 シ遙 ニ劣 レリト、5〈Ortenan(24)

モ亦 診断 一ヒニ於 テ又豫後判定 二於 テ何 レモ決定

的 ノ慣値 ラツケ難 ク、重症者 ニ シ、時 二該反慮

ノ陽性 ナ ラザル事 ア リト云 フ｡

然 レ ドモ 諸家 ノ設 テ 通賢 スルニ、 ダラニー、

マ テフ{一 氏等 ノ反鷹 ト其 ノ成績机類 スルガ如

ク時 ニハ、 マ テフ,一 氏反鷹 ニ比 シ停 止型 ノ際

ハ其 ノ成績遙 二確實 ナ リト設 クモ ノア リ｡

総 括

結核性疾患 ニ於 ケル活動性 ノ如何或 ハ豫後判定

二際 シ血清學的検索 ラ分 チテ特異 性及 ビ非特 異
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性反磨 トナシ得ベシ、特異性反癒ハ從來充分ナ

ル成績 テオサメ得ザ リキ、理由 トシテハ、適當

ナル抗罷 ノ存在セザル事及 ビ結核ニ封スル免疫

現象 ガ他 ノ傳染性疾患 ノ如 ク著明ナラザルニ起

因 スルガ如 シ、次 二非特異性反慮ハ現今最モ廣

ク用 ヒラレ、其 ノ操作 ノ簡便ナル ト、其 ノ成績

ノ比較的良好 ナル鮎 ヨリ推賞セラル、斯 クノ如

キ血清學的研究特 ニ非特異性反慮 ノ研究ハ徽毒

ノ血浦診断法 ノ登見 ト共 二長足 ノ進行 ヲ見タル

モノナ リ｡

即 チ結核性疾患、悪性腫瘍等 ノ如ク組織 ノ破壊

或ハ艦内毒素形成機轄 ノ盛ナル疾病 ニ於 テハ異

種蛋白或ハ分解産物 ノ血行中二移行 スル事 ニヨ

リ繊維素原或ハ「グロブリン」等 ノ檜加テ來 シ所

謂分散系 ノ状態憂化テ起 シ血清 ノ安定性テ減 ン

ジ此慮一「グロブリン」織維素原等 ノ析出ラ容易

ナラシム、斯 ノ如キ性質 ラ利用セルモノガ所謂

非特異性反慮ニシテ輕度 ノ理化學的刺戟 ニヨリ

テモ凝集 シ來 ル ト錐、之 ラ輩純 二用 フル ノミー

テハ複雑 ナル或 ハ微妙 ナル攣 化 ラ窺 知 シ難 ク此

腿 ニ種 々 ナル方法 ノ考案 ア リ｡

i現今Daranyi,Matさfi,Cosea氏 等 ノ反磨最 モ

廣 ク用 ヒラル、何 レモ其 ノ操 作 ノ簡便 ナル ト、

赤血球沈 降速度 ノ如 ク輕 微 ノ炎症或 ハ生理的状

態 ノ憂 化 ニ ヨリテモ影響 ラ蒙 ラザ ルテ特徴 トセ

リ｡

然 レ ドモ各反癒各 々ノ・一長一一短 ア リ、 容易 ニ其

ノ良 否テ断 ジ難 シト錐 モ何 レノ方 法 ニ ヨルモ特

異性 反癒 ニ非ザ ル以 上1回 ノ検 査 ノ ミテモツテ

豫後判 定或 ハ診断 二供 シ得 ベ クモ非ズ、経過 二

随 ツテ数 個 ノ検索 テ行 ヒ、 之 ニ臨封木的一般症 状

テ考察 シ此庭 ニ始 メテ各反慮 ノ償値 表ハ ル ・ガ

如 シ｡随 ツテ診断 ノ目的 ト云 フ ヨリモ寧 ロ豫後

判 定、或 ハ治療 上 ノ指針 トシテ其 ノ慣値 アルガ

如 シ｡

第七章 結核性疾患二於ケル血清表面張力及ビ粘稠度血清蓑面張力

第一節 測定法

第二節 生物學的意義

第三節 材 料

第四鮪 健康者血清 ノ表面張力

第五節 種 々ナルレ疾患時ノ表面張力

第六鮪 結核性疾患ニ於ケルレ表面張力

血清粘調度

血清粘調度及ビ表面張力ノ総括

表面張 力

病 的月犬態 ニ於 テ血液 ノ化學 的構成 一 痩化 テ生

ジ、惹 テハ物理學的性状 ニモ影響 テ及 ボ シ來 ル

事 ハ、 血溝蛋 白條下其 ノ他 二於 テ述 ベ タ リ｡随

ツテ表面張力或 ハ粘稠 度ノ・、血液 ノ物理學的性

状 上重要 ナルー因子 テ形成 スルモ ノナル事 ・・、

明 ニ シテ、 最近興味 アル問題 トシテ種 々論議 セ

ラル ・二至 ル｡

第 一 節 表 面 張 力測 定 法

種 々 ナル方 法 ア リ ト難 モ之 レラ其 ノ理論上 ヨ リ

分類 シテ三種 類 トナステ得 ・ぐシ、 即 チ、 毛細管

法、滴 下法、粘著力測 定法 ナ リ｡

毛細 管法 ハ液膿 中 二毛 細管 ラ播 入 シ液 ノ管 内ニ

上昇 スル高 サヲ比較 シ、粍 ラモ ツテ表示 スルモ

ノナ リ、 故 ニ液 ノ毛 細管現 象 テ磨用 セルモ ノナ

リ、該 方法 ハ 「アル コー ル」水、 「ベ ンツォー ル」

等 ニ封 シテノ、最 モ適 當 ナル方法 ナ リト錐 モ、血

液、血 浦、 一般膠 質、或 ハ脂肪 様物質 テ含有 セ

ル モ ノニ封 シテハ不適當 ナ リ ト云 フ｡

滴 下法 ハ トラウベ氏 ノ「スタラグモメー ター」テ

利 用 スルモ ノニ シテ、生物學的方面 ノ研究 ニハ、

最 モ簡軍 一 シテ且 ツ比較的正確 ナル結果 ラ得 ル

ガ故 二、 好 ンデ用 ヒラル、 今 日表面張 力 ノ生物

學 的方面 ニ慮用 セラ レ、其 ノ登展 テ見 タル ノ基

礎 ハ之 ノ方法 ニ員 フ所多 シ ト云 ハル、然 レ ドモ

材料 ヲ比較的多量 ニ要 スルノ、鋏貼 ナ リトス｡

粘 着 力測定法 ハ最近最 モ廣 ク用 ヒラル ・方法 ニ

シテ、 白金線 ニ テ作 ラ レタルー定大 サノ輪 ヲ天

秤 ニ取 リ附 ケ、之 テ水平 トシ液面 二接 セ シノ、

然 ル後 引 キ上 ゲテ液 ヨ リ白金線 テ引 キ離 スニ必
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要 ナ ルカ テ源 トシ、測定 スルモ ノナ リ｡

第 二 節 表 面 張 カ 月生 物 學 的 慧 義

生物學的意義 二關 シテハ最近種 々 ナル方面 ヨリ

悶 明 セラル ・ニ至 ル、帥 チ藥物 ノ毒作用、麻癖

作用等 ニ封 シ、新 シキ設 ヲ加 へ 或 ハ細胞分裂

ニ有力 ナル因子 ナ リトノ解繹 ヲ下 スニ至 リ
、或

ノ・免疫、 「アナ フィラキ シー」、 「シヨック」、又 ハ

分泌、排泄作用等 ニ封 シテモ表面張 力 ノ關與 ス

ル所大 ナ リト云 ハル、其 ノ他臨躰的 方面 ニモ亦

之 ラ癒用 スルニ至 リ、診断、豫後判定等 ノ目的

ニー定 ノ意義 ア リト云 ハル｡

第 三 節 材 料

血液、血漿、血清等用 ヒラル、 幅島(、》氏ハ血液

自盟 ハ外界 ニ鯛 レル時、凝 固 シ易キ爲、測 定 二

不便多 ク、又 血漿 ハ凝 固防 止 ノ目的 テモツテ混

入サ レタル物 質 ガ、鋭敏 ナル表面張 力ニ何等 カ

ノ影響 ヲ及 ボ ス事 アルベ ク又避 クベキナ リ ト｡

随 ツテ 最 モ 適 當 ナ リ ト思 ハル ・ハ 血清 ナ リト

シ、氏 ノ研 究ノ、專 ラ血溝 テモツテ行 ノ、レタ リ、

然 レドモGabbeu.S1mchowitz(2リ 山 口(3)氏等

ハ血 漿 ト、血 清 ノ表面張 力 ノ差 バー定疾病 ノ経

過 ト特種關係 テ持 シテ、 之 ラ豫後判定 ノ上 ニ使

用 シテ意義 アル事 ラ登 表 セ リ、特 二山 口氏 ハ日位

漿、血清、非働性血清 ニ就 キ詳細 ナル研究 テ行

ヘ リ｡此 ノ成績 ニ ヨ レバ血液 ト血清 ノ表面張力

ハ略 ≧相'類 ス レドモ、血漿 ノ、血清 ニ比 シテ其 ノ

傾 向高 久 然モ雨者 ハ必 ズ シモ相一一致 シテ上下

スルモ ノニ非 礼 時 ニハ全然相反 スル結果 ラ招

ク事 ア リト、而 シテ非動性血清 ハ其 ノ債最 モ低

久 前 二者 ト共 ニー定疾病 ノ際相互特種 ナル關

係 テ表・・シ來 ル ト｡

第 四 節 健 康 者 血 清 ル表 面 張 力

健康者血清 ノ表面張力 ノ・其 ノ測 定 セルか法 ニヨ

リ甚 ダ1超々ナルガ如 シ｡印 チ

Traube(Stalagmometer)`1.42m.gr./mrn.

Fano-Mayer(Blasendruckmethode)

50c)59.9Dyn.ノcm.

Morgan-Woodward(Tropfengewichtsmet-

hode)44.3-46.4Dyn/cm.

No廿y(Ringmethode>

55.5-55.6Dyn./cm.(25｡C)

WalterSauer(Adba・ 、sionsmethode)

r)7.49Dyn./cm

Brinkmann(日 日1

57』-55.ODyn./cm.

然 レ ドモ同一方法 ニ ヨル時 ハ殆 ン ドー定範園 ノ

憤 テ得 ル ガ如 クAdlesbergu.Sugar(4】 ハ禮 内

表面張力活性物質 ラ移入 スルモ、之 ハ直 チニ中

和 セラレ、人血清 ノ・、常 二不憂 ノ値 テ保 ツ ト云

フ、 編島氏 モ亦 食物 賑取、蓮動等 ニ ヨルー定 ノ

影響 ラ避 ク レバ其 ノ動揺範圃 ハ極 メテ小 ナ リト

云 フ、 嘗 ツテBeckmann(5)・ ・1日 中 ノ種 々ナ

ル時間 ニ探血 シ、相當大 ナル動揺範園 ラ認 メ、

表面張 力ハ決 シテー定不髪 ノモ ノニ非 ズ ト云 ヒ

シモ幅 島氏ハ之 ニ封 シ、恐 ラクハ、食物囁取後

ニ起 ル憂 化 ニ過 ギズ シテー定條件 ノ下 ニ検 セバ

又同一成績 ヲ得 ルナルベ シ ト主張 セ リ｡

ヌ,性別 二關 シテハ、 山口氏 ハ女性 ハ男性 ヨ リモ

其 ノ値小 ナ リト云 ヒシモ、幅 島氏 ・・其 ノ間 ノ差

異 テ見出 シ得 ズ ト、叉年齢 ノ差 ニ ヨル相違 モ明

カナ ラザ レドモ、唯婦人 ハ月経時 二少 シク降下

スルガ如 シ ト｡

第 五 飾 種 々 ナ ル痴 患 時 ル麗 清

表 面 張 力

疾病 ノ種 類 二随 ツテ或 ハ上昇 シ或 ハ下降 スルガ

如 久 幅 島氏 ニ随 ヘバ、上昇 ヲ示 ス疾病 ハ甚 グ

稀 ニ シテ、結核性疾患及 ビ治療容易 ナル貧血等

テ塞 ゲ得 ベ シ ト、叉 山口氏 ハ流行性感 冒、赤痢

患者 ニモ亦 上昇 スルラ認 メタ リト｡次 二表面張

力下降 ヲ示 ス疾患 ハ、甚 グ多種多様 ニ シテ、特

ニ著 シキハ肝臓疾 患ナ リト｡又 腎臓機能障碍、

糖尿 病、悪性腫瘍、悪性貧 血等 モ降下 シ、之 ニ

次 デ・・、腸 「チ フス」、脚氣、 「モル ヒ子」中青、

關節 「リュマチス」、 甲歌腺腫等 ニモ減少 ス、又

慢性肝臓疾患 ニ シテ表面張 力著 シ ク降下 シ、正

常値 ニ比 シ、5.5「 ダ イン」以 上ニ達 スル時 ハ、

肝臓機能障碍(「ヘパ タル ギー」)ノ襲來 ラ示 スモ

ノナ リト云 フ｡
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又WalterSauer(s)ニ 随 ヘバ、非結 核性關節疾

患、 心臓 内膜炎等 ハ正常値 ト何等異 ナル事 ナケ

レドモ、婦人科 的疾患特 二膣 炎或 ハ子宮附届器

官 ノ腫瘍等 二於 テノ・、低 下スル テ認 メタ リ ト、

叉非結核 性肺疾患特 二氣管枝 加答見、流行性感

冒、肋膜 炎等 二於 テハ正常値 ラ示 セ リト云 フ｡

更 ニ福島氏ハ是等 ノ諸種疾 患中、血 清表面張 力

テ鑑 別診断 ニ用 ヒ得 ル場合 トシテ次 ノモ ノヲ基

ゲタ リ｡即 チ

腎 性俘腫 ニテノ・血液表面 張力減 少 スレ ドモ心臓

性 俘腫 ハ減少 セズ ト｡

又 一般 ニ貧血 ハ減少 ス レ ドモ、治療容易 ナルモ

ノニ於 テハ反封 二上昇 セ リト云 フ.

次 ニ悪性腫瘍 バー般 二降下度大 ナ レ ドモ、良 性

腫瘍 ハ正 常値或 降下度 小 ナ リ、 随 ツテ胃潰瘍 ハ

正 常値 ナ レ ドモ、 胃癌 ハ降下 ラ示 シ、雨者 ノ良

キ類症鑑別貼 タリ得ペ シ ト云 フ｡

WalterSau∈rモ 癌腫及 ビ肉腫 ニ其 ノ下降 スル

ラ認 メ、 且 ツ病勢或 ハ悪性程度 ト相拉行 スル モ

ノナ リ ト云 ヘ リ｡

Kopaczewski〔6)ノ ・白鼠 ノ皮膚 二肉腫 テ移植 シテ

其 ノ下降 スルテ認 メ、 叉 「テール」癌 二於 テモ同

様 ノ糸吉果 ヲ斥尋タ リト｡

飯 野 σル氏 モ亦 家兎肉腫 ノ登 生 ト、 表面張 力 ノ關

係 テ経過 ニ随 ヒ観 察 シ、略 丸同様 ノ結 果 ヲ得 タ

リ｡

Bauer(8)・ ・癌腫登育 ト其 ノ下降 トノ間 ニ、一定

關係 アル テ認 メ、表面張力 テ上昇 セ シムル事 一

ヨ リ其 ノ登育 ラ阻止 シ得 タ リ ト云 フ｡

第 六 節 結 核 性 疾 患=於 ケ ル

表 面 張 力

結核性疾患 ニ於 ケル表面張 力測定成績 例 ハ、其

ノ数多 ヵ ラズ、随 ツテ其 ノ間 ノ詳 細 ハ不明 ナル

ガ如 シ｡

福 島氏 ノ肺結核 二於 テ ノ成績 テ見 ルニ、一般 二

輕度 ナ レ ドモ上昇 スルガ如 シ、 而 シテ表面張 力

ノ上昇 スル疾病 ハ比較的少 ナ ク、其 ノ大多撒 ハ

低下 シ、特 ニ非結核性肺疾患 ハ総 テ低下或 ハ正

常値 テ保 ツガ故 一、類症鑑別上重要 ナル役 目ヲ

ナスモ ノナ リト、然 レドモ合併症 アル際 へ 之

ガ爲ニ影響 セラレ低下 スル事 ア リ、故 二逆 二考

ヘテ
、結核性疾患 ニシテ表面張 力 ノ降下 セル時

ハ合併症 アルラ疑 ハ シムルモ ノナ リ ト結論 セ

リ｡

又WalterSauerモ27人 ノ肺結核 患者 二就 テ

経過 ニ随 ヒ、149同 ノ検 査 テ行 ヒ、其 ノ病竈範園

廣 ク、臨 沐所 見 ノ著 明ナ ルモ ノノ・、輕度 ノモノ

ニ比 シテ著 明 ノ上昇 テ示 セ リト｡而 シテ治療 ニ

ヨリ経過 央好 トナル ニ随 ヒ次第 二下降 シ.表 面

張力 ガ全 ク正常位 ニ下降 セル後 一退院 セルモ ノ

ハ、総 テ豫後良好 ナ リシモ,未 グ充 分 二下降 テ

示 サザル間 ニ退院 セルモ ノ ・総 テハ豫後不良 ナ

リト云 フ｡又 死 ノ轄蹄 ラ トリシモ ノニ就 キ行 ハ

レタル、系統 的検査 二於 テ之 テ見 ルニ、死 ニ至

ルマ デ下降 スル事 ナヵ リキ ト云 フ、故 ニ肺結核

二於 ケル表面張力 ノ動揺 ノ・臨林所 見 トヨ クー致

シ上下 スルガ如 シ ト云 フ、 然 レ ドモ之 ノ表面張

力 ノ動揺 ト、疾 病経過 ノ拉 行關係 ニ就 キテハ種

種 論議 サル ・所 ニシテ山 口氏 ノ成績 ニ ヨ レバ肺

結核 ノ血 清表面張 力 ハ病症 初期 二於 テ健康債 ヨ

リ高 ク病徴檜悪 ニツ レ再 ビ漸 ク低下 ス ト、然 シ

健康 償 ヨリ以下 二低下 スル事 ナ シ ト云 フ、更 ニ

氏 ハ血漿、血清及 ビ非働性血清各 々 ノ診断的債

値 ラ認 メ詳細 ナル研究 テ登表 セ リ、 即 チ血漿 ノ

表 面張力償 ヲ見 ルニ病 症輕 キ ヨリ重 二移 ルニ随

ヒ、其 ノ償漸 ク低下 シ死 ノ経過 ラ トリシガ如 キ

例 ニ於 テ特 二其 ノ著 シキテ認 メ得 タリ ト、非働

性血満 ハ輕症 二於 テハ健康贋 ト殆 ン ド同値 ナ レ

ドモ重症 二於 テハ降下 ス｡随 ツテ表面張 力 ノ上

昇 スルモ ノハ血清 ノ ミナ リ、今是等血漿、血清、

非働 性血清三者 ノ表面張 力慣各 々 ノ差 ラ病症経

過 ニ從 ツテ観察 スルニ、血漿 ト血清 ノ差 ハ輕症

者 ニ於 テハ健康者 ノ夫 二近 キモ、増 悪 ト共 二漸

ク其 ノ差減少 シ、健康者 ノ孚 ニ達 スルガ如 キハ、

注 目 ニ償 スルモ ノア リ、反之、血清 ト非動性血

清 ノ差 ハ之 テ健康 贋 二比 スル時漸 ク大 トナ リ病

勢 進行 ト共 二盆 々著 明 トナ リ、途 ニハ正常値 ノ

倍撒 ニモ達 スル モノア リト云 フ｡
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血 清 粘 稠 度

盟液 ハ夫 々一一定 ノ粘稠 度 テ有 シ該液 ノ性質或ハ

含有物 ノ差異 ヨリ憂 ジ來 ル事 ハ物理學 上明白 ノ

事 ナ リ｡

随 ツテ種 々ナル疾 病 ニ於 テ血液 ガ前述 スルガ如

キ、一定 ノ物理化學 的憂 化 テ誘登 シ來 ル時、其

虎 二之 ト相順慮 セル粘稠 度 ノ攣 化 テ誘嚢 シ得 ル

事 ハ想像 シ得｡

蘇 ト血液粘稠度 トー定 ノ要約 ア リ ト構 セラル ・

物質 ニ就 キテ見 ルニHirschu.Beck(9}等 ハ赤

血球或 ハ 白血球敷 トー定 ノ關係 アリ ト云 ヒ、

Beckmann,(10)Hamburger'11)等 ハ血球数 ヨリ

モ、寧 ロ赤血球 容積 ニ員 フ所多 キラ主張 ス、叉

Jorns(12)ハ 「ヘモ グロビン」ト密接 ノ關係 ア リ、

「ヘ モ グロ ビン」減 少 ス レバ 粘稠 度モ 亦低下 ス

ト、又 血液 瓦斯含有量、盛類等 ニー定關 係 アル

デ設 クモ ノアリ、然 レ ドモ是 等ハ粘稠度 二封 シ、

直接 ノ影 響 テ與 フルモ ノナ リヤ、或 ハ赤血球容

積又 ハ 「ヘ モグロビ ン」量 二關 スルニ次 的攣化 ニ

起因 スルモ ノナ リヤノ・未 ダ明瞭 ナ ラザル ガ如 ク

且amburger中 谷(13)氏等 ハ之 二關 シ詳細 ナル研

究 テ行 ヘ リ｡

又 血液 ノ蛋 白含有量 ニー定關係 アルラ主張 スル

モ ノア リ、郎 チBottazziノ ・各種動物 ノ血清粘

稠度 ラ検 シテ之 ト血清蛋 白量 テ比較 考察 スル時

蛋 白量多 キモ ノ程粘稠度高 カ リキ ト云 フ.又 蛋

白含有 「プロセ ント」ガ同一 ナル時 二、粘稠度 ニ

影 響 テ與 フル因子 ハ「グロブ リン」量 一 シテ、「グ

ロ ブリン」ノ増量 セル時 ハ粘稠度亦高 シ ト云 フ｡

然 レ ドモ血液 中 ノ脂肪或 ハ類 脂肪 二關係 ア リト

云 フ読 ハキヵズ｡然 シ此虎 ニハ血液粘稠度 二影

響 テ與 フル因子 ノ詳細 二關 シテノ・鯛 レズ｡

以 下結 核性疾 患 ニ於 テ前 述 セル ガ如 キ種 々ナル

物理 化學 的性質或 ハ量的攣化 テ起 シ來 ル結核性

疾 患 二於 テ如何 ナル影響 ラ粘稠度 ノ上 二認 メ得

ベキヤニ就 キ述 ベ ン ト欲 ス｡Schnierelmann(14)

ノ・肺結核患者 二就 テ検索 テ行 ヒ臨躰症、状 トヨク

ー致 シ
、 平行關係 テ保 チツ ・上下 スル テ謹明 セ

リ｡而 シテ之 ノ際 赤血球撒 ト、密接 ノ關係 アリ

シモ「ヘモ グロビ ン」量及 ビ白血球 トノ關係 ハ見

出 シ得 ザ リキ ト云 フ｡

叉Demichovskaja(15)ノ ・、結核 性骨拉 二關節炎

患者 ニ就 キ血液凝固時間 ノ測 定 ハ共 ニ粘稠度 テ

測定 シ、雨者共重症例 ニ於 テ遅延或 ハ低下 セル

テ認 メタ リト云 フ｡氏 ハ同時 二癌腫 患者 二就 キ

之 ガ検索 テ行 ヒ初期 ニハ正 常値 ノ範 園 ラ出 デザ

レ ドモ、一度悪液質 二陥 ルヤ著二明 二低下 セ リ ト

云 フ｡之 二關 シテハGalehr'i¢ モ亦.ご ムル所 ニ

シテ、氏ハ悪性腫瘍 ノ際 ノ血液粘稠度 ハ血溝 「グ

ロブ リン」及 ビ残絵窒素 ノ曾 加 ト共 一上昇 シ、雨

者相平 行スルモ ノナ リ ト云 ヘ リ｡

次 ニHerwig,Hans(ln・ ・、 高山 在住 ノ結核患

者 ニ就 キ血清蛋 白量、赤血球沈 降反庭iト共 二、

粘稠度 ラ測定 シ次 ノ如 キ結 果 ラ得 タ リ、 氏ハ先

ヅ15人 ノ高 山 二永住 スル 健康 人 ニ就 キ是等 ノ

検査 ラ行 ヘルニ低地住 居者 ノ・殆 ン ド選 ブ所 ナカ

リシ ト云 フ、結核患者 ニ於 テノ・血清蛋 白中、特 ニ

縮蛋 白・・低地在住結核 患者 ヨ ウモ其 ノ量多 ク、

且 ツ「アル ブ ミン」量 ノ、注 目スペ キ塘 量 ア リシト

云 フ、之 ノ際粘稠 度バー般 ニ病勢 トヨ リ相拉行

シ、檜悪 ト共 二上昇 シ、輕快 ト共 二低下 スル ト、

而 シテ其 ノ描 ク曲線 ハ血 清 「グ ロブ リン」量 トヨ

リ平行關係 テ保 テ リト云 フ｡

其 ノ他Gatto,(18)Eisleru.Laub(19)等 モ、亦血

清粘稠度 ノ臨沐的償値 テ認 メタ リ.

総 括

病的駄態 二於 テ血液 ノ化學的構成 ニ異動 テ生 ジ

惹 テハ物 理學 的性状 ニモ憂 化 テ及 ボシ來 ル事 ハ

想像 シ得 ル所 ナ リ｡表 面張力測定 ハ「トラウベ」

ノ「スタ ラグモ メー ター」ノ考案 以來頓 ニ盛 トナ

リシモ ノー シテ、 生物學 的研究 二新 シキ解程 テ

與 ヘ タル所少 ヵ ラズ、 又之 テ種 々ナル疾病 二慮

用 シ血液 ノ性状 ラ検 シ、 モツテ之 ヲ臨躰 上 二慮

用 セン トセ ラル｡

材料 トシテハ血液 自膿、血 清、血 漿、 非動 性血

清等 ガ用 ヒラル ・ガ如 久 一部分 ノモ ノハ血液、

血漿 等ハ其 ノ要約 ラー定 ニスル鮎 ニ困難多 キガ

爲 二用 ビザルラ良 トス レ ドモ、亦 一部 ノモ ノハ
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是等相 互 ノ特種 關係 ガ臣鋤木上意味深 キラ主張 セ

リ｡

血液 表面 張力 ハ血 清表面張力 ト略 丸相等 シ ト云

ハル レ ドモ、 血漿 ト血清 ニ就 テ見 ル時、 血漿 ハ

ー般 ニ血清 ヨリモ其 ノ償高 ク且 ツ雨者 ハ相拉行

シ檜減 スルモ ノニ非 ズ｡時 ニハ全 ク相反 スル結

果 テ得 ル事 ア リト云 フ｡

而 シテ種 々ナル疾病 ノ大多 敷 ハ、表面張力 ノ下

降 ヲ示 ス ト難 モ、其 ノ上昇 ラ來 スモ ノ診 シ、然

ルニ結核性疾患 バー般 ニ上 昇 ヲ來 スガ故 二、之

テ類症鑑別 ニ慮用 シ得 ト、而 シテ結核性疾患 ニ

於 ケル表面張 ナルハ、 ヨ ク疾病 ト拉行 シ上下 スル

ト云 フモ ノア レドモ、亦 初期 ニ ノ ミ上 昇 シ、重

症 ニ於 テ漸 ク減 少 ス、然 シ重症 時 ニ於 テ下降 ス

ル ト錐 モ正 常値 以下 ラ示 ス事 ナシ ト云 フ、 是等

相互 ノ關係 ハ爾 ホ未 ダ決 定 サ レザ ルガ如 シ｡

以 上 ノ如 ク血 清表面張 力 ハ結 核性疾 患 二於 テ上

昇 ス レ ドモ、 血漿及 ビ非働性血清 バー般 ニ下降

ス、随 ツテ血 漿 ト血 清 ノ差 ノ・重症 トナルニ随 ヒ

減 少 ス レ ドモ、 血清 ト非働 性血清 ノ差 ハ盆 ≧大

トナ リ、何 レモ健康時 ノ倍撒 二達 スル モ ノアリ、

是等 ノ研 究 ニ就 テハ今後 ノ研究 二待 ツ所多 キガ

如 シ｡

血液粘 稠度 ハ赤血球 敷、 或 ハ容積 ノ差、「ヘモグ

ロ ビン」量、 瓦斯含有量、蛋 白、盤類等 ニヨ リー

定 ノ影響 テ受 クルガ如 シ｡

之 テ結核性疾患 二就 テ見 ルニ初期 ヨ リ重症 ニ向,

ツテ次第 ニ上昇 シ、 其 ノ間病症経過 トヨク拉行

關係 テ保 チ、之 ラ測定 スル事 ノ臨躰的意味最 モ

深 シ ト云 ハル、 而 シテ其 ノ描 ク曲線 ハ血清 「グ

ロ ブ リン」 ノi省長 ト相拉行 スル事 テ設 クモ ノア

リ｡

第八章 結核性骨粒島關節炎患者血液ル赤血球抵抗試験

赤 血球 ハ白血球 ト共 二形態學的、細菌學的或 ハ

生化學的方面 ヨリ種 々研究 セ ラル｡赤 血球抵抗

試験 モ臨 本的方面 ニ於 ケル好研究題 目 トセラ レ

結核性疾患 二於 テモ其 ノ業績甚 ダ多 シ｡

而 シテ赤 而球抵抗 ノ攣 化 ヲ來 ス本態 二關 シテハ

種 々 ノ方面 ヨ リ研索 セラルル ト難、諸家 ノ設嘔

々ニ シテ相 一致 セズ、 今 日筒 ホ不 明 ノ鮎 少 ナカ

ラズ｡

抵 抗 力 ノ測定 二關 シテハ化學 的、温 熱的、電氣

的、滲 透的、或 毒性的抵抗 等 ニ分 チ得 べ 久 例

之 バ'CoCo,)ハ 血球 内、血 色素 ニ働 キ化學 的攣

化 ヲ與 フル ト云 ヒCN或 ハHCN等 ・・血 色素

ト結 合 シ、 其 ノー部 ハ組織 及 ビ血球 テ破壌 スル

ト、 又 「ピ リヂン」、 「ベ ンチヂ ン」等 ハ赤血球 ラ

融解 シ同時 ニ血色素 ニモ憂化 ヲ與 フ、又 「サボ ニ

ン」、 「リチ ン」蛇素、 「テタ ノリヂン」、免疫的 溶

血 素、「ヱー テル」、 「クロロフォル ム」等ノ・赤 血球

テ包 ム脂 肪様 物質 ラ融 解 スル ト云 フ、斯 ク ノ如

ク赤血球 テ崩壊 セ シムル方 法ハ種 々ナ リト錐、

赤 血球 自己 ノ溶血 機轄 ヨリ見ル時 ハ之 ラ滲透性

抵抗 及 ビ溶血性抵抗 ノニ ツニ分 ツラ得 べ 久 前

者 一ハ中性1謹類例 之 バ低張 食盤水 ガ用 ヒラレ、

後者 ニハ好 ンデ「サボ ニ ン」ガ使用 セ ラル｡

而 シテ同一血球 二於 テモ食盤水 ト「サボ ー ン」一

封 スル抵抗 力 ハ常 ニ同一成績 ラ示 スモ ノニ非ズ

シテ「サボ ニ ン」ニ封 シ抵抗 張 キモ、低張 食盤水

ニ封 スル抵 抗 ハ却 テ少 ナル事 アリ｡

臨 沐的方面 ノ研究 ・・Dancanガ 稀 薄 監類溶液

ヲ使用 シ研 索 セルニ始 マ リ、次 デHamburger

ノ系統 的廣範 ナル研 究 ニ ヨリ基礎 ヅケ ラレ、其

ノ後之 ノ方面 ノ研究 業績次 デ登 表 セ ラル、然 シ

此虚 ニ注意 セザ ルベ カ ラザ ルハ從來研 究報告 セ

ラ レタル成績 ハ同一疾 病 二就 キテモ厘 ≧甚 ダ シ

ク魑 々ニ シテ其 ノ蹄一 スル所 テ知 ラザル場合 ア

リ｡之 ガ理 由ニ關 シテハ俄 ニ断定 ジ難 シ ト難 モ

實験 方法 ノ多種多様 ナルニ其 ノ原因 ノー 牛 ヲ有

スル ト云 ハルレ｡

健 康 人 ノ抵抗試験 成績 二就 キテモJakushewsky

長 嶋 ω前 田 ②等 ハ個人的差異極 メテ僅 少ナ リト

構 ス レドモKyes,(3,Port(4)等 ハ之 ト反封 二甚

ダ シク顯著 ナ リ ト報 告 シ、未 ダー 定 セザルガ如

シ｡
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次 二健康人 ノ低張食賂水ニ封 スル諸家 ノ抵抗試

Morawitz

最 大 抵抗0.329

最 小 抵抗0.449

抵 抗 間隔

Naegely

O.32-0.30

0.46--0.42

男 女 性 ノ差異 ニ就 キテハ長嶋、Hamburger等

ノ・特別 ノ差異 ナ シ ト構 ス レドモ,前 田氏 ハ男子

ノ・女子 ヨリモ抵 抗梢k壇 加 セ リ ト、而 シテ月経、

妊娠末期 等 ニノ・特 ニ減弱 スル ト云 フ｡

年 齢的差異 ・・前 田Liebermannu.Fillinge(5)

等 ・・認 メ得 ズ ト樗 ス レ ドモChanel{6,ハ 中年者

二於 テ最 モ高 ク小見、老 人ハ何 レモ稽 ≧低 キテ

報 ゼ リ｡

斯 ノ如 ク健康 人 ノ赤 血球抵抗 試験 ニ於 テサヘモ

諸 家 ノ成績甚 ダ シク匠 々タ リ｡

次 ニ赤 血球抵抗 試験 ニ於 テ注意 セザルベ ヵラザ

ルハ、低張 食盤 水 ニ封 スル抵抗 ハ種 々ナル條件

ニ ヨリ影 響 セラル ・トi碓モ
、從來報告 セラ レタ

ル、 多撒 ノ實験 成績 二就 テ見ルモ最小抵抗 ガ影

響 ラ受 クル所比較的少 ナ ク、例令減弱 スル トモ

増強 スル事ナ シ、而 テ常 二大 ナル攣化 ラ示 シ來

ルハ最大 抵抗 ナ リトス、随 ツテ臨躰上最 モ有意

義 ナルハ最大抵抗 ノ攣化 ト之 ニ ヨリ起 ル抵 抗間

隔 ノ攣動 ナ リ トス｡之 ガ理由 二關 シテノ・從來設

ヘ ラル ・ガ如 ク甚 グ シク老朽 ナル血球或 ハ幼弱

ニ シテ被膜 ノ未 ダ菲薄 ナル血球等 ガ低張 食盤水

ニ封 シ比較 的容 易ニ崩壌 シ去 ル事 ハ想像 シ得 ル

所 ニ シテ、 之 ガ種 々ナルレ疾 病 ノ影響 ニ ヨリ更 二

崩壌 性 ラ檜 シテ此塵 二最小抵抗 ノ減弱 テ來 スナ

リ随 ツテ如何 ナル場合 ニモ最小抵抗 ノ檜強 テ來

スガ如 キ事 ナ シ ト｡

次 ニ最大抵抗 ニ關 シテノ・時 ニ甚 グ シク檜強 セル

モ ノア リ、 時 ニハ0.1%以 下 ノ低張 食盛水 一モ

溶血 セザル モ ノア リ、 之 ガ理 由 ニ關 シテハ從來

種種 ノ方面 ヨリ研 究 セラル｡

且amburgerノ ・血球 内容 ノ滲透歴、溶 液 ノ容積、

及 ビ「プロ トプラズマ」ノ抵抗 ノ三 因子 ニヨ リ赤

血球 抵抗 二攣 化ラ來 ス事 テ假 定 シ、赤血球ノ・「プ

ロ トプラズ マ」様 ノ細歌 目 ヨリナ リ、其 ノ中 二液

験成績 テ掲 グ レバ次 ノ如 シ｡

長 嶋 小 林 甲 斐

0.4280.32-0.260.32-0.30

0.5000｡52-0.500.44

0.24-0.]80,12

状或 ハ孚液歌 ノ血 色素塊 ア リテ水分 テ吸牧 ス、

而 シテ之 ガ低張 食盛 水 ニ入 レラレタル時 ハ水分

ヲ吸牧 シ容積 テ増 シテ途 ニ崩壌 スルナルベ シ ト

云 フ｡

Baumgartenハ 又 血液 毒 ニ ヨル血球 崩壌 ハ直

接血球 二化學的破壌 ヲ起 サ シムルモ ノニ非 ズ シ

テ、「ス トロー マ」ガタグ分 子的慶化 ラ起 シ透 過性

テ攣1ヒ シ、血球 ガ膨脹或 ハ縮小 シ、膨大 スル時ハ

滲透歴 ラ充進 シテ破壌 二至 ル ナルベ シ ト云 フ｡

Morawitzハ 抵 抗 ノ上昇 二關 シテノ・、 「フヱニー

ル、 ヒ ドラチ ン」二因 ル實験 的貧血 ノ場合 「ス ト

ロー マ」 ノ増加及 ビ凝縮 スル事 ニ ヨリ檜 強 スル

ト云 フ｡

其 ノ他赤血球 自艦 二含有 セ ラル ・類脂肪膿 ノ量

ニ ョリ左右 セラル ・ト云 ヒ、又血中 「コ レステ リ

ン」量 ノ多 キ時ハ抵抗 力増大 シ、「レチチ ン」含量

多 キ時 ハ減弱 スル ト云 フ,

斯 クノ如 ク低張食盤 水或 ハ血液 毒等 ニ封 スル血

球抵抗 ノ憂化 ニ關 スル設 ハ種 々 アリ ト錐 モ未 ダ

諸家 ノ設 一致 セズ、不 明 ノ鮎 多 シ｡

次 二.二 三 ノ疾 病及 ビ結核性疾患 ノ際 ノ赤 血球

抵抗 ニ就 キ記述 セ ン ト欲 ス｡

悪 性腫瘍特 ニ癌腫 患者 ニ於 ケル實験 ハ古 クヨリ

.行 ハ レ、低 張食盛水 二封 シテハ何 レモ抵抗 ノ檜

強 ラ報 ゼラル｡

然 シ著 明 ナル 檜 強 ハ 毎常 内臓等 ノ癌腫 二見 ラ

レ・ 身禮末梢部 ノモ ノハ、時 ニ正常 テ示 セ リト

云 フbJanowsky,(7,Lang(s)等 ハ之 テ以 テ胃癌

ノ早期診断 ニ慮 用 セン トセ リ
、 即 チ氏等 ニ ヨレ

バ胃癌 患者ハ毎常抵抗 ノ」曾強 テ認 ム レ ドモ他 ノ

胃疾 患ハ総 テ正常或 ハ正常 下 ノ値 テ示 セ リト云

フ｡然 レ ドモMaroglino
,Liebermannu.

Fillingef〔91等ハ 之 ト反封 ニ癌腫 患者 ノ抵抗減弱

ラ報 ゼ リ｡
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飯野 ハ家 兎肉腫 二就 キ之 ガ系統 的研究 ラ行 ピー

般 二上昇 スルラ報 ゼ リ｡

結 核性疾 患 ノ赤 血球抵抗 ニ關 シテノ・其 ノ業績 甚

グ多 シト錐 モ或 ハ上昇 スル ト云 ヒ或 ハ正常値 テ

保 ツ ト云 ヒ或 ハ反 ツテ下降 スル ト設 クモ ノアリ

テ未 ダー致 セズ｡

前 田 ハ肺結核患者31例 中、檜強 セルモ ノ9例 、

不 攣 ノモ ノ20例 、 減 退 スルモ ノ2例 テ 得 タ リ

ト、而 シテ、登熱 ニ ヨル影 響 ヨリモ症候 ノ輕重

ニ ヨリ左右 セ ラル ・事大 ナ リ ト云 フ｡叉Jak-

ushewskyハ 病 症経過 ニ ヨクー致 シ檜減 スルガ

如 ク、病症壇悪 ス レバ抵抗 モ亦檜 張 ス ル ト云

フ.長 島 モ亦肺結核患者 ニ就 キ之 テ三群 ニ分類

シテ観察 ラ 行ヘ リ.即 チ最小抵抗 ハ 其 ノ差著

シカラズ、寧 ロ健康者 二比 シ梢 ヒ減弱 セ リ ト云

フ｡然 シ最大抵抗 ハ病症 ノ進 行 ト共 ニ著 シク檜

強 セリ ト云 フ｡随 ツテ抵抗 間隔 モ亦次第 二鑛大

スル ト、 氏 ハ之 ノ鮎 ヨ リ、赤血球抵抗試験 モ肺

結 核 ノ活動性及 ビ豫後 テ ト知 スル ノ補助的判定

法 ノー ツ トナシ得 ル事 テ説 ケ リ｡

又Sandayaノ ・17例 ノ結核患者 二就 キ重症1

例 二於 テ下降 シタ レ ドモ他 ハ正 常値或 ハ檜強 セ

リ ト云 フ｡

Cohnreichハ29例 二就 キ檜強 スルモ ノ16例 、

下降 スルモ ノ4例 、正常 テ示 スモ ノ9例 ナ リト、

而 シテ重症或 ハ高熱者 ハ時 二檜強 時 ニ減弱 テ示

セ リ ト云 フ｡

以 上 ハ大膿肺結核患者 二就 キ其 ノ檜強 テ示 セル

例 ナ レ ドモ之 二反 シ山田(10)ハ最 小、最大抵抗共

(1)文 獄(リ パーゼ)

1) L.  Caro, Zeit. f.  Kl. M. 1920. Nr. 89. 2) 
 Kollert u.  Frisch, Beitr.  L.  kl. Tuber. 1910. 

Bd. 43. 1921. Bd. 47. 48. 3) J.  Bauer, W. k.
m・1912・NL37・4)飯 塚,兒 科 雑 誌.第35生

5)  Pribram,  Centralbl. f. Inn. 29. 6)  Smogyl. 
Dermat. Zeitschrift. 1925. Bd. 42. 7) Spar-
mann, Dermat. Zeitschrift 1923. Bd. 40. 8)

馬 場,東 京醫 事 新 誌.第2499號.皮 膚 科 泌 尿 器 科

雑 誌26巻 ・8號 ・9)熊 野 御 堂,日 本 外科.27

同.10)Grineff,Arch.d.scien.BioL.1911.

Nr.17.11)谷 本,十 全會 雑 誌.34巻 ・10號.

二毎常相當著明 ノ減弱 テ來 セ リト云 フ｡而 シテ

滅弱 ノ度 ハガ フキー氏表 ニ ヨル結核 菌 ノ多寡 ト

ハー致 セズ、 叉艘 力清耗 ノ程度 ラ ト知 スル ノ基

源 トモナ シ得ザ ル事 ラ報 ぜ リ｡

Teschendorf・ ・重症者 二於 テ 減 少 スル ト云 ヒ

Chanel・ ・有熱 時 ニ減弱 スル ト云 フ｡

然 レ ドモNeumann,(11)Geisb6ck(12)等 ノ・有熱 時

モ尚 ホ不攣 ナル事 ラ設 ケ リ｡

又Weirauch/13)ノ ・70例 ノ肺結 核患・者二就 キ嚴

密 ナル検 査 ラ行 ヒタ リシガ患者 ノー部特 ニ重症

ノー部 二於 テ抵 抗 ノ減 弱 ヲ認 メタル ノ ミニ シテ

赤血球抵 抗 ニ ヨリテハ肺結核 ノ豫後 テ ト知 スル

ー足 ラズ ト云 ヘ リ｡

以 上諸家 ノ読 テ総 合 スル時、結 核性疾患 ニ於 ケ

ル赤血球抵 抗試験 成績 ハ爾ホ未 ダ確 定 スル ノ域

ニ達 セザル ヲ知 ル｡

総 括

結核 性疾 患 ニ於 ケル赤血球抵抗 ハ或 ノ・上昇 次ル

ト云 ヒ、或 ハ減弱 スル ト云 ヒ未 ダ之 テ決定 スル

ノ域 二達 セザルガ如 シ ト難 モ之 別曾強 テ主張 ス

ルモ ノ比較的 多 シ、然 レ ドモ有熱 時或 ハ重症患

者例 ニ於 テ其 ノ減弱 テ主張 スルモ ノアリ.

臨 林的意義 二關 シテモ豫後或 ハ活動性 テ ト知 ス

ル ノ補助的診断法 トナ リ得 ルテ設 クモ ノア レド

モ亦其 ノ債値 ノ乏 シキラ主張 スルモ ノァ リ｡

結 核性疾 患 ニ於 ケル赤血球 抵抗 試験 ノ・今後 ノ研

究 二待 ツ所 多 カルベ シ｡

御 校閲 テ賜 ハ リシ恩師寺 田教授 二深 甚 ノ謝意

テ表 ス

12)  Hofbauer, W. k. M. 1912. Nr. 37. 13)

水 原,近 畿 婦 人科.9巻.2號.14)吉 田,近 畿

婦 人 科.9巻.3號.15)末 岡,岡 山醫 學 會.42

”N

. 2-A. 16) N.  Kotschneti, Bioch. Zeitschrif 

1913. Nr. 55. 17) Gattlieb u. Falkenheim, 

M. M. W. 1922. S. 1427. 18)  Falkenhelm, 

u.  GYory,  Beitrag.  kl.  tbc 1922. Nr. 53. 19) 

Asal  u.  Falkenheim, M. M. W. 1923 . Nr. 10.

20)宮 崎,大 阪醫 學 會.28巻.11號.1.21)

Kresning・Zentralb.f.Bakt.1901 .Bd.30.22)

飯 塚,結 核.第8巻.第5號.23)宮 崎,大 阪

醫學 會 ・28巻11號.1.其 ノ2及 ビ共3.24)A.
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 Resell, Deut. Arch. f.  kl. med. 1916. Bd. 118. 
 -26)  Berge! , D. M. W. 1923. Nr.  2. 27)  Bergel, 

M. M. W. 1912. Nr. 12. 28)  ifess. Journ. of 
Biol. Chem. 1911. 10. 38. 29)  lifiruma.  Bioch. 
Zeits hrift 1923. 139. 30)  Rona,  Beton' u. 

 Schreiber,  Kl. Wochenschrift  1922. 1. 2366. 
31)  Rona u.  Pavlovi•, Bioch.  Zeitschrft 1923.
134・32)井 上,北 越醫 學 會.43年.2號33)

33) L.  mieliaeiiis,  Prakticum der physiologi-
schen Cheime

(2)文 獄(抗 ト リプ シ ン)

1)llartfinHahm,B.K.W.1908.Nr.23.S.

499.2)Br五egeru.TreRD亘!ng,B.K.W.1908.

Nr・22.S.1041.3)Brfiegeru.TrebfiERg.BK.

W.1908.Nr.51.S.2260.4)唖b¢hma置mu.

Kantoro"'fig,Zeit.f.k.Med.109S.Nr.66.5)

A.■Bramnst(痂mu.L.IKepfinow,Bioch.Zeit-

schrift1910.Nr.27.6).、.Br`xunstefin.D｡

M.W.1909.Nr.13.7)⊃ile.}'or.B.K.W.

1909.S.1064.8)■ ・andstefiit《 ・r.Zeit.f.Baktniv.

1900.9)K.Ka"'ashfima.Zeit.f.Path.u.

Therapieユ911.Bd.8.S.653.10)Ifffirata・

Bioche.Zeitschrift1910.Nr.27.S.397.11)

Furt,B.K.W.1909.Nr.2.12)柘 植,愛 知
一ew科 大 學 雑 誌

.25巻.5號.13)w五 《・ms.Arch.

f.kli.med.91.XX.14)lliilleru,Ynans,M.

M.W.1907.Nr.8.S.354.15)酒 向,成 磐 會

雑 誌.48巻.12號.16)職uler・Arch.f・kli・

med.1908.S.199.17)Bsilg'eru.Trebfing.

B.K.W.1908.Nr.29.S.1349.1S)Jacob,

M.M.W.1909.Nr.27.S.1361.19)Klug,

B.K.W.1910.Nr.50.20)Ems重Ilerzfeld,

B.K.W.190S.Nr.49.2182.21)Bergmanll

u.Meyer,B.K.W.1908.22)Beeher,M.

M.W.Nr.27.23)w亘ens,M.M.W.1907.

Nr.53.24)H・Thaler,W.M.W.1909.Nr.

'24
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